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プロローグ　静かな予兆







　静せい寂じやくの中、男が言った。

「……事実、なのだね」

　日本国の首しゆ相しよう、峰みね倉くら良よし鉄おである。

　彼かれは傍はた目めにもそれと分かるほど、重苦しいため息をついた。

「はあ、そのようで。困ったことになりました」

　峰倉を前に、訓く堂どう亮りよう真まはそう答える。自分でも他人事のような口調であるとは思うが、これが己おのれの性しよう分ぶんである。それに、真しん剣けんに対応したところで事態が変わるわけではなかった。

　首相官かん邸ていの一室には今、二人だけしかいない。

　訓堂は、ある極きわめて重要な報告を持って峰倉の下を訪おとずれていた。

「あらゆる交こう渉しように打って出ましたが、いずれも拒きよ絶ぜつ。ほんのわずかもこちらに下るつもりはないようで」

「なんてことだ……」

　頭を抱かかえ、峰倉は呻うめく。

「前ぜん代だい未み聞もんとはこのことか……。一体なぜ、私の就任中にこのような……」

　彼はぶつぶつと呟つぶやいていたが、それ以上なにを言っても仕方のないことだと思ったのだろう。思考を切きり替かえるようにして首を振ふった。

「とにかく、向こうがそのつもりであれば、早さつ急きゆうに対策を練らなければなるまい。何か手はあるのかね」

「ありませんね」

　躊躇ためらうことなく訓堂はそう断言した。

「ない、だと？　君、そんな簡単に済む問題ではないぞ！」

「だったらお聞きしますがね。かつて神が洪こう水ずいで世界を洗い流すと決めた時、人間には何が出来ました？」

　訓堂の問いかけに、峰倉からの答えは返ってこない。

「教えて差し上げましょうか。船を造って選ばれたものを乗せた、それだけです。つまりね、オレたち人類が、お偉えらい神様の決定に抗あらがうことなんざそもそも無理なんですよ」

「それでも何もやらないわけにはいかないだろう。考えたまえ。それが君の仕事だ。何のために、これまで膨ぼう大だいな費用をかけて【資格者】を研究してきたんだ」

　責めるような峰倉の台詞せりふに訓堂は告げた。

「と、言われましてもね……。長い間、化け物みたいな連中のことを調べてきましたが、分かったことはたった一つ。何も分からない、ということです。積み上がったのは、データの書類だけ。対応策なんてあるわけありません」

「それでは一体、どうしろと言うんだね！」

　峰倉が机を叩たたく。こちらに怒ど鳴なられても困る、と訓堂は辟へき易えきした。

「そう仰おつしやられても……そもそも、こちらの常識がまるで通じないんですからね。加えてあくまでも秘ひ密みつ裏りに、ということになると派手な手も使えない。ですが、騒さわぎにならない程度の人数で銃じゆう器きを持ち出だしたところで、勝てるとも思えない。八方ふさがりとはこのことです」

「し、しかし、だな……！」

　尚なおも食い下がる峰倉。

「大いなる主が慈じ悲ひ深ぶかく、我々のためにより良き選せん択たくをしてくれることを、ただ祈いのる。オレたちが出来るのは、せいぜいそれくらいなんですよ」

　訓堂は、視線を逸そらすと、小さくこう呟いた。

「……信じましょうや、神様を」

　見知った一人の少年の姿を――思い、浮うかべながら。







第一章　神魔と帰郷と二本の魔劔







　どこかで何かが鳴っている。まるで出来の悪い楽器が奏かなでられているように。

「……ん」

　シンマは、そこで、目を覚ました。ぼんやりとした頭のままで枕まくらもとをまさぐり、卓たく上じよう時計を手にとる。時刻は午前七時半。耳を澄すませてみると、断続的に聞こえる奇き妙みような音は、階下で鳴るインターフォンからのもののようだった。

「誰だれだろ、こんな朝早く……」

　欠伸あくびを噛かみ殺ころし、シンマはその場で体を伸のばした。今日は新聞配達のアルバイトが休み。しかも後少しで終わるとは言え、未いまだ夏休み中でもある。出来るならもう少し眠ねむっていたかったところだが――とは言え、そろそろ起きる時間とも言えた。

「おはようございます、シンマ様」

　すぐ傍に控ひかえていた、護衛役のコトハが声をかけてくる。彼かの女じよは既すでに身み支じ度たくを整えており、自らの愛刀をその手にもっていた。

「おはよう、コトハ。誰か来たみたいだな」

「そのようです。お出向きになられますか？」

　コトハに頷うなずいて、シンマはベッドから体を起こそうとし――その異常な重さに「うっ」と呻いた。

「この子たちは、また……」

　思わず、シンマは苦く笑しようする。自身の両りよう肩かたに、二つの存在がぶら下がっていたからだ。

　一人は愛すべき妹、日か鎖ざり奈な々な。そしてもう一人は、同居人である無・幻狼ウー・シイ・レアン。

　二人とも無む邪じや気きな顔で未だ睡すい眠みんの中にあり、小さな寝ね息いきを立てていた。

「入ってこないようにって言ってあるんだけどなあ……」

　それでも奈々と無は、こうして時折シンマのベッドに潜もぐり込んでは一いつ緒しよに寝ねようとする。やれやれと二人の体に手を回し、抱だき上あげる形にしてシンマはどうにか起き上がった。

「申し訳ありません、シンマ様。無はいつのまにか潜り込んでいたようで……今すぐ引ひき剥はがしますので」

　そう言ってコトハは動くと、無を抱き上げた。無はまだ幼いが、厳しい訓練を受けた戦士だ。気配を殺してシンマの懐ふところに入り込むなど容易たやすいことだろう。尤もつとも、彼女が殺意を持っていたのならばコトハも気付いただろうが――今の無からはとても感じられなかった。

「ありがとな。さすがに二人だときついし、助かる」

　奈々を背中に負いながらシンマが礼を言うと、コトハは「いえ」と首を振る。

「このようなことは、二度とないように致いたしますので」

　シンマは、そんな彼女に息をついた。

「ま、ちょっと怒おこるくらいにしとこう。悪気はないんだろうしさ」

　この辺りの甘あまやかしが、無や奈々に反省を促うながさせない原因の一いつ端たんなのだろう。そんな風に自覚しつつも、彼女たち、特に我わが妹にはあまり強く出られないシンマだった。

「にしても、何の用だろ。郵便かねえ……」

　寝ね間ま着きにジャケットを羽織ると、シンマはコトハと共に階段を下りる。そして、尚も鳴るインターフォンの機械音に対して「はいはい」と応えながら玄げん関かんの戸を開けた。

「どなたですかー…………って」

　その直後、シンマは動きを止める。

「お早う御ご座ざいます、日鎖心しん真ま様」

　臙えん脂じ色いろを基調としたフリル付きのエプロン付き衣装に、頭にはヘッドドレス。その手には白しろ手て袋ぶくろ、黒のニーソックスに艶つやのある革かわ靴ぐつ。

　扉とびらの向こうに居たのは、まるで絵に描かいたような、メイド姿の少女だった。

「本日もご機き嫌げん麗うるわしゅう。お会いできて光栄に御座います」

　スカートの裾すそを持ち上げて、その透すき通とおるような水色の髪かみを持つ彼女は、こちらにお辞じ儀ぎしてくる。

「め……メアリ、さん？」

　やっと声が出せたのは、固まっているシンマを見て不思議そうに少女が首を傾かしげた、その後である。

「はい、メアリで御座います。おひさしゅう御座いますね」

　そう言って、メアリ――メアリ＝シャーロットは微ほほ笑えんだ。

「あ、は、はい、お久しぶりです……」そう、シンマは答える。確かに、以前に別れた日から数えて一週間ぶりの再会であった。

「ええと、何か御ご用ようですか？」

「はい。本日は少し、シンマ様にご提案が御座いまして」

「ご提案、ですか。なんでしょう」

　問うたシンマに、メアリは軽かろやかな声でこう答えた。

「はい。シンマ様のご迷めい惑わくでなければ、ご朝食を一緒にいかがでしょう？」

「……朝食？　メアリさんと？」

「ええ。とは言え、私と、というよりも……こちら」

　と、メアリは後ろを向いた。

「アリスお嬢じよう様さまと、で御座います」

　シンマは目をしばたたかせる。メアリの背中に負われていたのは、見覚えのある赤い髪の少女。そう――アリス＝ノア＝ナンシェだったのだ。ただし、

「…………ぐぅ」

　彼女は未だ、夢の中ではあったのだが。




「突とつ然ぜんのご訪問にもかかわらず、快く受け入れて下さって有あり難がとう御座います」

　台所に包丁の音が響ひびく。鍋なべがコトコトと音を立て、フライパンの上では油が跳はねていた。それらの間を行ったり来たりしながら、それでも優ゆう雅がに思える動きで朝食を作りつつ、メアリが言う。

「いや、別に構いませんよ。ちょうど起きる時間だったし。オレの方こそ、すみません。わざわざ材料持参で、朝ごはんまで作って頂いて」

「いえ、大したことでは御座いません。アリスお嬢様のためでもありますから」

「……アリスのため、ですか？」

　訊きいてシンマは、つと視線を移動させた。そこには無、奈々と並んで、まるで目覚める気配のないアリスがいる。一応、彼女は服を着き替がえており、他の二人同様、席についてもいるが。そのあどけない寝ね顔がおは、普ふ段だん、気き丈じように振る舞まっている彼女とは違ちがい、まるで無防備だった。

「はい。シンマ様と一つ屋根の下で暮らしている御み守かみ紅こと刃は、無・幻狼、それに隣となりに住んでいるミンク＝フィナーレ。彼女たちと比べると、アリス様はどうしても親密度に差がついてしまうので御座います。そこを打開し、少しでもシンマ様とお近づきになれれば、と思いまして」

「そ、そうですか……それはまた、大変ですね」

　どう返していいのか分からず、シンマは曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。メアリは、かつてアリスの世話係であった。そして、夏休みが始まって間もなく起こった事件をきっかけに、日本へやってくることになったのだ。……それは別段構わない話なのだが、メアリはどうもその時に、なんとしてもアリスとシンマを恋こい人びと同士にすると決めたらしいのである。実際ここしばらく、外でアリスとばったり会うことが多くなった。どうやったかは分からないが、恐おそらくメアリの手によるものなのだと思う。彼女はそうやって、シンマとアリスの仲を深めようとしているのだ。朝食作りもまた、その一いつ環かんなのだろう。特に迷惑をかけられているわけでもないので、シンマとて殊こと更さらにそれに異を唱えたいわけでもないのだが。

「それにしても……よく寝るなあ」

　シンマは隣に居るアリスを見つめた。彼女は実に幸せそうな顔で、夢の世界に旅立っている。

「ウフフ……そうよ、あたしが本気になればこの程度のパズルは簡単に……え、これパズルじゃないの？　そう、わかめなの。え、じゃああれは石せつ鹸けん……？」

「……なんの夢だよ」

　まるで意味不明な言動だ。それにしてもすっかりこちらの生活に慣れたのか、彼女は無意識の言葉でさえ日本語であった。

「おーい、アリス、そろそろ起きろー」

　シンマが肩かたを掴つかんで揺ゆり動うごかすも、彼女は顔をしかめて身じろぐだけだ。

「いやー。もうちょっとぉ、寝るのぉ……。せめて後三年……」

「最低条件が長すぎる……!?」

　愕がく然ぜんとなりつつ、シンマは尚も起こそうとする。そこへ、

「シンマ様、そのような時は目覚めのキスと相場が決まっております」

　調理の手を止めずにメアリが言った。

「し、しないよ、そんなこと」

「と、そう思いながらもシンマ様の体は激しい情動に駆かられ」

「ない！　勝手に人の胸中を代弁しないように！」

「……チッ、これだから日本人のチキンっぷりは、で御座います」

「外国人でもあんまりそういうことはしないだろ……」

　ため息をついていたシンマは、ふと左の方を見て目をしばたたかせた。

「コトハ、どうした？」

　シンマの声に、じっとメアリの方を見つめていたコトハははっとしたような顔をした。尤も彼女の場合、その表情は限りなく無に近い。そのため、付き合いの長いシンマでなければ分からないほどに些さ細さいなものではあったが。

「いえ……何でもありません」

「そう？　メアリさんに何か用事でもあるのかと思ったんだけど」

「なんで御座いましょう？」

　メアリがちら、とコトハの方を向く。それにコトハは、いくらか躊躇うような間を空けた。しかし、

「……メアリ＝シャーロット、貴女あなたはアーティファクトを持っていませんね？」

　やがてそう尋たずねる。それにメアリはフライパンを振りながら頷いた。

「ええ、あれはナンシェ家の血を引く者だけが持つことを許されますから」

「……そうですか。それであの強さとは、少々驚おどろきました」

　コトハは胸に手を当てそう呟く。そういえば、とシンマは思い出した。コトハはメアリと一度、戦ったことがあるのだ。結果的に、敗北を喫きつしたのはコトハの方だったが……。

「大したことでは御座いません。私には貴女様よりも多くの経験が御座います。その違いに過ぎませんよ」

　メアリの言葉にコトハは答えない。彼女は何かを考えるように俯うつむいてしまった。どうしたのだろう、とシンマが思っていると、

「さあ、出来ました。お口に合えば宜よろしいのですが」

　振り返かえったメアリが、食しよく卓たくに料理の載った皿を並べていった。オムレツにカリカリのベーコン、フレンチトースト、みずみずしい野菜を使ったサラダにコンソメスープ。簡単ではあるものの、理想的な朝食がそこにはある。たちまち、空っぽの腹を刺し激げきするようないい匂においが部屋中に広がった。

「【アルタイル】の系列会社から良い茶葉が届きましたので、宜しければこちらもどうぞ」

　カップに琥こ珀はく色いろの紅茶を注ぎ、メアリは微笑んだ。

「こりゃ美味おいしそうだな……よし、食べよう。ほら、奈々に無、アリスもそろそろ……」

　と、シンマが三人を起こそうとしたその瞬しゆん間かんだった。

「ご……」

　奈々が鼻をひくひくとさせて囁ささやき。

「……はん」

　無がもぞもぞと動き出す。すると、

「ご……はん……」

　アリスがゆっくりと、テーブルに手をついた。そして――、

『ご飯――っ！』

　三人は同時に顔を上げる。目は一いつ杯ぱいに見開かれ、意識は完全に覚かく醒せいしているようだった。

「……お前らな」

　先ほどの状態が嘘うそであるかのような姿に、シンマはあきれ果てる。

「なにこれおいしそう！　おいしそうだな、にいくん！　今日はバーディか！」

「奈々、パーティな」

「むう……！　目が覚めると同時に食事が用意されているとは！　ミステリーだな！」

「どっちかというと、食事が用意される時まで絶対に目を覚まさないお前の睡すい眠みん欲よくがミステリーだよ、無」
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「やるじゃないメアリ、昨日のあたしのリクエスト通り……って、あれ？　ここ、どこ？」

　奈々、無と続いてアリスが発言しようとしたが、その前にはたと気づいて彼女は周りを見回した。そして、見つめていたシンマと、バッチリ目が合う。

「…………」

「……よぅ、アリス、おはよう」

　信じられないものでも目もく撃げきしたかのような様子のアリスにシンマは一応、礼れい儀ぎとしてそう挨あい拶さつしてみた。

「な……え……な……ん……」

　ぱくぱくと口を開閉させながら、アリスはシンマ、コトハ、無、奈々の順に視線を移していく。そして、

「め……メアリィ――っ！」

　最後に、自ら従者の名を叫さけんで立ち上がると、そのまま詰つめ寄よった。

「なんであたしがシンマの家にいるのどうしてあんたがここにいるのなぜ朝ごはんが用意されているのあたしはなんなのどうなっているのどうして地球は回っているのなぜあの雲は待っているのどうして世界は平和にならないのォォ――!?　ホワイッ!?」

　混乱しているのかわけのわからない台詞をまくしたて、そのまま母国語だろう、シンマには分からない言葉でひとしきり叫び続ける。

「どうか冷静に、お嬢様。今説明致しますので」

「お、オーケイ……納なつ得とくのいく話をしてくれるんでしょうね」

「はい」

　メアリはゆっくりと、頷いた。

「お嬢様のためで御座います」

「あ、そうなの、それならいいわ」

　アリスはあっさりと、頷く。

「……って、なるかあああああああああああああ！」

「さあ、皆みな様さま、冷めないうちにどうぞ」

「清すが々すがしいほどの、スルー!?」

　メアリの態度に愕然となるアリス。だが、

「ちょっと、メアリ！　どーいうことよ！　事と次し第だいによっては……！」

　ぐぅうううううううううううううう。

「…………」

　怒ろうとした丁度そのタイミングで、豪ごう快かいにお腹なかの音が鳴った。アリスは真っ赤になった顔を両手で覆おおって、その場に蹲うずくまる。

「ご説明は後できちんと致します。まずはご朝食を」

　そう言って促すメアリに、アリスは一心不乱に朝食を食べる奈々、無を見た。そして、

「……ま、まあ、それなら、いい、かな」

　こほん、と咳せき払ばらいしつつ彼女は席についた。ナイフとフォークを手にとって、オムレツを切り分け始める。その様子を見てほっとしたシンマは、ようやくベーコンを口に入れた。

「ん……美う味まい！」

　硬かたすぎず、柔やわらかすぎず、焼き具合が絶ぜつ妙みようで、口の中で脂あぶらが弾はじけて舌で躍おどる。

「有難う御座います」

　一礼するメアリにシンマは「いえ、こちらこそ」と返した。

「……シンマ、あたしの寝顔、変じゃなかった？」

　頬ほおを赤らめながらそうこちらへ訊いてくるアリスに、シンマは、

「……まあ、顔は変じゃなかったけど」

「顔『は』!?　じゃあ、他にどこか変なところが!?」

「はは。まあ、いいじゃないか。時は刻一刻と未来に向けて流れていってるんだから」

「だからと言って過去がなかったことになるわけじゃないのよ!?」

「……何やら壮そう大だいなお話になってきましたね」

　洗い物をしながら、メアリがくすくすと笑う。

「ねえ、何があったの!?　どうなったの!?　あたし、見たこともない寝ね相ぞうしてた!?」

　食い下がってくるアリスを「そんなことないって」となだめつつ、シンマは奈々の頬についた卵をタオルで拭ぬぐった。

「本当でしょうね……。それにしても、油断も隙すきもないわ。ていうかレイとノンエはどうしたのよ」

「あまり人数が多くなるのもどうかと思い、あの二人には遠えん慮りよして頂くことにしたので御座います」

　メアリがそう答えると、アリスは半眼になった。

「それだけ配はい慮りよを払はらえるのなら、もっと他にあったんじゃないの？　せめてあたしを起こしていくとかさ」

「……。お言葉ですがお嬢様、考えられる限りの方法で起き床しようを促したにもかかわらず、決して、一度たりとて、ほんの数秒とも、目を覚まされなかったのはお嬢様で御座います」

「…………。ねー。困ったもんだわよね」

「お前のことだろ……」

　徐じよ々じよにメアリから目を逸らしていくアリスに、シンマは言った。

「ああ、もういいわよ、そのことは。不問にする！……ところでコトハ、食べないの？」

　自分が不利な立場になりつつあることを悟さとったアリスは、強ごう引いんに話を終わらせた。そして、きょとんとした顔でそう告げる。

　言われてシンマが見てみれば、確かにコトハはわずかも朝食を口にしていない。ただ膝ひざの上に手を置き、口をつぐんでいる。

「体調でも悪いのか？　コトハ」

「だいじょうぶかー？　コトハ。おくすり飲むか？」

　シンマと奈々がそれぞれ心配すると、コトハはゆっくりと顔を上げた。心なしかその表情は、何かを決心したかのようで。

「なんだ、コトハ。野菜が嫌きらいでも食べなきゃダメだぞ。強くなれん」

　そんな彼女を見て、無もフォークを咥くわえたままで見けん当とう違ちがいなことを言う。

「お口に合いませんでしたか？」

　問いかけてくるメアリに首を振り、コトハはゆっくりと、こちらを向いた。

「シンマ様。少し、お話があります」

「ん……なに？　ここで言えることか？」

　二人になった方がいいのかと気を遣つかうと、コトハは「はい」と答える。そして、

「シンマ様、私――」

　彼女は突然、はっきりと、こう言い放った。

「――私、実家に帰らせて頂きたく思います」




　都心からバスに乗って四十分。そこから緩ゆるやかに続く坂道を登ること十数分。

　まさに人里離はなれた、という表現がぴったりの山やま奥おくにその屋や敷しきはあった。

「……ここが、コトハの生まれた家か。なんか、すごいな」

　門を前にして、シンマは感かん嘆たんする。外見はまるで、時代劇に出てくる武ぶ家け屋や敷しきそのものだった。今にも扉が開いて侍さむらいが登場してもおかしくないほどだ。

「私の我がままのため、このような遠方まで足を運ばせてしまい、大変申し訳ありません」

　隣のコトハが、深々と頭を下げてくる。

「気にしないでいいよ。今日は無も、奈々に誘さそわれて一緒に遊びに行ったしさ」

　最近、無はよく奈々と一緒にいるようになった。シンマがどうしても妹の傍に居られない時に、ボディガード役をしてくれているのだろうと思う。本人に言っても、きっと照れながら否定してくるだろうが。

「まあ、いきなり実家に帰るって言われた時は驚いたけど」

「重ね重ね申し訳ありません。言葉が足りませんでした」

　尚も謝罪を繰くり返そうとするコトハを、シンマは手で制す。

「ちゃんと説明してくれたから大だい丈じよう夫ぶ。……でもここにコトハが強くなる『方法』があるのか？」

　問いかけたシンマにコトハは「はい」と答える。

　実家に帰る――コトハの口からその言葉が出た時、シンマはてっきり自分が何か手痛いミスをして、彼女に失望されてしまったのかと焦あせったものだ。

　だがよくよく話を聞いてみると、コトハの言い分はこうだった。

　このところ、【資格者】であるシンマの周囲では様々な事件が起こっている。そのどれもが激しい戦せん闘とうを伴ともなうもので、いずれも【アーティファクト】を扱あつかう超ちよう人じん的てきな者たちが相手となった。

　そんな中、コトハは自身の力不足を感じ、今以上に強くならなければならないと思ったのだという。そして、その方法が自らの生まれた御守家にあるというのだ。

　だが実家に戻もどるとなると、護衛対象となるシンマと離れざるを得ない。そのため、ずっとコトハは迷ってきたのだという。しかしそうもいっていられない状じよう況きようになりつつあり、思い切ってこちらに打だ診しんしてきたというわけだ。そしてその日の午後、シンマたちは御守家を訪れた。

「だけど、今だって十分にコトハは強いと思うんだけどな」

　剣けんに関してはてんで素人しろうとのシンマからすれば、コトハもまた人間離ばなれした技わざの持ち主である。身体能力も高いし、不満を覚えるところがあるとは思えない。

「……私もシンマ様の護衛を始める際はそう思っておりました。今のままでもいくらかは渡わたり合あえるだろう、と。ですがシンマ様を狙ねらう輩やからの実力は、どれもこちらの想像以上でした。それに以前、あの女性――メアリ＝シャーロットと剣を交えた時、私は完全に敗北したのです。普ふ通つうの人間との戦いでさえこの体ていたらく。このままではいつかシンマ様を守ることが出来なくなる……そう強く思いました」

「いや、あの人はちょっと、なんていうか、常識外れのところがあるからさ……」

　シンマは笑えみを引きつらせた。メアリに関して言えば正体不明というか、そもそも本当に彼女はただのメイドなのかと思うこともある。メアリは【夜明けの星々ロート・グランツ】が創つくり出した人型のアーティファクトである、とアリスに説明されても大いに納得できるほどだ。

「それでもこれから先、彼女のような尋じん常じようならざる能力を有する者、あるいは今まで以上に強いアーティファクトを持つ者が現れないとも限りません。そのためにも――私は圧あつ倒とう的てきなまでの【強さ】を持つ必要があるのです」

「……そうか。でも、あんまり無理するなよ？」

　その切せつ羽ぱ詰つまったかのようにも思えるコトハの言葉に、シンマは不安を覚える。彼女は感情を出すことが極きよく端たんに少なく、ともすれば超ちよう然ぜんとしている節がある。だがその実、御守紅刃という少女には自分と同じで、迷い、悩なやみながら成長していく年ねん齢れい相応の部分も存在しているのだ。彼女と共に暮らしているうち、シンマにはそれが分かってきた。

　だからそのように気負うかのようなコトハを見るとつい、余計なお世話かもしれないと思いながらもシンマは、そんな台詞を投げかけてしまう。

「お気き遣づかいありがとうございます、シンマ様。私のような者に勿もつ体たいないお言葉です。以後、気を付けますので」

　コトハはぎこちなく口の両りよう端たんを少しだけ上げて、一礼する。

「……うん、大丈夫ならいいんだ。コトハは真ま面じ目めだからさ。いや、それはいいことだと思うんだけど……」

「はい。努力いたしますので」

「いや、努力はしてるよ、コトハは。だからなんていうか、適度に気を抜ぬくっていうか」

　どうにも上う手まく伝えることが出来ない。シンマがあたふたと説明すると、

「気を抜く、ですか。分かりました。気を抜けるように努力いたします」

　きりっとした顔で、コトハはそう告げてくる。

「……まあ、出来る範はん囲いでいいよ」

　出会った頃ころから変わらない、そのどこかズレた反応に、シンマは苦笑した。

　やがて、扉がゆっくりと音を立てて開き始める。中から誰かが現れた。

　艶やかな黒くろ髪かみを纏まとめ、紅珊さん瑚ごのかんざしをつけた美しい女性だ。和服がよく似合い、その楚そ々そとした雰ふん囲い気きはまさに大和やまと撫なでし子こと称しようするに相応ふさわしいほどであった。

　女性はこちらに向かい、お手本のようにきっちりとした礼をしてくる。

「ようこそいらっしゃいました。資格者、日鎖心真様。お待ちしておりました」

「あ、ど、どうも……えっと」

　誰だろう、とコトハの方を見ると、彼女もまた頭を下げてこう言った。

「ご無ぶ沙さ汰たをしております、母上。御守紅刃、ただいま戻りました」

「こ、コトハのお母さん!?　あの、い、いつもお世話になってます！」

　まさかこんなに早く対面するとは思っていなかったシンマは、慌あわてて挨拶をする。

「こちらこそ、うちの娘むすめが大変にお世話になっております。御み守かみ三み琴ことと申します」

　そんなシンマに微笑み、コトハの母は一歩、横に退く。

「それではお部屋にご案内致します。――どうぞ、こちらへ」




　開け放たれた障子からは、よく手入れされた庭が見えた。時折、軽やかな音が響いてくるのはいわゆる『ししおどし』があるからだろう。

「……知らなかったな。コトハって、お嬢様だったんだな」

　高い天てん井じようを仰あおぎながらシンマは息をついた。

「いえ、そのようなことは。ただ、御守家は代々、政府要人の警護を生業としてきましたので、その関係の方からこの屋敷を貸して頂いているのです。人里離れた地にて、己の腕うでを磨みがくように、と」

　コトハの説明に、シンマは「へぇ……」としか返せない。いずれにしろ、遠い世界の話であった。

「ところで、これから誰か来るの？」

　てっきり先ほど会ったコトハの母親と話をするのかと思ったが、彼女はシンマたちをこの部屋に通すと早々に立ち去ってしまった。それから後、お手伝いらしき人からお茶を出されただけで、誰も訪おとずれる気配はない。

「はい。お待たせして申し訳ありません。間もなく、御守竜りゆう雅がが参ります」

「へえ、リュウガさんか。なるほど、ミカミリュウガね……ん？」

　なんとなく流してしまいそうになったが、シンマは引っかかるものを覚えて首を傾げた。

「……あの、ミカミリュウガさんって？」

　一応、確かく認にんをとるように問いかけてみると、コトハは深々と頷いた。

「はい。――私の父となります」

「え……ええええええええええ!?」

　思わずシンマはのけぞる。

「ここ、コトハのチチって、お父さん？　つまりコトハを産んだ!?」

「シンマ様、子を生なすのは女性のみであったと記き憶おくしていますが」

「知ってる！　いやいや、そういうことじゃなくて！　そのつまり、なんていうか」

　コトハが「ああ」と手を叩いた。そして、

「はい。私を産む際、母と性せい交こう渉しようをしたのが私の父となります」

「そういうの具体的に言わないでくれますかね!?」

　いきなり物もの凄すごく生々しくなってくる。いや、そういうことを、シンマは訊きたいのではない。

「……落ち着け、落ち着けオレ」シンマは深呼吸を繰り返し、「……ええと。お父さんがくるんだね？　コトハの。なんていうか……ちょっと厳しめの」

「厳しい……ですか。私はそのように思ったことはありませんが。シンマ様の仰る父で間ま違ちがいはないかと」

　コトハは目をしばたたかせる。

「……そうか、お父さんとついに会うわけか」

　無意味にどきどきとしてくる胸を押おさえ、シンマは息をつく。なにせ、まだ幼い頃からコトハに御守家としての生き方を徹てつ底てい的てきに教え込んできたような人物なのだ。物凄く恐こわい人なのではないだろうか、と緊きん張ちようする。

「もしかしてアリスのお父さんより迫はく力りよくがあったりして……」

　想像するだけでもゾッとする。いきなり取って食われないだろうか、といささかコトハへ失礼な想おもいさえ浮かんでくる始末だ。

　その時、ぎしり、と廊ろう下かが音を鳴らした。障子に影かげが映る。どうやら、すぐそこにいるらしい。コトハが、三つ指をついた。

「大変ご無沙汰しております、父上。御守紅刃、故ゆえあって任務の途と中ちゆうながら、帰き還かんして参りました」

「……うむ」

　短く答える低い声。シンマも慌てて、コトハと同じようにする。

　己おのれの視界の端はしを、足た袋びを履はいた足が通り過ぎる。わずかに長い裾が見えたところから察するに、和服姿らしい。足袋に和服。まるで武士である。

（間違いない、刀もってるぞ、これは……）

　迂う闊かつな態度をとれば即そく座ざにばっさりといかれるかもしれない。シンマは自身を落ち着かせるために固かた唾ずを飲み込んだ。……と、

「どうぞ、日鎖心真殿どの。頭をお上げください」

　先方から促されて初めて、シンマは自分が、先ほどの姿勢から微び動どうだにしていなかったことに気付いた。恐る恐る、視線を上げていく。

「お初にお目にかかります。私、御守紅刃の父、御守竜雅と申します」

　シンマの目の前に座した男は、そう言ってゆっくりと首を垂れた。

「今世にて資格者様と言葉を交かわすことが出来るとは思ってもみず。機会を設けて頂いたこと、深くお礼申し上げる」

「い、いえいえ、と、とんでもない。オレなんか……あの、コトハ……さんにはいつもお世話になってます」

「勿体ないお言葉、有あり難がたく。まだまだ未熟な娘ではありますが、何なに卒とぞ、宜しくお願い申し上げる」

　シンマの予想とは違い、男――竜雅は実に時代がかったような喋しやべり方かたではあるものの、非常に丁てい寧ねいな態度をもって、こちらに対応してくれた。それに思っていたような外見でもない。もっと鬼おにのような男であると思っていたのだが、精せい悍かんな顔をしてはいるものの、実に穏おだやかな空気を身に纏っていた。旧ふるき良き日本人……そう評するのがぴったりと言える。

「コトハも頭を上げなさい」

「はい。失礼致します」

　父親からの許可を得て、コトハが顔を見せる。ただし、目は伏ふせたままだった。

「その後、息災に暮らしているか」

「はい。お気遣いありがたく存じます。父上の言いつけ通り、護衛の任にある中でも鍛たん錬れんを怠おこたらず、日々精しよう進じんしている次第にございます」

「それは何よりだ。どうだ、仕事は上手くいっているか」

「あ、はい。それはもう。コトハにはいつも守ってもらっていて……」

「……自身の未熟さを痛感する毎日にございます」

　シンマはフォローしようとしたものの、その前にコトハが正直に告白していた。

「資格者の身辺を警護する――その過か酷こくさを侮あなどっておりました。情けなく思います」

「……そうか」

　会話の隙すき間まを見定めるかのように、女中がやってきて、新しく三人分の茶と菓か子しを置いていった。彼かの女じよが去るのを待って、

「気にすることはない。己に足りぬものを知ることもまた重要だ」

　竜雅が口を開く。

「シンマ殿どの。我が娘は、貴方あなたの目から見てどうでしょうか」

　その目は真まっ直すぐと、こちらを見つめていた。その眼まな差ざしは鋭するどい。が――なぜかシンマは、少しも圧あつ倒とうされるような気がしなかった。まるで澄すんだ水面を前にしたかのように、落ち着いた、素す直なおな心を保っていられる。コトハの瞳ひとみと同じだった。

「……そうですね。彼女はああ言っていますが、オレには十分すぎるように思います。コトハさんには随ずい分ぶんと助けられていますから」

「左様か。いや、それもまた間違いではないでしょう。自身を映す鏡があるのは己の中だけではない。他者からの言葉もまたそうでしょうから。……よくやったな、コトハ」

「ありがとうございます、父上」

　そう答えたコトハではあったが、「しかし」と続けた。

「依い然ぜんとして資格者を狙う者は多く、その力が増すばかりなのは事実です」

「だろうな」湯ゆ呑のみを手に取ると、竜雅は一口すする。「話だけは私も聞いている。シンマ殿の扱う力が強くなるほど、それに呼応するが如く、敵もまたその質を上げるだろう」

「はい。であれば早晩、それに私の力が及およばなくなるであろうこともまた……道理です」

　コトハの言葉に竜雅は物言わず頷うなずいた。彼女はそこで初めて、完全に視線を上げる。

「父上――この度たびはただ報告のため、帰還した訳ではありません。願いの儀があって参りました次第にございます」

「……よかろう。申してみよ」

　湯呑みを置いた自らの父親に、コトハは「はい」と短く答えた。

「父上。……いえ、第十三代目御守家ご当主に申し上げます」

　そして、はっきりと、彼女は言い放つ。

「――御守家に伝わる秘宝【緋しゆ姫き二に刀とう】を私にお譲ゆずり下さい」

　しん、と、場が静まり返った。だがやがて、竜雅がおごそかに言う。

「ほぅ……未熟、と己を評した上であれを欲ほつするというか」

「分不相応であることは自覚しております。ですが状況は切せつ迫ぱくしております故、何卒ご理解頂ければと思います」

　竜雅は顎あごに手をやり、「ふむ……」と言ったまま黙だまり込んだ。何かを悩むかのように、視線を空へやる。

「……あのー、ちょっといいですか？」

　二人の話についていけないシンマは手を上げた。竜雅はこちらを向いて、顎を引く。

「緋しゆ姫き二に刀とうって、なんです？」

「……何も話してはいないのか？　コトハ」

「申し訳ありません。承しよう諾だくを頂くまでシンマ様に無用な期待をさせてしまうわけにはと」

　咎とがめるかのような父親の口調に、コトハは詫わびる。

「なるほど、一理あるか……。まあ、良い。シンマ殿、私から説明しよう」

「あ、ありがとうございます。お願いします」

　竜雅は、首しゆ肯こうしてから後、話し始めた。

「緋しゆ姫き二に刀とう――それは即すなわち、江え戸どの世より御守家に秘蔵されてきた【魔ま劔けん】なのです」

「まけん……？　ええと、それって、いわゆる漫まん画がとかゲームに出てくるような不思議な力を持つっていう？」

「生あい憎にくと私はそのようなものを嗜たしなまぬ故、その譬たとえが正せい鵠こくを得ているかどうかの確証がないが……。不可思議な力を宿す、という点に関してはそちらの仰おつしやる通りでしょう」

　少しばかり目をしばたたかせた後で、竜雅は続ける。

「緋しゆ姫き二に刀とうの名が示す通り、魔劔は二本存在する」

　一つは【士し津づ緋ひ古この神かみ】。

　そしてもう一つは、【士し津づ姫ひめノの神かみ】。

「二本はそれぞれ【緋ひの神かみ】、それに【姫ひめ神がみ】と呼ばれ、どちらも恐ろしいほどの【風】の力を宿す刀です」

「風の力、を……？　あの、間違えていたらすみません、もしかしたらそれって」

　思い当たるものを感じ、伺うかがいを立てようとしたシンマ。だがその前に竜雅が言ってきた。

「左様。緋ひの神かみ、姫ひめ神がみ、その二つはシンマ殿が察するに間違いなく。――アーティファクトなのですよ」

　シンマは目を見開いた。まさかコトハの家にまでアーティファクトが伝わっていたとは。

「ええと、でもそうすると、御守家の血筋に資格者が……？」

「いえ、シンマ様、それは違います」コトハが首を振ふった。「ですが先ほどお話ししたように、御守家は代々、要人警護を生業としてきた血筋なのです」

「そう。そしてその中には、シンマ殿のような資格者もいた……ということです」

　そういうことだったのか、とシンマは納得する。考えてみればありえる話だ。元々資格者の何人かは歴史的にその名を残す者達たちだったのだ。その中で政治に携たずさわる者が居てもおかしくはない。

「では護衛をした人から、アーティファクトを……？」

「そう、御守家に伝わる書物には記されております。随分と昔の話になりますが、護衛対象となった資格者の方が、我わが御守家の先祖と懇こん意いになりましてな。丁度、貴方とコトハほどの歳としの男女であったそうですが」

「オレとコトハの……？　昔にもそんな若い資格者が居たんですね」

「そのようです。ただし、男女は逆。資格者殿が少女であり、護衛していた我が先祖が男であったそうですが。……ともかく。その方の死後、たっての希望により、アーティファクトは我が御守家に預けられたということです」

「そうでしたか。……なんか、運命的なものを感じますね」

　長らく秘蔵されてきた刀を、今となって必要としているのが、それを遺のこした者と同じ年とし頃ごろの自分とコトハだとは。

「言われてみれば確かに。これもまた定めかもしれませぬな」

　そう、竜雅は言った。

「資格者殿が遺したアーティファクトは、我が御守家の者の手により二本の刀として生まれ変わりました。それ以後、必要とされる時が来るまでは決して外部の者の目に触ふれぬようにしてきたのです」

「父上は、私にシンマ様のことを話したその時、同時に緋しゆ姫き二に刀とうのことについても教えて下さいました。ですがその時、私は今以上に未熟の身の上。未いまだそれを手にする資格に足らずと現物を見ることすらしてはいません」

　コトハの台詞せりふにシンマは首を傾かしげる。

「資格……？　その刀を使うには何か条件があるんですか」

「左様。ただし、それは私や他の御守家の人間が必要とするのではありません」

「え、じゃあ、誰だれが？」

　そう問いかけたシンマへ、竜雅は静かに答えた。

「――刀自身が欲するのです」

「あ……そうか。アーティファクトだから」

　アーティファクトは、使い手を選ぶ。シンマの周りにいるアリスやミンク、無。それに今まで出会ってきた者達も、皆みな、アーティファクト自体に認められて初めて力を扱えるようになったのだ。

「どうやら数あるアーティファクトの中でも我が御守家の持つ二刀は特に気き性しようが荒あらいようでしてな。己を扱うに足る者でない限り、その身を抜くことすら許さぬのです」

「そ、そんなに厳しいんですか……」

「ですがその力は間違いなく、一級。刃やいばを振るえば衝しよう撃げきは地裂を刻み、数里離れた大木でさえも一刀両断する程ほどであると伝えられています」

　コトハの話に、シンマは思わず大きく息をついた。聞いているだけでとんでもない代しろ物ものであることが分かる。

「さて、説明が済んだところでもう一度問うが、コトハよ。そのような暴れ馬……いや、そのような生易しいものではない。まさしく怒いかれる龍りゆうのごとき刀を、本当に手にするつもりか？」

「……はい。覚かく悟ごは決まっております」

　一片の躊躇ためらいもなく、コトハはそう、父親に答えた。本当に大丈夫なのか、という問いかけが野や暮ぼなことは、彼女の姿を見ればシンマにも分かる。並々ならぬ決意が、全身から溢あふれ出ているかのようだった。

「……。よかろう。これから苛か烈れつ極きわまるであろう戦いを切きり抜けるためならば、いささかの賭かけが含ふくまれる行こう為いとて、踏ふみ切らねばならぬものなのかもしれぬ」

　しばらくして、竜雅はそう承諾する。

「ありがとうございます、父上」

「あ、オレからも……その、ありがとうございます」

　交こう互ごに頭を下げるコトハとシンマに手を振って、竜雅は厳しい口調で言った。

「まだ扱えると決まったわけではない。……本当の試練はここからだぞ、コトハ」

「はい。承知しております。必ず達成してみます故」

　コトハは全くといっていいほど目を逸そらさず、ただ父親に対し誠実にそう誓ちかう。それを見ながら、シンマは、

「ところで、その刀は……えと、どこにあるんですか？　倉とか？」

「いえ、緋しゆ姫き二に刀とうはある人物の下に預けられています」

「預けられてる？　竜雅さん以外の人に、ですか？」

　御守家にとって重要な刀を、当主ではない者が持っているとは。意外なその事実にシンマはきょとんとした。

「刀の守り番のような者です。ただ……実力はもしかすれば、私を凌しのぐかもしれませんが」

「りゅ、竜雅さんを凌ぐ……ですか？」

　コトハの師し匠しよう的存在であり、御守家の筆頭とも言える竜雅をして、それを超こえると言わしめる者。シンマには見当もつかない。

「一体それは……どんな人なんですか？」

「……もしや父上、そのお方は、叉し道どうの？」

　コトハがそう言うのに、竜雅は首肯した。

「左様。姓せいを叉道、名を呉くれ葉は。御守の剣の流れを汲くむ者にして、その卓たく越えつした技より――先代当主より【天てん剣けんの使い手】と称された者なり」

「天剣の……使い手」

　その言葉から与あたえられる途と方ほうもなさに、シンマはおうむ返しに呟つぶやく。

「そしてコトハよ、刀に選ばれることはもちろん、御守家の決まりとして、緋しゆ姫き二に刀とうを扱うにはもう一つの試練を潜くぐり抜けねばならない」

「……もう一つの試練、ですか？」

「己の力が刀を手にするに足ると証明するのだ。――既すでに使い手として選ばれた、剣けん士しを打うち倒たおすことで」

「ちょ……ちょっと待って下さい！　それじゃあ、その呉葉さんっていうのは……!?」

　驚おどろきの余り、シンマは中ちゆう腰ごしになっていた。

「……魔劔を守ることが出来るのは、同じく魔劔に選ばれた者のみ」

　竜雅は静かに、シンマへとこう答えた。

「叉道呉葉。彼女は二刀の内の一本――魔劔【緋ひの神かみ】の使い手なのです」




　叉道呉葉は、御守家より少し離れたところにある屋敷に一人で住んでいるという。

　話は通しておくから二人で行くように、という竜雅の言葉を受け、シンマはコトハと共にやってきた。

「叉道呉葉様、御守紅刃です。用件があって参りました」

　門の前でコトハが呼よび掛かける。……が、返答はなかった。シンマは小首を傾げる。

「留守かな」

「父上が話を通してある、という以上はご在宅でしょう」

　コトハが門の戸に手をかけた。鍵かぎはかかっておらず、すんなりと開く。

「……勝手に入れってことか？」

　随分と不用心だが、凄すご腕うでの剣けん客かくともなればたとえ物もの盗とりの一人や二人が忍しのびこんだところでどうともない、ということだろうか。シンマはコトハと頷き合い、屋敷の中に足を踏み入いれた。

「うっわ……ひ、ひどいなこれ」

　思わずシンマは呻うめく。屋敷の庭は荒あれ放ほう題だいだった。草は縦じゆう横おう無む尽じんに生え、そこかしこにカップラーメンやインスタント食品の容器、お菓子の空き袋ぶくろなどが転がっている。これぞ日本の庭園、と言わんばかりの御守家と比べると、天と地ほどの違ちがいがあった。

「本当に人が住んでるのか……？」

　思わずそう呟いてしまい、コトハの知り合いであることを思い出してシンマははっとした。

「あ、ご、ごめん、失礼なこと言って……」

「どうかお気になさらずに。シンマ様の仰ることは間違いではありませんので」

　そう返して、コトハは周囲を見み渡わたす。

「……叉道様の姿が見えませんね」

　シンマは足元の地面にへばりついたガムを避さけながら、

「家の中にいるんじゃないのか？」

「だとすれば先ほど応えがあったはずですが……裏に回ってみても宜よろしいでしょうか」

　コトハの提案に頷き、シンマは歩き始める。玄げん関かんから左にぐるりと回ると、そこには先ほど以上に乱れ切った凄せい惨さんな裏庭があった。

「これは……思わず手入れをしたくなるな」

　日鎖家では主に家事を担当しているシンマとしては、これだけ荒れた場を見ていると、綺き麗れいにしたくて体がうずうずとしてくる。

「叉道様、いらっしゃいますか？」

　尋たずねるコトハに、やはり答えはない。仕方がないか、とシンマ達はゴミを踏まないように気を付けて奥おくへと進んだ。

「ところで……叉道さんってどんな人なんだ？」

　慎しん重ちように歩きながらシンマが尋ねる。だがコトハは眉み間けんにわずかな皺しわを寄せただけだった。

「……申し訳ありません。私も幼少のみぎりにお会いしただけで、記憶が定かではないのです。丁度、御守とは親しん戚せき筋すじに当たるとのことでしたが」

「ふうん、あんまり人と接するのが好きじゃないとか？」

「そういうわけではないようですが、余り俗ぞく世せ間けんに興味の無いお方であるらしく……。確か歳は私より二十ほど上であったはずですが。結けつ婚こんもせず、滅めつ多たに外へ出ることもなく、ご家族を早くに亡なくされたため、一人きりでこの屋敷に閉じこもっておられるとか」

「それってもしかしてニー……」と言いかけて、シンマは訂てい正せいする。「……少し変わった人なんだな。生活費とかはどうしてるんだ？」

「私には分かりかねますが。緋しゆ姫き二に刀とうの守り番であるとすれば、そのお役目にて給きゆう与よを賜たまわっておられるのではないかと推測されます」

「ふぅん、オレには分からないけど、結構大変な仕事なのかな、それは」

「はい。御守家、秘蔵の刀をお守りしているのです。どのような輩に狙われるか分かりません。恐おそらく、昼夜問わず神経を張はり巡めぐらせるような過酷な役目でしょう」

　コトハに相あい槌づちを打ちながら、シンマはもしかしたら、と酷ひどい有様の庭を見回した。そのせいでこのような現状があるのかもしれない。他のことに気が割さけないほどに緊張を強いられる仕事なのだとしたら、無理もあるまい。

　と――。

「……ん？」

　広い裏庭の、中間辺りにきたところでシンマはある一点に目を止めた。屋敷の縁えんに、せり出すようにして長い板が張られている。今時珍めずらしい『縁えん側がわ』というやつだった。

　そこに、一人の少女が寝ねていたのだ。

　着流しのようなものを纏った体を投げ出だし、豪ごう快かいにいびきをかいている。だらしなく半開きになった口からは、盛大によだれが垂れていた。鴉からす羽ばのように艶つやのある長い黒髪に加え、造ぞう形けいだけ見ればコトハにも劣おとらぬほどの顔の持ち主であるにもかかわらず、その他の要因が全すべてを台無しにしている。

　彼女は何か棒のようなものを枕まくらにして、「むにゃにゃ」と寝ね言ごとを呟きながら胸むな元もとに手を入れてぼりぼりと掻かいた。そのせいで、どちらかと言えば小こ柄がらな体には不似合いなほど大きな乳ち房ぶさがまろび出そうになり、シンマは慌てて目を逸らす。

「だ、誰だ？　この子……」

　見た目からすると自分たちと同じ歳――もしくは少し下くらいに見える。

「……どなたでしょうか。叉道様に子どもはおられなかったはずですが」

　その場に跪ひざまずき、コトハは少女の肩かたを揺ゆすった。

「お休みのところ申し訳ありません。少しお訊ききしたいことがあるのですが」

　だが少女は「うにゃにゃ」と猫ねこのような鳴き声を出すだけで一向に目を覚ます気配はない。その気持ちよさそうに惰だ眠みんを貪むさぼる様は、今朝のアリス以上に幸せそうであった。

「ご起床下さい。お時間は取らせません」

「ふにゃにゃふに？」

　寝ながら、語ご尾びを上げて少女が言った。まるでこちらに何かを尋ねてきたようである。

「父上から命を受けて参りました。叉道呉葉様にお目通り願いたいのですが」

「ふにゃにゃふに」

　少女は頷く。もちろん、眠ねむりに落ちたままである。

「なんで会話が成立してるんだ……」

　ひょっとして起きているのではないのか。そう思ってシンマは言った。

「あのー、目を開けてもらえませんかね」

「ふにゃにゃふにふにょにょっ！」

「うわ、ごめんなさい!?」

　いきなりまなじりを決して拳こぶしを振り上あげた少女に、シンマは思わず謝あやまる。

「ふにょにょにー」

　何事かをぼやきながら少女は体を丸まらせた。なんとなく、分かれば良し、と言われた気がする。

「……いや、じゃなくて。起きて下さいって」

　コトハと一いつ緒しよに、シンマは先ほどの倍以上の動きで少女の体を揺らした。

「んんん……なんだい、うるさいねぇ」

　やがて、少女はそう口を開く。やっと目を覚ましたか、とシンマはほっとした。

「……ぐー」

「寝言かよ！」

　なんて器用かつややこしい真ま似ねだ、とシンマは驚きよう愕がくする。

「そんなわけないだろ。ちょっとからかっただけじゃないかい」

　しかしやがて、少女は目を薄らと開けてこちらを見てきた。

「……誰だい、君たち。あたしの屋や敷しきに忍び込むなんていい度胸してるじゃないか」

「いや、呼んでも返事がないから入っただけですよ。許可を得なかったのは申し訳なかったですけど……」

「まあ別にいいんだけどさ」

　いいのかよ。胸中で突っ込んだシンマに向かって、少女はにぃと笑った。

「で、君たちは誰だい？」

「突とつ然ぜんの訪問、そして無作法な真似をして申し訳ありません。御守紅刃と申します」

　コトハが姿勢を正して丁寧に一礼する。シンマもそれに倣ならった。

「ええと、日鎖心真と申します。あの……なんかすみませんでした」

「別に構わないよ。お昼ひる寝ねの時間はそろそろ終わりだからね」

　豪快に欠伸あくびをしながら少女は上体を起こす。

「御守紅刃というと……そうか、リュウガっちの娘さんかい」

「りゅ、リュウガっち？」

　一いつ瞬しゆん、誰のことだかシンマは分からなくなる。が、その後、コトハの父親を指していることに思い当たった。

「それで、リュウガっちの娘さんが一体全体、どうしたっていうんだい？」

「はい。父上の命により参った次し第だいです。……叉道呉葉様にお会いしたいのですが」

「ほぅ、呉葉さんにねえ」

　目を細め、日向ひなたにいる猫のような顔で少女は見つめてくる。

「それはまたご苦労様。それで、何の用なのかな？」

「いえ……その、まずは叉道様にお話ししたいのですが。御守の人間がきたとお伝え頂いて宜しいでしょうか」

「宜しいですよ。はい、承うけたまわりました。で、何の用？」

「……えーと、いや、だから。あなたじゃなくて、叉道さんに」

「少年、君の目に嵌はまってるのはビー玉かなんかかい？」

　いまいち話がかみ合っていないとシンマが割って入ると、少女が言ってきた。

「叉道呉葉に会いたいんだろう？　だったらあたしに話せばいい」

「いや、だから……って、え？」

　コトハとシンマは、同時に目をしばたたかせる。少女はそれを見て、笑みを深めた。

「はは、予想通りの反応だねえ。ま、無理もないけれど」

　よっこらしょ。そんな年寄りみたいなことを口にして少女は立ち上がった。そして足元に置いてある棒を手にとる。

「久方ぶりだね、コトハ。君の目の前にいるのが、正しよう真しん正しよう銘めい――叉道呉葉だよ」

「え……あ、あなたが!?」

　シンマがコトハの方を見ると、彼女もまたこちらに顔を向けていた。その表情には少なからずとも、信じられないという気持ちが顕あらわれている。

「だ、だって、コトハより二十歳くらい離はなれてるって……」

　シンマは尋ねる。どう見ても、目の前の少女はそんな年齢には見えなかった。

「よく言われるけどね。あたしはこれでも、三十超えてるんだよ」

　少女……いや、叉道呉葉はそう言って棒を肩に担かついだ。いや、それはよくよく見れば一本の刀だ。コトハのもっているものよりも長く、鞘さやに凝こった意い匠しようが施ほどこされてはいたが。

「では貴女が、【天てん剣けんの使い手】と称される叉道家の……？」

「その名前で呼ぶのはやめてくれよ。堅くるっしくて嫌いやになっちまう」

　顔をしかめて手を振り、呉葉は言う。

「好きなもんを好きなようにやってたらいつのまにかジジイが勝手にそうあたしのことを名づけてね。まあ、楽な仕事を貰もらってるんだから文句も言えないが」

「…………楽な仕事、ですか」
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　シンマは呟く。確かに先ほどの様子を見る限り、とてつもなく気楽な役目にも見えるが。

（四六時中、神経を張り巡らせるような仕事……？　そのせいでこんなに庭が……？）

　シンマの中で、先ほどまで抱いだいていた叉道呉葉のイメージが音を立てて崩くずれていく。

（違う……間違いない……）

　もはや、疑いようもなかった。

（この人、ただ単にだらしないだけだ――！）

　さすがに声には出せないが、許されるのなら大きく叫さけびたいところである。

「……叉道様、大変にご無沙汰しております」

　頭を下げたコトハに呉葉はうん、と頷く。

「本当だねえ。随分と大きくなったもんだ。初めて君と会った時はこれくらいだったのに」

　そして、彼女は手を自分の足首辺りまで下げた。

「ちっさ！」

　思わずといった感じでシンマがそう言うと、呉葉は豪快に笑う。

（この辺のセンスは年ねん齢れい相応だな……）

　いや、もしかすればそれ以上におばさん臭くさいのかもしれないが。

「で、話を進めようじゃないか。わざわざこんなおんぼろ屋敷にやってきて、一体全体、どうしたっていうんだい」

「……はい。叉道様、この度は願いの儀があって参りました」

　コトハが口を開く。ほんのわずかな、緊張を孕はらんだ声で。

「緋しゆ姫き二に刀とう――そのどちらかを、私にお譲り頂きたく思います」

「いーよー」

「軽っ!?」

「ほらもってけ」

「雑っ!?」

　自分の持っていた刀を放ほうり投なげる呉葉にシンマは慌てる。受け取ったコトハは目をしばたたかせた。

「……宜しいのですか？」

「別にいいんじゃない？」

「いや、良くないんじゃないですか!?　ほら、試練とかあるって聞いたし！」

　あまりに適当な呉葉の態度にシンマの方が焦あせってくる。すると彼女は、「ああ」と軽く手を打った。

「そういうのもあったっけ」

「……忘れてたんですか」

　呆あきれたシンマに呉葉は手を振る。

「いやぁ、だって、刀を奪うばおうとしてきたり、盗ぬすもうとした奴やつを叩たたきのめしたことはあったけどさ。正式に譲り渡わたすなんて初めてだったからねえ。そりゃ忘れるってもんだよ」

「一応、守り番としての仕事はしてたんですね」

　シンマとしてはそこが一番意外ではあった。

「そりゃね。やらなきゃいけないことはやるさ。御守の家は政府関係者や、裏の方じゃ結構な有名どころだからさ。どこから聞きつけたのかは分からないけど、刀に興味を持った奴やつ等らが差し向けたボンクラどもが、年に一度か二度は来るんだよ」

　それらを、目の前のこの少女（に見える女性）が全て撃げき退たいしたということなのか。いまいちそんな凄すごそうな存在には見えないのだが、とシンマは首を傾げる。

「ともあれ……まあ、決まってるならやんなきゃいけないだろうねえ」

「いや、自分で言っといてなんですけど、やらなくていいならやりたくないんですが……」

「おやそうかい？　あたしはそれでもいいけどさ。コトハ、君もそう思うかい？」

　呉葉にそう伺いを立てられて、コトハは一瞬、押し黙る。だが、

「……いいえ、お願い致いたします」

　そう、願い出た。

「コトハ……？　でも、タダでくれるっていうならそれでもいいんじゃないか？」

「申し訳ありません、シンマ様。ですがそれでは御守の人間として示しがつきません」

　呉葉を見つめ、コトハは言う。

「何卒、私の力をお試ためし下さい。それでこそ、私にその刀を使う資格が生まれるのです」

　そんな彼女を、呉葉は興味深げに眺ながめていた。

「ふぅん……あのチビが言うようになったじゃないか。気に入ったよ」

　彼女はくるりとその場から踵きびすを返し、シンマ達に向かって手を振る。

「ま、いつまでもこんなところで立ち話もなんだ。……上がりな」

　そして、口笛を吹ふきながら呉葉は、屋敷の奥へと消えていくのだった。




「待たせたね」

　居間に通されたシンマ達は、少し遅おくれてやってきた呉葉と対面していた。彼女は座ざ布ぶ団とんに座すわると、持っていた長い桐きりの箱を横に置く。

「何もないけど、どうぞ」

　そして彼女は懐ふところに抱かかえたヤカンから、シンマ達の前に置かれた湯呑みに液体を注いだ。

「あ、すみません、どうも……おぐっ!?」

　とシンマは手にとった湯呑みの中身を一口飲んで、反射的に吐はき出した。

「あら勿もつ体たいない」

　激しく咳せき込みながら、シンマは涙なみだ目めを拭ぬぐう。

「ご、ごめんなさい。でもなんですか、これ……お、お茶？」

「お茶だったよ。数日前までは」

「じゃあ今はなんなんですか!?」

　自分の分をずず、と飲みながら呉葉は言った。

「お茶としての本分を忘れた飲み物さ」

「つまり限界以上に葉の成分を搾しぼり取とった限りなくお湯に近いお茶ですね？」

「いや、記き憶おくにないくらい前に淹いれたけど大だい丈じよう夫ぶかなーという一いち抹まつの不安を抱きつつも面めん倒どうくさいからまあいいや、というテンションで出した正真正銘のお茶」

「まだお湯の方がマシでしたよ！　毒に近いじゃないですか！」

　シンマの台詞に呉葉は「無ぶ粋すいなことを言う少年だねえ」と笑いながら茶（いや、そうだったもの）を口に入れて嚥えん下か。ちらとコトハを見ると、彼女は表情一つ変えずに湯呑みの中身を飲み干している。

（相変わらずすごいな、コトハは……）

　感心しているシンマに、呉葉が言ってきた。

「それで、日鎖心真……だっけ」

「あ、はい」

「君が資格者なのかい？」

　突然に、そう指し摘てきされて、シンマは思わず目を丸くする。

「……え？」

「別に驚くこっちゃないだろう。御守の人間は代々、政治に携わる要人を警護してきた。その血を引くコトハが君のような少年と共に現れた。とすれば、それ以外の可能性はない」

「は……はあ。さすがですね」

　のんびりしていそうに見えて、洞どう察さつ力りよくは高い。と、シンマは感心した。

「まあ、普ふ通つうにリュウガっちから連れん絡らく受けてただけだけど」

　その直後にどうしようもない事実を告げられて、すっ転びそうになる。

「……そ、そういえばそうでしたね」

「あたしをあんまり過大評価しない方がいいよ。剣以外はからっきしだからね」

「それはまあ……いや、なんでもないです」

　この部屋を見れば分かる、と言おうとしてシンマは黙った。幾いくらか予想していたが、居間もはやはり荒れ放題だったからだ。

「それにしても君が、例の四つの力を操あやつる資格者、ねえ……」

　湯呑みをぐいと傾かたむけて、呉葉が息をつく。

「全然そうは見えないね。嘘うそついてるみたいだ」

「よく言われます」

　でもあなたには言われたくない。そうシンマは思った。

「しかし叉道様、シンマ様はこれまで【夜明けの星々ロート・グランツ】、【エターナル】、そして幻狼一族という数々の組織や刺し客かくを退けてこられました。その実力は確かなものです」

「まあ、そのことも簡単には聞いたよ。だから別に疑っちゃいないが。それでコトハ、刀が欲ほしいってことは、そいつらに負けてしまったのかい？」

「……はい、そうです。申し訳ありません」

　呉葉の問いかけにコトハは素す直なおに応じた。

「あ、いや、でも全てに負けたってわけじゃなくてですね。ほとんどとは互角に渡り合あってましたし……」

　フォローしようとしたシンマを、呉葉は手で制す。

「分かってるよ。別に叱ろうってんじゃない。現状を把は握あくしておきたいだけさ」

　そして彼かの女じよは、傍かたわらにあった自らの刀を手にとった。

「しかし分かっているとは思うが、あたしの【緋ひの神かみ】にしろ、この――」

　次に、桐の箱を叩く。

「【姫ひめ神がみ】にしろ、並なみ大たい抵ていの奴じゃあ扱あつかい切れない。たとえ、あたしとの試練に打ち勝ったとしても、この子が君を選ぶとは限らないよ。それも分かってるね？」

「はい。それでも私はやらなければならないのです。……シンマ様の御おん身みを守るためには、どのようなことでも貫つらぬき通とおす所存です」

「……そうかい。決意は固いんだね」

　顎に手を当て、呉葉はシンマを見つめてくる。

「それにしても御守の人間をここまで本気にさせるとは。君も中々やるねえ」

「え？　あ、いや、オレは別に……」

　大したことをしたわけではない。寧むしろ、シンマはここまでさせてコトハに申し訳ないと思っているほどなのだ。

「いや、人は使命だけではここまで本気になれないよ。コトハは君に何か感じ入ることがあるんだ。よぉし、隠かくすことはない。白状しな」

「……白状、ですか？」

　身を乗り出すと、呉葉はこう、シンマに囁ささやいた。

「コトハと何回ヤった？」

「どんだけストレートなんですか!?」

　思わず飛びのいて、きょとんとしているコトハを横目にシンマは首を振る。

「やってません！　何も！」

「嘘言うんじゃないよ。コトハにここまで気に入られているってことは、君だってまんざらじゃないんだろ？　聞けば警護のために一緒に暮らしてるっていうじゃないか」

　すっとコトハに近付くと、呉葉は彼女の背後から、思い切り胸を揉もみしだいた。

「このおっぱいを、毎晩、思う存分に弄もてあそんでいるんだろう！」

「やってません！　てか、やめて下さい！」

　止めに入ろうとするシンマから逃のがれ、呉葉はにやにやと笑う。

　顔を赤くしてシンマがコトハを見ると、彼女は意味が分からないのか、小首を傾げているだけだった。その様子に気まずいモノを感じ、咳せき払ばらいする。

「なんだ、本当にやってないのかい？　勿体ないねえ。股こ間かんに下げてるモンはけん玉かい」

「そういうギャグはほんとにやめてもらえませんかね……」

　三十代だとしてもセンスが既におっさんである。

「だけどあれだろ？　心の中じゃいつもむらむらしてるんだろ？　コトハの一挙一動に落ち着かないんだろう！」

「いつまでこの話題引っ張るんですか!?」

「そうなのですか、シンマ様」

「コトハまで乗ってきた!?」

　メモ帳を取り出し、心なしか興きよう味み津しん々しんといった感じでこちらに訊いてくるコトハ。

「いや、違うからね？　ほんとにそういうんじゃないからね!?」

「ということはコトハの体じゃ不満かい。興味もないかい」

「……そうなのですか、シンマ様」

　そう言って、視線を落とすコトハ。どことなく沈しずんだように見えなくもない。

「あーあ。女の子へこました。でりかしーのないこと言うもんじゃないよ、少年」

「いや、叉道さんの方がよっぽどデリカシーないと思うんですけど……」

　ともあれ、このままコトハを放っておくわけにもいかない。シンマは頭を掻いた。

「いや、あの、コトハ。別に興味がないんじゃなくてさ、その……なんていうか。別に胸だけでコトハのことを見てるんじゃないっていうか」

「どちらかというとお尻しりの方が気になるっていうか」

「叉道さん！　いい加減にしてください！」

　茶々を入れてくる呉葉にシンマが怒ると、彼女は舌を出した。仕草は可愛かわいいが、実際に三十を超えているとなると実に子どもっぽいと言える。

「……ご安心下さい、シンマ様」

　胸に手を当てて、コトハはほんのわずか、口くちの端はしを上げた。

「シンマ様が私の体のどの部分を欲ほつしても、対応できる準備は出来ております」

「あ、そっち!?　そっちは別に気にしてなかったんですけども！」

　なんだかぐったりと疲つかれて、シンマはその場に突つっ伏ぷす。

「あー、面おも白しろかった。久しぶりに若わこう人どと戯たわむれるのもいいもんだね」

「……完全に遊んでたんですね」

「違うヨ？」

　視線を泳がせながら、呉葉はその場で軽かろやかに踊おどる。もう、何か言うのも面倒になったので放っておくことにした。

「さて、んじゃまあ、準備をしようかね」

「え？　なんのですか？」

　目をしばたたかせたシンマを、呉葉は呆れたように見てきた。

「……君、ここに遊びにきたのかい？」

　その言葉でシンマは、あ、と我ながら間ま抜ぬけな声を出す。先ほどまでのやりとりで、本題をうっかり忘れていたのだ。

「ついてきな。刀を譲ゆずり渡す時に使うよう、用意された道場がある」

　無造作に刀を引ひっ掴つかむと、呉葉はそれを肩に担いだ。空いた手で桐きり箱ばこを掴む。

「御守の娘むすめがどれほどの力をつけたか――試してやるよ」

　そして顔をこちらに向けると、呉葉は、にぃ、と笑った。




　案内された道場に一歩、足を踏み入れた時。シンマはまず我わが目を疑った。

　予想以上の広さももちろんそうではあったが――綺麗なのである。

　庭や居間とはまるで別世界のごとく、塵ちり一つ落ちていない。それどころか畳たたみや障子は買ったばかりのような真新しさをもち、柱もピカピカに磨みがき上げられていた。掲かかげられた立派な額がく縁ぶちには半紙が収められており、そこには筆字で大だい胆たんに【一意専心】と書かれている。

「びっくりしたかい？　あまりに他と違い過ぎてさ」

　呆あつ気けにとられているシンマの様子を見て、部屋の真ん中で胡坐を掻いた呉葉が言った。

「あ……いえ、そういうわけじゃないですけど……」

　我に返ったシンマが首を振ふると、彼女は呵か呵か大たい笑しようする。

「気にすることないさ。ここは特別な場所なんでね」

「特別な場所、ですか？」

「御守の血を継つぐ者は皆、剣に生き剣に死にます。よって自らの得物と、それを振るうための場所には何があろうと礼れい儀ぎを払はらわなければならない。それが教えです」

　コトハの話にシンマは感心する。呉葉は頷うなずき、

「ま、あたしはそこまで真しん剣けんに考えちゃいないが。あたしがダラダラ生きていられるのも、こいつがあるからだ」と剣を担ぐ。「だからせめて、この場所くらいはきちんとしておきたくてね。それだけさ」

「そういうものですか……」

　自分にはいまいち実感が湧わいてこないが。それでもコトハや呉葉の生きてきた今までが、この部屋にはよく表れているように、シンマには思えた。

「さて――試練を始めようと思うが」

「……お願い致します」

　畳に手をつき、コトハがゆっくりと頭を下げる。だが呉葉は、

「いや、その前に、少年。あたしと戦ってくれないかい？」

「え？　オレですか？」

　まさか指名されるとは思わなかった。意外な展開にシンマは瞬まばたきを繰くり返かえす。

「ああ。二人にちぃと緋しゆ姫き二に刀とうの力を見せてやろうと思ってね」

「えーと……でも、それはコトハとの試練で分かるのでは？」

　シンマの質問に呉葉は「いんや」と首を振った。

「試練ではあたしは木刀を使う。幾らコトハでも魔ま劔けんを使ったあたし相手じゃ――死んじまうかもしれないからね」

「そ、そんなに強力なんですか」

「あたしも刀も両方ね」

　軽く笑って、呉葉はふらりと立ち上がる。

「さ、どこからでもいい。何をしてもいい。かかってきな」

「……と、言われてもなあ」

　着流し一つしか纏まとっていない、それも女性相手に力を見せろというのは無む茶ちやな話だ。困ったシンマはコトハの方へ視線をやった。だが彼女は顎あごを引き、

「シンマ様、遠えん慮りよはいりません。どうぞ全力でおやりになってください」

「い、いや、だけど……」

「そうだよ、この部屋は広いから多少無茶をしたところでどうともならないしさ。物を壊こわすくらいは気にしないでいい。また買えばいいからね」

　その点を心配しているわけではないのだが――とシンマが戸と惑まどっていると、

「では訂てい正せい致いたします、シンマ様。私も叉道様のことは父上から話でしか聞いたことはありませんが」

　コトハがこちらを向いて、こうはっきりと言った。

「全力でやらなければ、叉道様には敵かないません」

「……そこまで、なのか？」

　これでもシンマとて、様々な相手と戦った経験がある。力も増してきた。それでも、だというのだろうか。

「来ないのかい？　少年。それじゃあ、こちらから行くよ」

　呉葉は、そう告げた。そして自らの刀を、ゆっくりと――抜ぬき払う。

　電灯の下、鋼の身が鋭するどい光を照り返していた。荒れた海を思わせるかのような刃は紋もんが浮うかんだその刃やいばは、刀の知識などまるでないシンマでさえ、吸い込まれるような美しさを持っている。

「……本当に、いいんですね」

「ああ、いいさ。前からあたしも、資格者とやらと戦ってみたかったんだ」

　だらりと刀を下げた呉葉の体からは、まるで戦う姿勢が見られない。ひょっとして嘗なめられているのだろうか。そう思ったシンマだったが、

（まあ、無理もないわな。オレみたいなモン相手じゃ……）

　と考え直し、ここは一つ、要求通り全力を見せることにした。コトハに下がっているよう注意する。それを見届けた後で、シンマは呉葉と向かい合った。

「……それじゃ行きますよ」

　シンマが言って間もなく、自らの手の甲こうが熱く、火傷やけどしたかのような痛みを伴ともなう。力が発動する際に起こる現象だ。シンマは呉葉に向かって、掌てのひらを翳かざす。

「風よ……走れっ！」

　轟ごう、という疾しつ風ぷうが部屋を駆かけ抜けた。それは刃と化して空を裂さき、呉葉に牙きばを剥むく。

「……ふむ」

　だが彼女はまるで動じない。それどころか一歩も踏ふみ出さず、ただ立っているだけだ。そして、

「なるほど。これが資格者の力か」

　軽く横へ跳とんだ。瞬しゆん間かん、呉葉の背後にあった額縁が吹き飛とんで天てん井じように叩きつけられる。

「なっ……避けた!?」

　不可視の風を、まるで来ることが分かっていたかのように寸前でかわした。そんなことがありえるのだろうか。

「中々だね、少年。でもこの程度じゃ刀を振るうほどじゃない。もっとやってくれ」

　呉葉がそう言って誘さそうように指を振る。シンマは息をついた。

（これは……本当に油断ならないかもしれない）

　最初だから、と単純な攻こう撃げきにしてみたが、もう少し複雑にしてみよう。シンマは叫ぶ。

「炎ほのおよ！　唸うなれ！」

　手を振ると同時に、焔ほむらが生まれた。それは空気を焦こがしながら呉葉を襲おそう。次いで、

「そして風よ……！　巻き起これ！」

　シンマは指を鳴らした。風が舞まい、火の勢いが格段に上がる。もちろん室内であるため大きさはそれほどではないが、呉葉一人が相手ならば十分すぎるほどの威い力りよくだった。

「ほぅ、こいつはすごい。だけど……目に見える分、さっきよりも簡単だねえ」

　そう言って、呉葉が動こうとする。だがそこへ、

「土よ、押おさえつけろ！」

　シンマは自らの手を上から下へ、叩きつけるようにして落とした。刹せつ那な、呉葉の周囲何メートルかの重力が段だん違ちがいに変化し、彼女の体を羽は交がい絞じめにする。

「むっ……土の力か！」

「炎よ、弾はじけろ！」

　再びシンマの声が渡る。呉葉へ向かっていた炎は無数に分散した後に、それぞれ巨きよ大だいな球と化し、あらゆる方向から彼女に狙ねらいを定めた。シンマは重力を解いた瞬間、

「飛びかかれえええええええええっ！」

　一気に、命令を下す。自由になった身の呉葉であったが、既すでに避よけきれぬほど無数の炎えん球きゆうが彼女へと殺さつ到とうしていた。

「……やるねぇ。これじゃかわすことは出来なさそうだ。それじゃ、行くかね」

　だが、少しも動どう揺ようする素そ振ぶりなど見せず。呉葉は呟つぶやき一つ。そして、

「――陣じん風ぷうに舞いな」

　彼女は刀を掲げて、こう言った。

「魔劔、緋ひの神かみ……！」

　耳をつんざくかのような咆ほう哮こうが上がる。そして、轟風が吹き荒あれた。呉葉を中心として、部屋中を荒らし回まわるかのごとき風の渦うずが巻き起こる。

「こ、これは……！」

　壁かべを、柱を軋きしませ、その勢いはあらゆるものを巻き込んでいくかのように尚なおも止まることはない。正に、嵐あらしそのものだ。シンマは暴風に押され、立っているだけで精せい一いつ杯ぱいで、全く動き出すことが出来なかった。

「ハァ――ッ！」

　呉葉が刃を振るう。シンマの炎は、音を立てていとも簡単に全て消し飛んだ。いや、それだけではない。

「うおっ――!?」

　直後、シンマは味わったことのない『何か』に弾き飛ばされた。呉葉の放った巨大な衝しよう撃げき波はをまともに受けたのだ、と分かったその時にはもう、背中から壁へと激げき突とつしていた。

「ご……がふっ……！」

　あまりに突然のことで受け身をとることさえ出来ず、まともにダメージを受けて激しく咳き込む。

「シンマ様！」

　コトハが様子を確かめようとこちらにやってくる。シンマは荒あら々あらしく息をつきながら、それでもなんとか笑えみを浮かべて、無事の旨むねを彼女へと伝えた。

「大したもんだ。その若さでもう力をある程度、使いこなせてる。末すえ恐おそろしいねえ」

　のんびりした声で、呉葉が告げてくる。シンマはコトハに手を貸してもらいながら、どうにか立ち上がった。力を止めたのか、あれだけ場を支配していた風は全て消えている。

「よ、よく言いますよ……」

　もはや、苦笑いしかこぼれない。呉葉のやったことに比べれば、自分の為なしたことなどお遊び程度のものだ。

「とんでもない代しろ物ものですね、それ……」

「いや、この程度、この子の力のほんの一部さ。本気になりゃもっと凄いことが出来る」

　笑って、呉葉は刀を鞘に収めた。

「逆を言えば少年、君にはこの刀以上の力が眠ってるってことだ。元々アーティファクトは資格者の体から生まれたものなんだからね」

「そ、そう言われてみれば……そうですね。じゃあ、オレはまだまだなんだな」

「そう、君にはもっと強い力が眠っている。ま、それを使うか使わないかは少年の自由だけどね」

　そう言いながら、呉葉は落ちた額縁を拾って元の場所に戻もどそうとした。だが、背が足りなくて届いていない。シンマは背中の痛みを堪こらえながら近づいて、それを手伝った。

「悪いねえ、少年。後であたしのおっぱいでも揉ませてやろう」

「結構です。それより、オレこそすみませんでした、額縁……」

　正位置に戻った額縁であったが、天井にぶつかったショックかガラスにヒビが入っている。高そうなものだけに、シンマは申し訳ない気持ちになった。

「いや、全力でやれって言ったのはあたしだからね。謝あやまることはないさ」

「そうですか、ありがとうございます」

「まあ、あたしの乏とぼしい貯金から出だした、そう気軽に買えないものなんだけどね」

「本当に申し訳ありませんでした」

　土下座しそうになるシンマである。

「だから謝ることはないって言ってるじゃないか。謝ってもどうにもならないことは世の中に沢たく山さんあるわけだしね」

「すみません幾らですか少しずつ払いますから！」

　下手に責められるよりずっと心にダメージを負う呉葉の言い方に、シンマは負けた。

「冗じよう談だん、冗談。君はいい奴だねえ、少年」

　そう言って、呉葉は手を伸のばしてシンマの頭を撫なでてくる。年ねん齢れい的てきには随ずい分ぶんと上なのだから不自然なことではないのだが、どうにも同年代の女の子に子ども扱いされているような気分になってくる。

「ま、刀の力はこんなところさ。えらいもんだろう」

　呉葉の言葉にコトハは頷く。

「だけどねえ、コトハ。忘れちゃいけないよ」

　そんな彼女に念を押すようにして、呉葉は続けた。

「資格無き者がこの刀を使おうとした時、その力は全すべて使用者に跳はね返ってくるんだ。下手をすりゃ……ボロ雑ぞう巾きんみたいになって死んじまうかもしれないよ」

　しばしの沈ちん黙もく。それは躊躇ためらいか、あるいは、恐おそれか。しかし、コトハは言った。

「――覚かく悟ごは、出来ております」

　その目に揺ゆらぎはない。ただ一心に呉葉を見み据すえていた。

「……いいだろう。それじゃあ、来な」

　その口元に微ほほ笑えみを浮かべ、呉葉が刀を床ゆかに置いた。代わりに背後の棚たなから木刀を取り出すと、それを肩かたに担ぐ。

「コトハ……頑がん張ばれよ」

　邪じや魔まにならぬよう、下がりながらシンマは声をかける。彼女はこちらを向き、微かすかに頷いた。

「さぁて、さっきは【緋ひの神かみ】のお披ひ露ろ目めだ。幾いく分ぶんか気楽にやったが」

「あ、あれで、ですか!?」

　驚おどろきの余りシンマは呉葉にそう問うていた。彼女は、こちらを見て指を振る。

「当たり前だろ？　いくらあたしでも、素しろう人と相あい手てにそんな無体な真ま似ねはしないさ」

　そしてコトハへと向き直ると、木刀を彼女へと向けた。

「だけどね、コトハ、君は御守の秘蔵っ子だ。こっちもそれなりに本気でやるよ。いいね？」

「……是ぜ非ひもありません」

　表情を変えず、コトハは呉葉の言葉を受ける。

「ですが呉葉様、私は真剣で宜よろしいのでしょうか。そちらにもしものことがあれば……」

「生言ってんじゃないよ、小こ娘むすめが」

　そう言って、呉葉は口の端を歪ゆがめる。

「あんたがあたしに一刀でも入れることが出来たら、全ぜん裸らで逆立ちして国会議事堂にいってやるよ」

「いや、色んな人に迷めい惑わくがかかると思うんでその罰ばつゲームはやめた方が……」

　シンマはやんわりと提言してみたが、呉葉は笑うだけだった。

「承知致しました。では、抜かせて頂きます」

　コトハが、愛刀の鯉こい口ぐちを切る。そして、すらりと刀身を露あらわにした。

「ああ、来な。あたしが参ったと言ったらそこで試練は終しゆう了りようだ」

　呉葉はわずか、足を開き。

「いいかい、殺す気でやるんだよ。じゃないと、あたしが君を殺してしまうからね」

　初め、シンマはその台詞せりふは呉葉の冗談であるかと思った。が、

「それじゃあ――」

　呉葉が、そう口火を切ったその刹那。

「――行くよ」

　そこに、一匹ぴきの獣けものを見た。

「……っ!?」

　シンマの全身が、総毛立つ。

（な……なんだ!?）

　己おのれの体から脂あぶら汗あせが噴ふき出でて、だらだらと背中を何度も伝うのを感じる。

　現実には、そこに一人の女性がいるだけだ。しかし、シンマは今、間ま違ちがいなく相対していた。途と方ほうもなく強大、かつ、凶きよう暴ぼうな化け物と。

（ま、まさかこれ……!?）

「ああ……すまなかったね」

　微笑みを浮かべながら、呉葉がこちらに視線を送ってきた。

「慣れてない子には、ちぃとあたしのコレはきつかったか」

　その表情は、先ほどと何ら変わらない。しかし、シンマは確かに感じとっていた。

　その奥おくへ、確かに存在する――彼女の膨ぼう大だいな殺気を。

「だけど君、大したもんだよ。大たい概がいの奴は気絶するか小便漏もらすかだからねえ」

　恐きよう怖ふ。今、シンマが呉葉に抱いだいた感情を形に顕あらわすとすれば、正にそれだろう。

　まるで前後左右、あらゆる角度から刀の切っ先を突き付つけられているかのような。

　自分の首筋に今、立てられんとする牙を見たような。

　まるで微び動どうだに出来ぬほどの、鋭えい利りな感情。

「……参ります」

　だがその中で、コトハはただ冷れい徹てつに。精神を研とぎ澄すまし、呉葉が発する気に耐たえているように思えた。

「遠慮はいらない。君の実力、存分に発揮しな」

「叉道呉葉様。いざ、尋じん常じように……」

　一歩、踏み出し。コトハが、吼ほえる。

「――勝負っ！」

　掻かき消えた。シンマが瞬きする間もなくコトハは呉葉に肉にく薄はくし、その刃を振るう。

「ほいっと」

　しかし、一歩横にずれるだけで呉葉はその攻撃をいとも容易たやすくかわしてしまう。だがコトハは少しも動揺することなく、続けざまに二刀目を薙なぎ払った。

「ふむ」

　それを寸前で避ける呉葉。間かん髪はついれずにコトハの攻撃が続く。目にも止まらぬ速さで銀光が、まるで幾いく重えにも分ぶん裂れつするかのごとくして呉葉へと喰くらいついていく。

「うん、なるほど、なるほど」

　だがそのどれもが、彼女には当たらない。コトハの攻撃が大ぶりなわけでも見けん当とう違ちがいなわけでもない。全てが的確に相手の体へと到とう達たつしてはいるのだ。

　だが、コトハの刃が触ふれるその数瞬しゆん前、呉葉の体がぶれる。そして切きり裂くのは、彼女の残像だ。

　完全に軌き道どうを読んでいるのだ。そして最小限の動きでかわしている。

　以前、コトハと戦ったメアリ＝シャーロットも尋常ならざる能力の持ち主だった。

　しかし、こと呉葉に至ってはそれ以上かもしれない。

　まず攻撃がまるで当たらないのである。その姿は、譬たとえるなら風に似ていた。確かに存在しているのに、決して断たつことは出来ない。ただ闇やみ雲くもに勝負を挑いどんでも、ただ嘲あざけるかのようにあしらわれるだけ。

「フッ――はあっ！」

　一息つき、コトハの手から刀が伸びた。刺突だ。その切っ先は呉葉の眉み間けんを貫く。

「……やれやれ」

　はずだった。しかし彼女はため息をつく。――コトハの刀の切っ先、その上に足の親指で立ちながら。

「ま、まじかよ……！」

　思わず声が漏れた。正直なところ、身体能力で言えば平均的であるシンマからすれば、もう何が起こってどうなっているのかさえも分からない。

「予想以上のダメさ加減だね、コトハ。リュウガっちに何を教わっているんだい？」

「――くっ」

　コトハは体を沈めると、呉葉から距きよ離りをとった。得物を構え直す。

「本気でこいと言ったろう。それとも真剣を持っているから躊躇いがあるのかい？」

「そういう、わけでは……」

「まあ、どっちにしろ――」

　とん、と。呉葉が爪つま先さきで、床を叩たたく。

「その調子じゃ、あたしに勝つのは到とう底てい無理だねえ」

　頭上。呉葉の小さな体が天井近くまで跳ね上あがった。素す早ばやく視線を定めたコトハが対応しようと刀を向ける。

「ちょっと痛い目みて、反省しな！」

　呉葉が天井を蹴けった。速度を増した落下のまま、コトハへと接近する。同じくコトハもまた、それに対し刃を払い。

「イヤアッ！」

　呉葉の咆哮。そして彼女の体が文字通り『ずれ』た。

「……っ!?」

　思わず目を見開くコトハ。彼女の刀は虚こ空くうを刻む。そして、

「あらよっと！」

　全く別の位置に移動した呉葉の一いち撃げきが、コトハの体をまともに打ちのめした。

「……ぐっ！」

　勢いよくそのまま床を転がり、壁へとその身を打ち付ける。

「コトハ！」

　思わず駆け寄よろうとしたシンマであったが、それを呉葉に止められた。

「助けるんじゃないよ。君が手伝えばその場で失格とする」

　その言葉に、シンマは奥おく歯ばを噛かみ締しめて押し止とどまる。

「空中で……自分の位置を変えるとは……さすがです」

　やがて、手をつきながらコトハが体を起こした。わずかにその顔をしかめてはいるものの、大きな傷はなさそうだ。

「大したことじゃないさ。それに君も、あの状態から咄とつ嗟さに体を引いて衝しよう撃げきを殺すとは中々にやるじゃないか」

「お褒ほめに与あずかり……光栄です……」

　呼吸を整え、コトハは再び、刀を構えた。

「だけどね、これは試練であって訓練じゃない。あたしは別に君をヨイショするために剣けんをもってるわけじゃないんだよ」

　呉葉が肩の上で何度か木刀を跳ねさせると、その切っ先でコトハを指した。

「今の君じゃ全然殺される気がしない。それじゃネズミの命だって取れないよ」

「……申し訳ありません」

「謝罪はいい。いいかい、全ぜん身しん全ぜん霊れいでだ。君が今できるありとあらゆる手で。

　今度こそ、あたしの魂たましい――潰つぶしてみせな」

　コトハは息を吸いこんだ。そして、ゆっくりと吐はく。

「――はい！」

　そして、シンマにこう言ってくる。

「シンマ様、力を使う許可を！」

「え……もしかして、あれ、やる気か!?」

　コトハは何も言わずに頷いた。アーティファクトを持っていない、しかも木刀を手にしている相手に彼女は使うつもりなのだ。自らの持つ、最後の手を。

「……分かった」

　シンマはコトハの要求に、応じた。

「力を使え、コトハ。見せてやれ、お前の力を！」

「承知！」

　コトハの手が、発光を示す。甲に刻まれた使徒の証あかし。シンマの【風】の力が覚かく醒せいした。

　彼女の周囲で疾風が舞い、障子や襖ふすまをガタガタと鳴らす。

「……へぇ、使徒に選ばれたのかい。こいつは驚きだ」

　目をしばたたかせ、呉葉は足を前に出した。木刀を肩に担かついだまま、体を屈かがめる。

「こいつはちっとばかり、楽しめそうだ……！」

「お受け下さい、叉道様。一にして全。全にして一。これが御守流の深しん奥おう……！」

　コトハもまた、呉葉と同じく。刀を鞘に収めると、足を前に。その身を前ぜん傾けいさせ、柄つかを力強く握にぎる。

「御守流、秘ひ奥おう義ぎ――」

　そして、コトハは強く、部屋中に響ひびくかのような大声で叫さけんだ。

「颶ぐ風ふう・鎌威絶かまいたちッ!!」

　放たれる斬撃。生まれ出る神風。道場の畳を削けずり、抉えぐり、引き裂きながら巨大な衝撃波がただ呉葉へ向けて迫せまる。

「覚えたか、その技わざを！」

　対して呉葉はその場に佇たたずみ、真っ向からそれを迎むかえ撃うった。

「だったら特別サービスだ。あたしも見せてやろう」

　彼女はにやりとその口を歪め。こう、告げる。

「叉道流、奥義――」

　片手で掴んだ木刀を、呉葉は無造作に振るった。

「招来・韋い駄だ天てん轟ごうッ！」

　……ィ……ン……ッ！

　室内に、巨大な耳鳴りのような音が響き渡わたる。

　コトハと呉葉は、互たがいに同じ姿勢で固まったまま、微動だにしていなかった。

「…………」

　だが、やがて――畳に何か重いものが落ちるかのような、鈍にぶい音がした。

「……嘘うそ、だろ」

　シンマは思わず、呟く。

「申し訳……ありません……」

　コトハが呟いた。何も持たぬ手を、ただ、弱々しく握り締めながら。

　己の下から零こぼれ落おちた得物を、ただ見つめて。

「……シンマ、様」

　彼かの女じよは、その場に膝ひざをついた。瞬間、その全身から――血ち飛沫しぶきが、上がる。

「こ、コトハ……ッ！」

　シンマは走った。倒たおれかけたコトハを支えると、その体に【再生】の力を使って治ち癒ゆを施ほどこしていく。

「その歳としで御守の秘奥義を使いこなしているとは思わなかったよ。おかげで最後だけはそこそこ面白く思えた」

「な、何をしたんですか、今……」

　思わず尋たずねたシンマに、呉葉は肩を竦すくめる。

「招来・韋駄天轟。勢いよく何度も刀を振り抜き無数の衝撃波を生む技さ。最初の二発でコトハの鎌威絶を無効化して、残りがこの子の体を切り裂いた」

「な、何度もって……」

　シンマの目には、呉葉は一度しか振っていないようにしか見えなかった。彼女を前にすると、己の持っている常識そのものが消え去っていく感覚に陥おちいる。

「久々に使ったが、なんとかなるもんだね。ま、ご苦労さん」

　シンマの治癒によってどうにか持ち直したコトハが、薄うす目めを開く。呉葉はその場にしゃがみこむと、そんな彼女の肩を叩いた。

「とりあえず不合格だ。出直してきな」

　コトハはシンマに礼を言うと、体を起こす。そして呉葉を見つめ、

「叉道様。……もう一度、勝負願えませんか」

「コトハ、もうダメだ。ひとまず、出直そう」

　コトハの身が心配でシンマはそう声をかけたが、彼女は首を振る。

「申し訳ありません、シンマ様。お言いつけに逆らうようですが……私は帰るわけには参りません。なんとしても、緋しゆ姫き二に刀とうを……」

「ダメだよ、傷はまだ完全に治ったわけじゃないんだ！」

「それならば、完治した後で……お願い致いたします、叉道様」

　呉葉に尚も食い下がろうとしたコトハではあったが、彼女は言った。

「無む駄だだよ。何度やろうともね」

「……どういうこと、ですか？」

「コトハ、君には才能がある。そして今のままでもかなりの実力はある」

　立ち上がると、呉葉は踵きびすを返し、歩き出す。

「だけど君はどれだけやってもあたしには敵わないよ」

「……私が未熟だからでしょうか」

「それもあるだろうね。だけどもっと大きなことが一つ」

　床に置いた【緋ひの神かみ】を拾い上げると、彼女は肩に担いだ。

「コトハ――君には迷いがあるね」

　コトハは、呉葉の指し摘てきに目をしばたたかせた。

「迷い……ですか？」

「迷いのある人間が刀を振るうことは、霧きりの中で相手を倒そうとするのと同じことだ。焦あせりや葛かつ藤とうを取とり払い、一意に事を為さんと専心するところにこそ、勝機は生まれる」

　振り返って呉葉は、にぃ、と笑う。

「君が自分の中に抱かかえているものに、何らかの決着をつけたら……その時はまた、勝負してやろうじゃないか」

「私に……迷いが……」

　自分の胸に手を当てて、コトハは呟いた。その表情は変わらない。だけど、なんとなく、どことなく。シンマには、彼女が戸惑っているように思えた。

「……コトハ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　シンマはコトハの肩に手を置く。すると、彼女はこちらを向いて、ゆっくりと頷いた。

「はい。問題ありません、シンマ様」

「いや、問題あるから今言ったんだけどね、あたし」

　頭を掻かいた呉葉を前に、コトハは跪ひざまずく。

「呉葉様。では、一週間の猶ゆう予よを頂けませんか」

「一週間？　どういうことだい」

「その間に、自分の中の迷いに決着をつけて参ります。その後、また剣を交えては頂けないでしょうか」

　見上げた彼女の目は、真剣そのものだった。それに対し、呉葉は息をつく。

「君もしつこいね。ま、そりゃあたしは暇ひまだから構いやしないが……」

　苦笑しながら、彼女は続けた。

「いいだろう。一週間後にまたおいで。だけどもし、その時にまた今回と同じことになったら……その時は、しばらく刀を譲ゆずる試練は延期だ」

「はい、それで構いません。ありがとうございます」

　深々と頭を下げて、コトハは立ち上がった。

「それでは一週間後。また参ります」

「うん、それじゃあね」

　呉葉は手を振った。コトハが再度、一礼するのにシンマも続く。

「ああ、少年」

　そしてコトハと共に部屋を出て行こうとしたシンマだったが、その前に呉葉に呼び止められた。

「なんです？」

「コトハが何か言い出したら、君はなるべく協力してあげるといい」

「……はあ。いえ、もちろん、そのつもりですが」

「うん、それならいいんだ。こういうのは助け合いが肝かん心じんだからね」

「……？　えっと、それだけですか？」

　わざわざ声をかけてきた意味が分からずに、シンマはそう呉葉へ問う。彼女は曖あい昧まいに笑みをこぼしながら、

「ま、そういうこった。二人で仲良くするんだよ」

「……ありがとうございます」

　首を傾かしげながらも、シンマはそう言った。

「やれやれ……そんじゃあたしは寝ねようかね。久々に動いて疲つかれたよ」

　呉葉はそうぼやいて、その場にどっかと寝ね転ころんだ。そのまま一秒も経たたない内に、彼女は寝ね息いきを立て始める。

「はやっ！……変わった人だなあ」

　どうにも食えない人物だ。

　そんなことを思いながら、シンマは自分のことを待つコトハの下へと急ぐのだった。







第二章　神魔と恋と彼女の迷い







「ちょっと、ちょっと、シンマ」

　呉くれ葉はとの一件があってから、二日後。登校日で久方ぶりに学校へ訪おとずれていたシンマは、無事にカリキュラムを全て終え、屋上で弁当を食べていた。

「どうした、アリス」

　共に食事をとっていたアリスが呼よび掛かけてくるのに、ミートボールを箸はしで掴つかんだままシンマは顔を上げる。

「いや、あの子、一体どうしたの？」

　声を潜ひそめてアリスはフェンスの方を指差す。その先を見て、「ああ」とシンマは頷うなずいた。

　そこにはコトハが居て、ぼんやりと中空を眺ながめたままで佇んでいたからだ。

「あの子がぼんやりしてるのはいつものことだけど、それ以上にぼーっとしてない？」

「そういえば、そうですね。それにいつもはシンマくんの傍を離はなれないのに……」

　水すい筒とうから紅茶を注ぎながら、ミンクが首を傾げる。

「最近、コトハはいつもああだ」無ウーがシンマの持ってきた弁当の卵焼きを頬ほお張ばりながら、不満げにこぼす。「全く情けない。たかが一度や二度、負けたことくらいで」

「コトハが負けた？　もしかして、またうちのメアリと何かあったの!?」

　驚いたように目を丸くするアリス。

「うちの師し匠しようが何か粗そ相そうをしたのですか!?」

「それともあれか、シンマがアリスのパンツを盗ぬすもうとして咎とがめられたのだな!?」

　パンを齧かじったノンエと、牛乳を一気飲みしたレイが言ってくる。

「そそ、そうなのシンマ!?」

「いや違ちがうけども」

「ば、ばかっ！　そ、そんなことしなくても言ってくれれば……って、そうじゃなくて！　い、いつからそんなに積極的になったのよ！　嬉うれしい……じゃない、情けないわ！」

「いやだから違うって！　なんで話聞いてくれないの!?」

　一人、顔を赤くして暴走するアリスに慌あわてるシンマ。

「そんな、シンマくんがアリスのパンツなんて……何かの間違いですよね!?　それとも、あれですか！　やはりお姉ちゃんに聞いた通り、青少年のリビドーは治まるところを知らないのですか！　でででででではわたくしの下着をいやでもそんなハレンチな、ああ！　でで、でも、洗い立てなら大丈夫ですよね!?」

「どのへんが!?　いや、なにが!?」

　その上、ミンクまで参加してきたために、場は混乱し始める。

「ふん、パンツなんてあんな布きれ、何が嬉しいんだ。無はあれだぞ。大体の日は穿はいてないぞ」

　ここにきて無の驚きよう愕がくの事実が発覚した。

「そうなの!?　じゃなくていや放置できない！　穿けよ！」

「スパッツは穿いてる」

「結局穿いてんだからパンツも穿けよ！」

　さすがに下着類までは把は握あくできないために、コトハと奈な々なに任せっぱなしだったシンマである。

「ふふふ、コトハが強制してきたので穿いている振ふりをして脱ぬいだのだ。あの女、見事に騙だまされていたぞ！」

「そりゃパンツ穿くことをそこまで頑かたくなに固辞する奴やつ、あんまりいないからな！」

　今度からきっちりとチェックしておくよう、コトハに言っておこう。シンマは強くそう思うのだった。

「というか！　もうパンツの話題はいいんだよ！」

「え、そうなのか。これからうら若き少女の穿く縞しまパンツと黒下着ではどちらが世の中に対し有用か、という話題に発展させようと思ってたのだが……」

「ううむ、処女性を魅みせるという意味では縞だけど、ギャップを出すつもりであれば断然黒だよね。さすがレイちゃん、難題だわ……！」

「そこ！　頼たのむから黙だまって！」

　何やらわけのわからない話題で盛り上がっているレイとノンエをシンマはびしりと指差す。この二人を放っておくと、どんどん話題が脱だつ線せんしていく。

「……えーと、それで、コトハはどうしたわけ？　負けたってどういうこと？」

　自分が騒そう動どうの一いつ端たんであることを自覚しているためか、やや顔を赤らめながら咳せき払ばらいするアリス。

「あ、ああ、それなんだけど……」

　シンマは、掻い摘つまんで二日ほど前の出来事を話した。その場に居た全員が、シンマが喋しやべり終えるまでに目を丸くしていく。

「……あの、その叉し道どう呉葉さんという方は本当に人間なんですか？」

「つくづく尋常じゃない奴に縁えんがあるわね、あんたは。ちょっと信じられないわ」
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　いささか受け入れがたいとして、アリスとミンクがそれぞれこちらに問うてくる。その気持ちは、シンマにもよく分かった。

「ああ、そうなんだよな……。世の中は広いって、この数か月で色々知ったけどさ。それでもやっぱり驚いたよ」

「うちの師匠とどっちが強いですかね……」

「よせノンエ。想像するだけで寒気がする」

　確かに、とレイとノンエのやりとりにシンマは同意する。あの二人が本気でやり合うところなど、恐ろしくて直視できる自信がない。

「迷い、ですか……」

　ミンクがコトハの方を見やった。そして、複雑そうな顔をする。

「……分かる気はしますね。わたくしにも悩なやみや焦りはありましたから。あんな感じになってしまうのも無理はないです」

「そうね。自己解決できればそれに越こしたことはないんだけど。大たい抵ていの場合、それって自分じゃ消化しきれないものだから」

　アリスはため息をつき、腕うでを組んだ。

「……フン。鍛たん錬れんが足りないからそういうことになるのだ」

　コトハに覇は気きがなくてつまらないのだろう。無はむくれてシンマにもたれかかってくる。

「よし、ここは一つ、あたしが元気づけてくるわっ！」

「え、アリスが？」

　思わぬ申し出に驚いたシンマに、アリスは顔を赤くして、そっぽを向く。

「べ、別に、大した意味はないわよ。ただ、あの女に対しては色々と思うところあるけど、この前、助けてもらったしね」

「……そうか。ありがとう」

　なんだかんだと言って、優やさしい性格をしたアリスにシンマは和なごむ。

「大丈夫ですか？　アリス様。元気づけるってどうやるか、分かりますよね？」

「お金を渡すことではないんだぞ。それは現金（で落とし前を）つけるってことだからな」

「上う手まい、レイちゃん！」

「あんたら喧けん嘩か売ってんなら買うわよ」

　アリスにぎろりと睨にらまれ、レイとノンエは揃そろって首を振った。

「よしっ。それじゃ、行くわよっ！」

　自身を鼓こ舞ぶするかのように拳こぶしを固めて、意い気き揚よう々ようとアリスはコトハの方に向かった。

「コトハ、どうしたのよ、いつものあんたらしくないわよ！」

　アリスが声をかけると、コトハはちらりと彼女の方を向いた。

「……いえ、別に」

「何よ、あたしとあんたの仲じゃない。話してみなさいよ！」

「私と貴女あなたはそれほど親しくなかったはずですが」

　開口一番、いきなりコトハにそう告げられて、アリスは固まった。

「うっわ……容よう赦しやなくバキッといきましたね。あれは恐ろしいですよ」

　ミンクが笑えみを引きつらせる。

「本人に悪気がないだけに余計、心に来るな……」

　シンマもまた、嫌いやな汗あせが頬ほおを伝うのを感じた。

「そそそ、そんなことないでしょ？　あ、あんた、あたしを助けに来てくれたじゃない！」

「あれはシンマ様に従っただけです」

「ロボットが暴走した時も止めてくれたし……」

「あれもシンマ様の命令に従っただけです」

「ほほ、他にも！」

「他にも？」

　アリスは黙り込んだ。やがて彼女は、俯うつむいてふるふると肩を震ふるわせ始める。

「まずいわレイちゃん、あれは何らかの感情が爆ばく発はつするまでそう時間がないわよ！」

「元気づけにいった当人がみるみる元気を失っていくとは、どういうことだ!?」

　互いに手を合わせて慄おののくノンエとレイ。さすがにフォローしようと体を起こしたシンマだったが、

「……な、なーんてね！　あんたのそういうところはもう、慣れっこよ！」

　アリスは顔を上げ、明るい声でそう言った。

「お、おお、持ち直した！」

「あれはアリスにしては大進歩ですよ……！」

　喜びにはしゃぐシンマとミンク。心は既すでに、子どもを見守る保護者の気分である。

「とにかく、何か悩み事ごとがあるなら話してみなさいよ」

「……お気き遣づかいは有あり難がたいのですが。結構です」

「なによ、遠えん慮りよしてるの？　別にあたしは構わないって言ってるじゃない」

「貴女に話しても解決する可能性は恐らくほぼゼロだからです」

　今度は持たなかった。アリスはその場に撃げき沈ちんする。

「な……な……なによおおおおおおおおおおお！　このオタンチン！」

　しばらく後。捨すて台詞ぜりふを吐き、涙なみだの尾おを棚たな引びかせながら、彼女はこちらに帰き還かんしてきた。

「なんなのよ、あの女ぁ！　失礼にも程ほどがあるわよぉ！」

「頑張った！　君は頑張ったぞ、アリス！」

「良くやりました！　わたし、感動しましたもの、アリス様！」

　健けん闘とうを労ねぎらう言葉をかけながら、レイとノンエは交こう互ごにアリスの頭を撫なでる。

「やっぱりアリスではダメでしたか……。まあ、あの様子だと、多分わたくしでもダメでしょうが」ミンクが苦く笑しようして言った。

「アリス、なんか、ごめん……。うちのコトハが……」

　家族の失礼を詫わびるシンマに、アリスが「もういい！　知らない！」と叫ぶ。

「参ったな……。迷いの正体が分からないから、ああなってるんだとは思うけど」

「……そもそもコトハの迷いとはなんなのだ？」

　背後から伸のし掛かってきた無が、シンマの首に腕を回してきながら問いかけてくる。

「それが、分からないんだよな。叉道さんに会った後、オレからも訊きいたんだけど、コトハ自身にもはっきりしないことらしくてさ。しばらく部屋に籠こもって何か調べものしてたみたいだけど」

「自分の未熟さへの葛藤、とかですかね……」

　ミンクの推測にシンマは首を傾げる。どうもそれとは、違う気がする。それにコトハはそんなことでは恐おそらく、悩まない。彼女の性格上、そうする前にまず、なんらかの行動を起こすはずなのである。

「もっと別のベクトルなんじゃないでしょうかねえ」

　すんすんと鼻を啜すするアリスを慰なぐさめながら、ノンエが言った。

「別のベクトルというと？」

「剣の腕とか精神的なところじゃなくて、コトハさんが今まで経験したこともないものなんですよ、きっと。だから戸と惑まどって、上手く答えが見つからないんです」

　なるほど、一理あるかもしれない。シンマは頷いた。

「む、シンマ、無には分かったぞ。きっとコトハはガチャガチャで目当てのものが中々当たらないので、上手くいく方法がないのか悩んでるんだ！」

「いや、確かに別ベクトルだけども」

　完全に明後日の方向にいっている気もする。得意げな無にシンマは息をついた。

「無も中々、【人造人間ギャリバー】の【一昼夜大臣】が出ないんだぞ。おかげで今月のお小こ遣づかいはパーだ！」

「おい待て。お前、そんなもんばっかりやってるのか」

　聞きき逃のがせない言葉にシンマは説教モードへ入る。無はびくっと体を竦ませた。

「……やってません」

　そう言って彼女は、あからさまにこちらから目を逸そらしていく。

「やってるんだな？　あのな、お小遣いはそんなものを買うためにあるんじゃないぞ？」

　無の小遣いは、日か鎖ざり家の貯金から出ている。最初、彼女はそれを拒きよ否ひしていたが、うちで世話する以上は家族も同然だとシンマが渡したのである。といっても奈々と同じく微び々びたるものではあるが、それ故ゆえに使い道は厳しく指導していた。

「無のためにあるお金を無のために使って何が悪い。シンマがくれたんだぞ！」

「限度があるだろ。それに、奈々はきちんと計画通りに使ってるぞ」

「う、う、うるさい！　なんかもう、うるさい！　シンマうるさい！」

　形勢が不利と見たのか、こちらの言葉を遮さえぎるように無は同じ台詞せりふを連発してくる。

「うるさいうるさいうるさ」

「明日から無だけ野菜オンリーのご飯にする」

「ごめんなさい」

　急に態度をがらりと変えて、無はこちらに謝あやまってきた。

「反応速いですね……さすがシンマくん。よくしつけています」

　ミンクが心底から感心したように言う。無は、頬を膨ふくらませてそっぽを向いた。やりこめられたことが気に入らなかったに違いない。

「あのなあ、無。本当に分かってるのか？　別にオレも怒おこりたくて怒ってるわけじゃ……」

「シンマ様、失礼致します」

　突とつ然ぜんに声をかけられて、シンマは振り返かえった。いつのまにかコトハがすぐ近くに立っている。

「お、おお、コトハ。ちょうどよかった。お前も一いつ緒しよに叱しかってくれよ。無がな……」

「シンマ様。――【恋】とは、なんでしょうか？」

　その、突然の問いかけに。その場に居た全員が、ぴたりと動きを止めた。

「……へ？」

　先ほどまでの、無への叱しつ責せきも忘れ、シンマは気の抜ぬけたような声を出す。

「恋、とはなんでしょうか。私に教えて頂けませんか」

「と、突然どうしたんですか？　コトハさん」

　ミンクが尋ねるのに彼女は言った。

「私は【恋】というものを知りたいのです。ミンク＝フィナーレ、貴女は知っていますか」

「そ、そりゃ、まあ……その。知ってなくはないですけど」

　顔を赤らめ、ミンクはちらりとこちらへ視線を送ってくる。シンマは何やら落ち着かない気分になってきた。

「アリス＝ノア＝ナンシェ。貴女はどうです。知っているのですか」

「ああ、あたし!?　いやいや、まあ、その……ねえ？」

　あたふたと手を振り、アリスもまた、頬を紅潮させてシンマを横目で見てくる。

「……えーと。いや、なあ。ははは」

　正直なところを言えば、非常に居い心ごこ地ちが悪かった。シンマはどうすればいいんだと、あらぬ方向へ視線をやる。

「教えてやろう、コトハ」レイが言った。「恋とは即すなわち、匂においや味わいが強いことだ！」

「そうそう、やっぱり目覚めにはたーっぷり淹いれた黒みの強いコーヒーが……って、それは『濃こい』でしょうがー！」

　ノンエが素早くそれを受ける。二人は、お互いに肩かたを組んで、こちらへ顔を向けてきた。

「……いや、そんな『どんなもんじゃい』って顔されても」

　対応に困る上、そんなに面おも白しろくもない。

「そうですか、では恋こい物もの語がたりとは匂いや味わいが強いものなのですね」

「いやそうじゃないよ、コトハ……」

「比ひ喩ゆ表現としては一部、当たってるものもある気がしないでもないけど」

「アリスそれ、色んな意味で問題発言ですから」

　半眼で見るミンクにアリスは肩を竦める。

「……ま、まあ、あれですね。恋とはなんといいましょうか」

　こほん、と咳払いを一つ。ミンクは恥はずかしそうに言った。

「こう、相手のことを考えるだけで幸せな気持ちになれたり、まるで雲の上を歩いているかのようにふわふわした想おもいに浸ひたれたり……後は、世の中が輝かがやいて見えるものです」

「はっ！」

　アリスはそれを鼻で笑う。

「ななな、なんですか！　なんで笑いますか！」

「相変わらず起きてる時から寝ぼけたこと言う女ね」

　指を振りながら、アリスが「いいこと？」と人差し指を立てた。

「恋っていうのはね、つまり独どく占せん欲よくよ。あの人が欲ほしい。自分のものにしたい。そんな心でいっぱいになるの。だから不安になるし、どきどきするし、居ても立ってもいられなくて無意味に部屋の中をうろうろしたりするの。相手が自分の知らないところで他の人と会ったりしてやしないだろうか。自分の見えないところであんなことやそんなことをしてないだろうか……ってね。ミンクの言うような、そんないいモンばかりじゃないわよ」

「なるほど、それでアリスは最近、夜よ更ふかしして部屋の中をうろうろしているのだな」

「突然、夜中に『ままならないわねー！』って叫んだりしているんだね、レイちゃん！」

「余計なことをおおおおお！　言うなああああああああ！」

　先ほどまでの余よ裕ゆうっぷりはどこへいったのか、全身を林りん檎ごのように赤くしたアリスは逃にげ惑まどうレイとノンエを追いかけ始めた。

「……二人の意見を統合すると」

　コトハは首を傾げたままで、告げる。

「恋とは雲の上を歩くような心になり、心臓が不自然なほど速い動きを示し始め、他人の行動が常に気になり、不自然なまでに部屋をうろうろしたりと挙動が不安定になり、時に突然、何もないところで叫んだりするもの……なのですか」

「それは病院に行った方がいいレベルの体調不良だと思う」

　どこをどう取り間ま違ちがえばそうなるのか。シンマは頬を掻き、

「まあ、なんていうか。相手のことが気になって仕方なくて、もやもやとした感じになること、なのかなあ。いや、オレもあんまり偉えらそうなこと言えないんだけどさ」

　本格的に恋れん愛あいしたことなどない身だ。だけど恐らく、そんなに外れてはいまい。そう思って口に出だしたシンマの言葉に、コトハは頷く。

「そういうものですか。さすがシンマ様です。納なつ得とく致いたしました」

「そう、それならよかった。でも、なんでそんなこと気にしてたんだ？」

「はい。……二日前、叉道様より申しつけられた『迷い』の正体について調べるため、私は図書館等を利用し、あらゆる書物を紐ひも解といたのです」

「ああ、それで部屋にひきこもってたのか」

　コトハが、シンマに「その通りです」と答える。

「その結果、私はある結論に至りました」

「へぇ、もう分かったのか。すごいな」

　こちらがアドバイスする必要など、なかったということだ。

「それで、一体なんだったんだ？」

　興味を惹ひかれてシンマが尋ねると、彼女は、

「はい。シンマ様、私は――」

　はっきりと、こう言った。




「――私は、貴方あなたに、恋をしているようです」




「……は？」「へ？」「う？」「え？」「なに？」「なんて？」

　シンマ、ミンク、無。それに追いかけっこをしていたアリスとレイ、ノンエまで。

　それぞれが異口同音に、疑問を口にした。

「私は、シンマ様に恋をしているようなのです。故に、それはどのようなものか、書物を読む限りでは把握し切れなかったために先ほど、お訊きしたのですが」

「…………え、と」

　どう、答えればいいのか。自分の中で咄とつ嗟さには正解が出てこない。

（いや、そもそも、今、オレは何を言われたんだ……？）

　あまりに現実離ばなれし過ぎた答えに、頭が真っ白になる。まさかこんなにもはっきりと、コトハの方から告白されるとは思ってもみなかったのだ。

　いや、もしくはこれがコトハらしいということなのだろうか。そもそも彼女は、恋愛というものを完全には理解していないのだから。物もの怖おじしないのも当然だ。

「ちょ、ちょ、ちょっと、あんた……それ、本気で言ってるの？」

　アリスが唖あ然ぜんとした感じでコトハにそう言った。それに対して彼女は、

「ええ。私はシンマ様に恋をしているようなのです」

「ちょ……ちょっと待って下さい。いや、よく考えたら流れ的にそうなるのも無理はないんですけども。えっと、でも……」

　ミンクもまた、混乱しているのか言動があやふやだ。

「またコイの話か。それは無にはよく分からん」

　ただ一人、話に加われない無が顔をしかめる。彼女はそのまま、シンマの背中へと飛びついてきた。

「ではコトハ。君は己おのれの迷いがシンマに『恋』をしているからだ……と。そう言うのか？」

「はい、そうです」

　レイの質問にも、コトハははきはきと答える。

「ですが私は、その恋というものが一体どのようなもので、どうすれば解決するのかが分かりません。いえ、それ以前にいいものであるのか悪いものであるのか、その判断も出来ないのです」

「いいものか悪いものか……うむむ、確かに難しいところですねえ」

　ノンエが唇くちびるに指を当てて、唸うなる。

「どうすれば解決するって……そ、その。それは……あれよねえ？　ミンク」

　アリスが何かを言おうとするものの、形に出来なかったのかミンクへと振った。

「へ!?　あ、そうですね。そのー……まあ、シンマくん次し第だいと申しましょうか……」

「おお、オレ!?」

　動どう揺ようしたシンマであったが、確かにミンクの言う通りではある。想いを告げられたのだ。どうするかは自分にかかっている。

「と、突然そんなこと言われても……えーと」

　曖昧な態度は良くないと思いつつも、シンマは当とう惑わくした。

「私はどうすればいいのでしょう、シンマ様。ご教授ください」

「ご教授って……」コトハはただこちらを射い抜ぬくようにして見ているだけだ。しかし、シンマの緊きん張ちようはいやがおうにも高まっていく。

「ではコトハ様、まず恋とはいかなるものか、イベントなどを通じて体験してみてはどうでしょう？」

　そこに突然、割って入る声があった。全員がそちら――フェンスの向こうを見る。

　人ひと影かげが立っていた。透すき通とおるような水色の髪かみ。海を溶とかし込んだかのような瞳ひとみの色。身に纏まとうのは、フリルのついたシックな臙えん脂じ色いろのエプロンドレスに、ヘッドドレス。

「め、メアリ!?」

「御ご機き嫌げんよう、お嬢じよう様さま」

　微ほほ笑えみを浮うかべたメアリは、スカートの裾すそを掴んで持ち上げる。
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「あ、あんた、どこから!?」

　アリスの投げかけた疑問に、確かに、とシンマは目をしばたたかせる。誰だれかが入ってくる気配はなかったはずだ。

「どこにでもいるがどこにもいない。それが私、メアリ＝シャーロットで御ご座ざいます」

「そんな怪あやしげなキャッチフレーズで納なつ得とくできるわけないでしょ……」

　軽かろやかに跳ちよう躍やくすると、空中で回転し、メアリは屋上の内側に着地した。

「簡単な話で御座いますよ、お嬢様。一階から壁かべを駆かけ上あがってきただけです」

「本当に簡単でしたよ!?」

「でも嘘うそつけとは言えない背景が彼かの女じよにはあるな！」

　ミンクと一緒に戦せん慄りつするシンマ。

「イベントを通じて体験するとはどういうことですか？　メアリ＝シャーロット」

　シンマの後ろに隠かくれてメアリを威い嚇かくする、無の頭に手を置きながら、コトハが尋たずねた。

「恋をする者、あるいはしようとする者が通過する様々な物事を実際に味わい、その過程で感情を理解すれば良いのです。習うより慣れろ、とは日本の言葉にも御座います。その上で、コトハ様なりに如何いかがなさるか決断を下せば宜よろしいのでは」

「それは……一理あるかもしれないけど」

　シンマは頷きながら、

「だけど、具体的にどうすればいいんですか？」

「私にお任せ下さいませ」

　胸に手を当てて、メアリはこちらに一礼してきた。

「……宜しいのですか？　貴女はアリス＝ノア＝ナンシェの世話役であったはずですが」

「もちろん私にも利は御座います。そのイベントにはお嬢様も参加して頂きますので」

「うぇ、あ、あたしも!?」

　びっくりしたように言ったアリスにメアリは目を向け、

「もちろんで御座います。それともお嬢様は宜しいのですか？　私が用意するのは恋愛の絡からむイベントです。即ちそれは、意中の相手との距きよ離りを縮めるのに著いちじるしい効果があるということ」

　口元をゆるめ、こう言った。

「――シンマ様を、コトハ様に取られてしまいますよ」

「……っ！」

　アリスは目を見開き、唇を噛かむ。

「さ、さすが……いきなり現れたのに場はすっかり師匠のものに！」

「ううむ、乱入するタイミングを見計らっていたとしか思えないな……」

「そこ、二人、余計なことは言わないように」

　ひそひそと会話を交かわすレイとノンエに、メアリはにっこりと笑いかけた。二人はそれに、揃って「イエス、サー！」と敬礼する。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　じゃあ、わたくしも参加しますよ！」

　慌てたように、ミンクがぴょんぴょんと跳とびながら手を上げた。

「な、何でよ！　あんたは関係ないでしょ!?」

「あります！　いえ、なくても行きます！　行ってみせます！」

「来ないでいい！　来ないでいい来ないでいい来ないでいい！」

「行きます行きます行きます行きますううう！」

「ではミンク様もご参加ということで」

　言い合いをしているアリスとミンクを静めるように、メアリはさらりと言う。

「な、なんでよぉ！」

「お嬢様、するなと言われても諦あきらめない輩やからであれば、いっそ懐ふところに取り込んだ方が楽で御座いますよ。それに、どれほど数が増えても選ばれるのは結局一人なのですから。自信をおもち下さいませ。お嬢様は、誰よりも魅み力りよく的てきです」

「うっ……そ、それは、そうだけど……」

　そう言われてしまっては、アリスとて返す言葉がなかったのだろう。素す直なおに黙る。

「じゃあ、無も参加する！」

　恐らく意味はよく分かっていないに違いない。だが、無もまた挙手をした。

「ええ、いらっしゃって下さい」

　メアリは微笑んで、

「……いかが致いたしますか、コトハ様。私の提案を、受け入れて下さいますか？」

「……。私は……」

　わずかに視線を動かし。コトハはこちらを見た。

「シンマ様が、宜しければ」

「……うーん」

　正直なところを言えば、シンマ個人の感情としてはやや複雑である。コトハの手助けができるなら、という気持ちはある。ただ、メアリが関かかわるとなるとまたややこしいことになるのでは……と思うのだ。だが。

――コトハが何か言い出したら、君はなるべく協力してあげるといい

　そう言った、呉葉のことをシンマは思い出した。

――こういうのは助け合いが肝かん心じんだからね

　そうだ、と、心の中で思う。

　自分に恋をしている、というコトハのことについてはどうすればいいのか分からない。

　しかし、彼女が自らの気持ちをはっきりさせることを望んでいるというのなら。

（あのコトハが……。自分のことなんて構わずに、オレのことを守ってくれている彼女が、今、己のことについて悩んでいるのなら）

　今までの恩を返すためにも、彼女の役に立つべきではないのか。

　そこから改めて、想いを告げられたら。その時は――真しん剣けんに考えよう。

　そして、自分としての答えを出そう。シンマはそう思った。

「……分かった」

　そう告げて、シンマはメアリに深々と、頭を下げる。

「コトハのために、どうか――宜しくお願いします」




「というわけで、第一回！　資格者シンマとその使徒＋一名による！」

「大・合・同・コンパ・大会ーっ！」

　レイとノンエが軽快な声を張り上げる。同時に、二人は手にもっていたクラッカーを鳴らした。

「さあ、というわけで始まったわけなんですけども、どうですかね、レイちゃん！」

　マイクを持ったノンエがレイにそれを向ける。

「そうだな、ポイントはいかにシンマの気を惹く行動が出来るか。誰よりも早く彼かれの好感度を上げるか。それが重要になってくる！」

「なるほど！　つまり多少わざとらしくとも大だい胆たんにいくことが大事なわけですね!?」

「そう、たとえ同性から嫌きらわれても積極的に攻せめていく、その姿勢が必要なのだ！」

「わぁい、とっても打算的ー！」

「……いや、あの、盛り上がってるとこ悪いけどさ」

　二人で勝手にテンションが高くなっているところに、シンマは手を上げる。

「恋を理解させるために、なんで合コンなんだ？」

「なぁにを言ってるんですか、シンマさーん！　この伊だ達て男おとこー！」

　勢いのままにこちらへやってきたノンエは、こちらの頬にマイクを押おし付つけてくる。

「男女の恋こい模様の縮図と言えば合コンじゃないですかー！」

「そ、そうなのか!?」

「いささか語ご弊へいのある言い方ではありますが」

　隅すみの方に鎮ちん座ざしたメアリが口を開く。

「これほど明確に恋愛を想起させるイベントはないでしょう」

「そ、そういうものなのか……」何かが激しく間違っている気もするが、さりとて確かに反論することも出来ない。シンマはひとまず納得しておくことにした。

「というか、ここ、なんですか……？」

　ミンクが戸惑うようにして室内を見み渡わたす。

　数十人がゆうにパーティを行えそうな広々とした部屋には、今、シンマたち数名しか存在していない。テーブルを挟はさんで対面するように、ソファが二つ置かれていた。その傍には巨きよ大だいなテレビに複雑そうな機械、そしてマイクに数字の並んだリモコンが置いてある。明らかにカラオケを行うためのものだ。それどころか各種、専門施し設せつにしかないようなゲームの筐きよう体たいがずらりと数を揃えていた。

　学校帰りに、メアリがシンマたちを案内したのは、【アルタイル】の日本支社である。エレベーターで昇のぼること数十階。長い廊ろう下かを歩いた先に、ぽっかりとこの場所が用意されていたのだ。

「よ・く・ぞ、聞いてくれましたぁ！」マイクを握にぎると性格が変わるのか、ノンエがいつも以上に激しいノリで喋る。「ここは我わが【アルタイル】がこんなこともあろうかと用意していた『シンマさんと合コンをするため専用の部屋』なのですっ！」

「どんだけ局地的なイベント用だよ！　絶対に嘘だろ!?」

　それかあるいは、メアリが初めから機会があればこういう流れにもっていこうと予あらかじめ作っていたか、のどちらかだ。

「あんたら……最近、時々いなくなると思ったらこんなもんを……」

　笑みを引きつらせたままでアリスがメアリを睨む。しかし彼女はそれににっこりとした顔を返すだけだった。

「ごうこんとは一体なんなのだ？」

　テーブルの上に置かれたお菓か子しに早さつ速そく手を伸ばしている無が尋ねる。

「簡単に言えば……そうだな。皆みんなで楽しいことをしようということだ」

　レイが無に分かりやすく教える。

「ほぅ、なんだかよく分からないが、無は旨うまい菓子があるから何でもいいや」

　チョコレートを頬ほお張ばりながら無は満足げに言った。

「……無、もしや貴女は何か美味おいしいものにありつけるかもしれないからついてきたのですか？　そうなのですね？」

「ふん、そんなことないだろう！　でも美味しいぞ！」

　コトハの鋭するどい指し摘てきにも構わず、無は既に一つ目を食べ終え次のチョコを手にしていた。

「まあ、こいつ、お菓子あげとけば大人しくなるからさ……」

　シンマはそう言ったが、コトハは小さく首を振ふる。

「彼女の場合、一度許すと際限がありません。どこかで誰かが止めなければ」

「……宜しくお願いします」

　無に関してはやはり、姉のようにしっかりと指導するコトハだった。

「さあ、いつものようなほのぼのした会話を繰くり広ひろげている場合ではありませんよ！　ここは戦場です！　そう、合コンとは恋という一つの勝利を掴つかむために繰り広げられる戦争なのです！　戦え！　戦え！　戦って朽くち果はてるのだ野や郎ろうどもおおおお！」

「ノンエ、少し落ち着きなさい。五月蠅うるさいですよ」

　マイクにノイズが入るくらい叫さけんだノンエの首元に、メアリがナイフを突つきつける。

「……えー、というわけでしてね。まあ、司会進行役はわたし、ノンエとレイちゃんがやって参りますので。以後宜しくお願いしますというか師し匠しようすみません調子乗ってました」

「一度火が付くと止められない性格なのだ。勘かん弁べんしてやってくれないか」

　二人で平ひら謝あやまりすると、メアリは刃を仕し舞まって自分の定位置に戻もどった。

「分かれば宜しい。ではどうぞ、始めて下さいませ」

「始めて下さい、と言われても……な、何をすればいいんだ？」

　合コンなど、シンマにとっても初めてのことなので勝手が分からない。ミンクに視線をやると、彼女もまた首を振った。

「ご、ごめんなさい、わたくしもよく。というかあの、シンマくんのことでなければこのような場所、足を踏ふみ入いれる気もありませんでしたし……。アリスなら何か知っているのではありませんか？」

「あ、あたしだって、わかんないわよ。誰か経験者はいないの？」

　呼びかけるアリスであったが、返る言葉はない。

「仕方ありませんねえ。じゃあ、定番ですけどカラオケとかすればいいんじゃないでしょうか？」

「うむ、緊張をほぐすためにはちょうどいいだろう」

　レイがノンエからマイクを受け取って、シンマ達たちの前に置く。

「からおけ、とはなんでしょう、シンマ様」

　俗ぞく世せ間けんとは一番縁えん遠どおいコトハが首を傾かしげる。

「リモコンで番号を入れたら曲が流れるから、それに合わせて歌えばいいんだよ」

「なぜ歌うのでしょうか」

「……楽しいからじゃない？」

　意味を求められても答えようがない、とシンマは困る。

「これが恋というものですか。歌を謳うたうことが……」

　何やらコトハは真剣に考え始めた。カラオケを相手に。

「いや、そんな真理を追究するような顔をされてもどうすればいいのか……アリスたちはさすがに知ってるよな？」

「わたくしも初めてです。話には聞いておりましたが……」

　ミンクは曲を入力するための番号が書かれた本をめくりながら、少し頬を赤くする。

「ひ、人前で歌声を披ひ露ろうするのは少し、恥ずかしいですね」

「確かになあ。オレもたまに、奈々とか友達と行くくらいだし……何か照れるな」

　そういえばこのメンツで、こんな風に普ふ通つうに遊んだのは初めてである。そう思うとシンマは、なんだか不思議な気がした。コトハにミンク、それにアリスや無、レイにノンエ、そしてメアリ。彼女たちと出会った頃ころには、こうして一緒にカラオケをすることなど想像もしなかった。世の中の流れというのは、本当にどうなるか分からないものである。

「しょうがないわね、じゃああたしが一番手をやってあげるわよ」

　マイクのスイッチを入れて調子を確かめながら、アリスが立ちあがった。

「こういうのは誰かが率そつ先せんしてやらないと盛り上がらないのよ」

　リモコンを使って、機械に数字を入力していく。

「おっと、ここでアリス様がいったぁ！　これは一歩リードか!?」

　ノンエの台詞に、アリスは、ふふん、と得意げに腕うでを組んだ。やがて、スピーカーから軽快なミュージックが流れ始める。画面に英語が並んだところを見ると、アリスの出身国の歌らしい。

「さぁ、とくとあたしの美声に酔よいなさい！　いくわよ！」

　マイクを手に、アリスが仁に王おう立ちとなる。そして息を吸いこむと同時、

「アーユーレディ？　ゴー！」

　歌詞が流れると同時、体の底から絞しぼり出すように、大音量で歌い始めた。

「――っ！　――っ！」

　それは部屋中に響ひびき渡わたっていき、鼓こ膜まくを揺ゆさぶるように共鳴していく。普ふ段だんアリスが発しているような高めで愛らしい声とは違ちがい、迫はく力りよくがあり、そしてなおかつ、脳内を揺さぶるような。そう、揺さぶるような――、

（……おい、これ）

　シンマは思わず、ミンクの方を見た。すると彼女もまた、こちらに視線を送っている。

「シンマくん……皆まで言わないで下さい」

　穏おだやかな顔で、ミンクはアリスのことを見つめた。

「そうか……そうだな」

　その言葉でシンマは全すべてを察する。そう、今、恐らく二人の気持ちは同じのはずだった。

（ああ、これ、率そつ直ちよくに言って――）

　まぎれもない音おん痴ちだ。

　少し音程がずれているとか、そういう次元の問題ではない。まるで歌詞をそのまま読み上げているかのような棒読み口調なのである。かと言って一本調子ではなく、わけのわからないところでいきなりキーが落ちたり上がったりする。

（やべえ、どうしたらいいんだ、これ……）

　本人は熱中しているのか、目を閉じたまま歌手になりきっている。

「ええ、そうなんですよね……」

　聞こえないように小声でノンエが言った。

「アリス様、声量はあるんですけど、残念ながら歌の方は……」

「この前、お風ふ呂ろ場ばで日本の念仏を唱えているのかと思ったら、流行のポップソングだったしな」

　レイがうんうんと頷うなずく。

「あ、あれアリス様だったの!?　わたし、牛が入り込んだのかと思ったよ」

「私も最初は蛙かえるが大合唱しているのかと思った」

　遠えん慮りよなしにアリスのことをこき下ろす二人。いや、悪気はないのだろうが――と思いつつシンマはそこで、はっとして無を見た。良い意味でも悪い意味でも素直な彼女のことだ。うるさい、とかなんとか言って暴れ出したらえらいことになる。

　だが、無はお菓子を食べるのに夢中でアリスのことなど気にもしていなかった。とりあえずはほっとする。

「――っ！　センキュー！」

　やがて、アリスは最後まで歌い切った。興奮しているのか、汗あせびっしょりである。

「ふう、カラオケなんて久しぶりだったからついのめり込んじゃったわ。皆、どうだった？」

　彼女からそう問いかけられ、一いつ瞬しゆん、場は静まり返った。

（ま、まずい。この間は非常にまずい！　誰か！　誰かなんか言って！　いや、オレか!?）

　シンマはどうにかしてフォローしようと頭の中で必死に言葉を探す。すると、

「い、いやあ、いいんじゃないですかね。中々やるじゃないですか、アリスも」

　ぱちぱちと、拍はく手しゆをしながらミンクがそう言ったのだ。

「これはわたくしも、負けていられませんねー！」

「み、ミンク……っ！」

　かつては敵としてしか見ていなかったアリスに対して、咄嗟に送るこの賛辞。彼女も随ずい分ぶんと良い方向に変わったものだと、シンマは一人、感動していた。

「そ、そうだよな！　いやあ、アリスがこんなに真に迫せまった歌い方するなんて！」

　すかさずフォローを入れるシンマ。アリスは照れたように頬ほおを染めた。

「や、やめなさいよ。お世辞なんて……別に、嬉うれしくなんかないんだから」

　だが言葉とは裏腹に、彼女の口元には、まんざらでもないように笑えみが浮かんでいる。

「さすがお嬢様で御座います。私、思わず聞き惚ほれてしまいました」

　メアリが手を叩たたきながら立ち上がった。彼女の場合は恐らく本気だろう。

「そ、そうですよ、いよっ！　アリス様！　【アルタイル】の歌うた姫ひめ！」

「【夜明けの星々ロート・グランツ】のスター！　芸能界からいつスカウトが来てもおかしくないな！」

　レイとノンエもまた、メアリに乗って褒ほめちぎる。アリスは「や、やーねー、皆。それほどでもないわよ」とひたすらに恐きよう縮しゆくしていた。

「ところでアリス＝ノア＝ナンシェ、訊ききたいことがあるのですが」

　と、そこで、コトハがそう問いかける。

「ん？　どうしたの？　何か分からないところでもあった？」

「はい。少々、疑問に思ったのですが――」

　次に、彼女は、ぽつりとこう言った。

「カラオケとは、今のように元の音階からいかに外れて歌うかが大切なのですか？」

　びし……っ！

　と、間違いなくシンマは、場の空気に巨大な亀き裂れつが走るのを感じた。

「…………え」

「いえ、私の耳で聞いた限りでは明らかに貴女あなたの歌は曲の主しゆ旋せん律りつと違う部分がほとんどです。ですがシンマ様を始めとして皆、それを良しとしている旨むねが見受けられましたので、そういったものであるのかと思ったのですが。でなければあれほど外れてしまうのはいささか問題と言えるかと――」

「コトハさんっ！　もういいからコトハさんっ！」

「そ、その純真な目でアリスをズタズタにしないで下さい！」

　シンマがコトハに飛びかかって口を塞ふさぎ、ミンクがその体を押さえる。

「ああ、アリス様、今のコトハさんのは何かの間違いですよ!?」

「そ、そうだ、アリス！　君の声は素す晴ばらしいのだぞ！　気にすることはない！」

　レイとノンエが慌あわてたように必死で取とり繕つくろう。しかし、アリスは、

「……大だい丈じよう夫ぶよ、二人とも」

　シンマの意に反して、軽い口調でそう返した。

「あたしが音痴なことくらい、自分でも分かってるから。今いま更さらそんなことで何か思ったりすることなんてないわよ」

「あ、アリス……！　君って子は！」「素す敵てきです！　アリス様！」

　にっこりと笑うことすらするアリスに、レイとノンエは感動に目を潤うるませる。

「だから平気よ。ふふふ、平気に決まってるじゃない。やだなあ、平気よ。うふふふ」

　アリスは、そう言いながら、濁だく流りゆうのような涙なみだを流し始めた。

「わああああ！　やっぱりダメだった！」

「アリス！　だ、大丈夫ですよ！　ほら、コトハさん、ちょっと世間知らずなところあるから！　ね!?」

「そう、世間知らずでも分かるくらいに私の歌は音痴なのよ、あはは！　ほら、どうしたの？　面白いでしょ？　笑いなさいよ！　あははははは！……ぐふ」

　もうシンマやミンクがなにを言っても無む駄だだった。アリスはその場に崩くずれ落おち、そのまま、おいおいと泣き始める。

「お嬢様、御おい労たわしい……」

　駆け寄よったメアリが、アリスのことを抱だきしめて頭を撫なでた。

「……カラオケは止めといた方がよさそうだな」

　シンマが言うと、きょとんとしているコトハと、無以外の全員が頷いた。

「さ、さーて！　ここまではいわゆる前ぜん哨しよう戦せんですよ！　これからが本番！」

「既すでに前哨戦で戦意を喪そう失しつした人がいるんだが……」

　シンマの言葉にも、司会役のノンエはめげなかった。

「だ、大丈夫、アリス様は強い子です！　すぐに立ち直るはず！　さて、レイちゃん、次なるイベントは!?」

「うむ、ノンエ、これだー！」

　レイが懐から何やら小さな箱を取り出した。口の部分が空いており、何本かの棒が差し込んである。

「わくわくドキドキ、王・様・ゲエエエエエエエムッ！」

　箱を掲かかげて、レイが言った。

「王様ゲーム？　なんですかそれ」

　ミンクの質問に、ノンエが答える。

「説明しよう！　王様ゲームとは、クジを選んで一人が王様となり、残りのメンバーにどんな命令も下すことの出来る素敵なゲームなのです！」

「どんな命令も、ですか」

　コトハが首を傾げる。

「であれば私とシンマ様はいつもそのような状態ということになりますね」

「ええ、そうなんですか!?　毎日王様ゲームですか、シンマさん!?」

「そそ、そうなんですかシンマくん!?　何をやらせているんですかコトハさんに！」

　ノンエからマイクを突き付けられ、ミンクにもずいと迫られるシンマ。

「い、いや、してない！　やらせてない！　誤解されるような言い方するなよ、コトハ！」

「（シンマ様から言われたことはありませんが）命令されれば、共にお風ふ呂ろへ入ることもあります」

「ししししししし、シンマくんっ！　あなたは！　いつからそんな破は廉れん恥ちな！　お風呂で！　二人きりで！　一体コトハさんに！　どのような！」

「ちょ、待って！　ミンク！　コトハも大事なところ抜ぬかしてるから！　おぶ！」

　ミンクに襟えり首くびを掴まれ、がくがくと揺すられながらシンマは必死で言い訳をする。

「というかシンマは無ともお風呂に入ってるな」

「お前は絶ぜつ妙みように嫌いやなタイミングで入ってくるな!?」

　スナック菓子を平らげた無が乱入してきたので、場は余計に混乱した。

「あれは無が勝手に入ってくるんだろ！　たまにしか入らない癖くせに、的確にオレのいる時を狙ねらって！　ていうか！　もう！　先に進もう！」

　顔を真っ赤にして、ほとんど錯さく乱らん状態で「シンマくんと、お風呂！　わたくしも！」と言っているミンクに、シンマはそう声をかけた。

「い、いいえ！　ここははっきりとしましょう！　シンマくん、お風呂でコトハさんと、いたいけな無さんに一体なにを!?」

「何もしてないよ！　すぐ追い出してるの！　何を想像してるんだ、ミンクは!?」

「し、しかしですね、昔からシンマくんと仲の良いわたくしを差し置いて、それは……！」

「おおっと、ここで、場外乱らん闘とうだー！」

「ミンクの幼おさな馴な染じみとしてのプライドが炸さく裂れつするのかー！」

　レイとノンエがノリノリに解説する。――が。

　だんっ！　だんだんだんっ！

『ひぃっ!?』

　不意に鳴なり響いた巨大な音に、コトハと無を除いた全員が竦すくみ上がる。

「……皆みな様さま、速すみやかにその口を閉じてイベントを進行しやがれ、で御座います」

　銃じゆうを天てん井じように向けて連発したメアリが、にっこりと微笑んだ。

「は……はい」

　沈ちん黙もくする皆を代表してシンマが頷く。彼女はスカートの裾を摘まみ上げ、一礼した。

「それは何よりで御座います。それではよしなに」

　ミンクは正気に戻ると、「す、すみませんでした……シンマくん」とこちらに謝あやまって、元の席に戻る。そこに、ようやく復活したアリスが隣となりに座すわった。

「さ……さて、それでは王様ゲームをしましょうか」

　全くもってそんな雰ふん囲い気きではなくなったが、それでもノンエは箱をテーブルの中央に置いた。

「赤い印がついている人が王様だぞ。それ以外には番号が振ってある。ただし、自分が何番であるかは言わないでおくこと。そして王様は、誰と誰が、ではなく何番と何番が何をする、という風に命令するんだ。分かったか？」

　レイが説明するのに、シンマ達は揃そろって頷く。

「それでは、開始してくださいっ！」

　ノンエの号令に、それぞれが手を伸のばし、クジを手にとった。シンマは王様ではなかった。自分の番号を、きちんと確かく認にんする。

「さあ、王様だーれだ！」

　ノンエが言うと、声が上がった。

「あ……あたしだ」

　挙手したのは、アリスである。

「おおっと、ここでアリス様がヒットー！　さあ、赤き王様は何を願うのか!?」

「え……なんでもいいのよね？」

　伺うかがいを立てるアリスにメアリが頷いた。

「もちろんで御座います、アリス様。ご自由にご命令下さいませ」

「そ……そっか。それじゃ……あの、さ、三番が……」

　恥はずかしそうに、しばらくごにょごにょと何かを呟つぶやいていたアリス。

「聞こえないぞ、アリス。もっとはっきり、堂々とだ」

　レイに促うながされ、アリスは「わ、分かってるわよ」と言った。そして、顔を上げる。

「さ、さ、三番の人がっ！」

「……あ、オレだ」

　番号を見てシンマは言った。

「三番の人が……王様に！」

　耳まで真っ赤にした状態で、彼女は、はっきりと告げた。

「王様に――キスをするっ！」

「え……ええええええええええ!?」

　飛びのくミンク。シンマもまた驚おどろいた。

「おおっと、ここで大胆発言だぁ！　これはアリス様が先んじて勝利を掴むのかー!?」

「さすがですお嬢様。必要な時に必要なことを実行する勇気。その抜け目めのない行動。それこそ次期【夜明けの星々ロート・グランツ】の党首で御座います」

　称しよう賛さんを送るメアリ。

「い、いやあ、それはさすがに不味まずいんじゃないかなあ……なんて」

　思わぬ展開に、シンマはたじろいだ。しかし、アリスはじっとシンマのことを見つめてくる。

「だだ、大丈夫よ、シンマ。ここ、これはゲームなんだから。その……大したことじゃないんだから！」

「だ、だけど、ほら、皆も見てるし！」

「シンマ様、ただのゲームですので。あまりそう、真剣にとられずに」

　メアリがそう告げてくるが、明らかに顔は満足げである。

「だだ、ダメですよ！　そんなのダメ！　絶対！　無効です！」

　ミンクが慌てたようにばたばたと手を振った。

「なによ！　王様はあたしよ!?　逆らう者は処しよ刑けいよ！」

「か、革命です！　わたくし、革命を起こします！　理り不ふ尽じんすぎますよ、こんな王政！」

　顔を真っ赤にしてミンクは抗こう議ぎするも、この場にはアリスの味方が多すぎた。

「はいはい、ミンクさん、ちょっと大人しくしていましょうねー」

　ノンエが後ろから彼女のことを羽は交がい絞じめにする。

「わあ!?　伏ふく兵へい!?　ちょ、卑ひ怯きようですよ！」

「すみませんねー、わたしたち、そちらで言うところの悪なものでー。うひひ」

「よくやりました、ノンエ。レイ！」

「委細承知！」

　背後に気配。振り返かえることも出来ず、シンマもまた、レイに拘こう束そくされる。

「う、うわ！　ちょ、やめろ！　レイ！　コラ！」

「だだ、大丈夫だって、シンマ。こんなの欧おう米べいじゃ普通のこと。そう、い、至って、常識的な行こう為いなんだから」

　そう言いながらも、アリスの目は爛らん々らんと輝かがやき、息も荒あら々あらしくなっていた。

「ま、待てってー！」

　シンマの叫びも空むなしく、彼女は無む理り矢や理り押おさえつけられたシンマに被かぶさってくると、潤んだ瞳ひとみで見つめてくる。

「や……やるわよ、いいわね？　シンマ」

「うっ……」

　耳まで真っ赤にしたアリスの顔は、間近で見ると愛らしくて。思わず、状じよう況きようも忘れてシンマは見入ってしまう。

「大丈夫……これはゲーム……これはゲームなんだから……」

　深呼吸しながら、アリスは呟き続けた。まるで自分にそう言い聞かせているように。

「あの……アリス？　嫌ならやめたほうが……」

「う、うるさい！　やるの！　こ、こんな時じゃないと……あんたに、積極的になれないんだから……っ！」

　そう叫ぶと、彼かの女じよはシンマの両頬を掴んだ。そして、

「お、お願いします……！」

　と、なぜか挨あい拶さつをしてから、顔を近づけてきた。その小さく艶つやのある唇くちびるが、徐じよ々じよにこちらへと迫ってくる。それはもはや、逃のがれようもなく。

（お、おい、マジか。マジでやるのか……？）

　どくん、どくんとシンマの心臓が高鳴り始めた。そっとアリスがこちらに添そえてきた手は温かく、彼女もまた緊きん張ちようしているのか、その表情は硬かたい。

　そして少しずつ、少しずつではあるが、アリスの口と、シンマのそれが触ふれ合あう――、

「だ……ダメえええええええっ！」

　その前に、彼女は思い切り横から突き飛とばされた。

「ぶべらしっ！」

　まともに壁かべにぶち当たると、アリスはずるずると落ちていく。

「ダメですダメです、ダメですー！」

　ミンクだった。彼女は全力でノンエを振り切きると、アリスに体当たりしたのだ。

「し、シンマくんの初めては、わたくしのものなんですっ！」

　そう言った後で、彼女ははっと我に返る。

「……あ、わ、わたくし、なんというはしたない真ま似ねを」

　かっと赤みの差した頬を押さえながら、その場に蹲うずくまった。

　が……シンマが意外であったのは、ミンクが動いたことではない。

「……コトハ？」

　思わず、目をしばたたかせてしまった。アリスがミンクによって弾はじき飛ばされた直後、コトハが、シンマの体を抱きしめていたのだ。まるで、誰だれにも渡さぬというように。

「……あ。申し訳ありません」

　コトハはシンマの体を離はなすと、頭を下げてきた。

「い、いや、いいけど……ちょっとびっくりした」

「……私は一体何をしているのでしょうか」

　自分でも把は握あくできていないことなのか、自身の体を見下ろすコトハ。

「このようなこと、許されるはずも……」

　呟くように、彼女は言った。

「……よ、よくもやってくれたわねえ、この女！」

　よろよろと、アリスが立ち上がった。

「ルール無視じゃないのよっ！」

「ち、違います！　これは……その、王様の命令が理不尽だったから、民たみが怒おこったんです！　当然の報むくいです！」

「言ってくれるわねえ……！」







[image: ]







　火花を散らすかのごとく、睨にらみ合うアリスとミンク。

「……やれやれ。仕方ありませんね。二回戦と参りましょう。次からは妨ぼう害がいは無しでお願い致しますよ」

　皆のクジを回収して、再びそれを選ばせようとするメアリだった。

「いや、まだやるんですか……？」

「当然で御ご座ざいます。またお嬢じよう様さまが王に返り咲ざくやもしれませんから。それに、コトハ様のためで御座いますよ」

　そう言われては、シンマも断れない。ため息をつきつつも、クジをとった。

「ああっ！　王様じゃない！」

　アリスが悲痛そうな叫びを上げる。コトハを見ると、彼女も違うようだった。ちなみに無だが――お菓子を食べることに夢中で既にゲームにすら参加していない有様だ。

「や……やりましたあああ！」

　ミンクが歓かん喜きの声を上げた。その手には赤い印のついたクジが握られている。

「でで、では、では……。その、ああ、でも、言えません……っ！」

「あんた、なにやらせようとしてんのよ！」

　不ふ穏おんな空気を感じたのだろう。アリスが食くって掛かかるが、ミンクは聞いていなかった。

「でで、では、その……思い切って！　三番の人が、王様の！」

　彼女は、息を吸いこむと、こう命令する。

「王様のほっぺに……き、キスして下さい！」

「同じことやってんでしょうがああああああ！」

　アリスがキレた。その気持ちはわかる、とシンマは思う。

「ち、違います。わたくしの場合は、ほっぺですー！　これは友達同士でもやることです！」

「ぐぬぬぬ、一丁前に策など練りよってこの女……！」

　ミンクの返しに、アリスは本気で悔くやしがっていた。

「うふふ、ごめんなさいね、アリス。わたくし、シンマくんのことだけは負けられないんです！」

「も、もう！　卑怯よ！　クジの引き直しを要求するわっ！」

　地じ団だん駄だを踏むアリスであったが、メアリに、

「お嬢様。ルールを曲げれば次、お嬢様が王に選ばれた時にもそれが適用されますが」

「うっ……お、おのれ……」

　諦あきらめたのか、彼女はその場に突っ伏ぷした。

「さ、さあ、シンマくん、わたくしにその……えっと、せ、接せつ吻ぷんを……！」

「れ、レイ、ノンエ、なんとしても止めるのよ！　革命よ、革命を起こすのよ！」

　ミンクがシンマの前に立つ。彼女は勢いよく頭を下げた。

「お、お願い致いたします、シンマくん……！」

「いや……あの」

「ちょっと！　やっぱり許せないわよ！　さっきのあんたみたいに止めてやる！」

「や、やめてくださいよ！　別にく、唇じゃないからいいじゃないですか！」

「嫌なものは嫌なのよーっ！」

「……いや、あの、二人とも」

　取っ組み合っているアリスとミンク。そんな二人に、シンマは困こん惑わくしたまま頬を掻かいた。

「っていうか――オレ、一番なんだけど」

「はは、はい!?」

　アリスは両手を上げて、背後にもたれかかった。

「なんで一番なのっ!?」

「知らないよ！　たまたまそうだったんだよ！」

「じゃ、じゃあ、三番は誰なの!?」

　確認する彼女に、コトハが二番であることを報告する。無はそもそも、参加していない。

「…………。ああっ!?」

　アリスは自分の分を見て、驚きよう愕がくした。どうやら、己おのれの番号を確認し忘れていたらしい。

「……ちょっと待って。それはないわ。それだけはないわ」

　額に手を当てて、アリスは顔を逸そらした。しかし、現実は変わらない。シンマも、コトハも無も一番でないとすると。残るは一人しかいない。

「な、なんで……なんで三番なんですか、アリスー！」

　ミンクが、立ち上がって抗議した。

「しし、知らないわよ、そんなこと！　あんた、クジ運ないのにも程ほどがあるわよ!?」

「い、いーやー！　わ、わたくしの純潔があ！」

　必死で逃にげようとするが、ミンクはいつのまにか前に回りこんでいたレイに掴まった。

「王様の命令は絶対だぞ、ミンク」

「ひ、ひいいいいいいい！」

「はいはーい、ま、ほっぺただから、気にしない、気にしない」

　同じくノンエに羽交い絞めにされたアリスが、ミンクと対面させられる。

「ああ、あんたらぁ！　後で覚えときなさいよー！」

「お嬢様、堪こらえて下さいませ。ここで拒きよ否ひをするとゲームの強制力そのものが弱くなってしまうので御座います」メアリが申し訳なさそうに言う。

「というわけで、キース！」「はい、キース！　キース！」

　交こう互ごに言い続けるレイとノンエ。暴れるミンクとアリスは、それでも近づけられ――。

　…………。

「…………け、穢けがされました」

　五分後、頬を押おさえながら蹲うずくまるミンクの姿があった。アリスもまた、唇を押さえている。

「な、なんでこんなことになるのよ……。メアリが言いだした時はちょっとチャンスあるかなって、そう思ったのに……」

　二人とも沈ちん痛つうそうに顔を俯うつむけており、部屋には嫌な空気が流れていた。

「……恋こいとはこのような苦労を強しいられるものなのですね」

　コトハが呟く。彼女にとって口づけとは大したことではないだろうが、アリスとミンクの反応に、何やら恐おそろしいことが行われたことを察したのであろう。

「いや、なんか絶対違う気がするんだけどな……」

　ただ、首を振るシンマであった。

「しかし、恋とはここまでして貫つらぬかなければならぬ感情なのでしょうか。今までを見る限り、数多くの犠ぎ牲せいがあるようですが」

「……分かってないわね、あんた」

　よろよろと、アリスが立ち上がる。

「そうですよ。恋に絶対的攻こう略りやく法ほうなんて一つだってないんです」

　同じく、ふらつきながら体を起こすミンク。

「手痛いミスとか、後こう悔かいするような失敗とか、そういうのを腐くさるほどして。それでも、捨てられないものなんです」

「そこまでしても相手のほんの一瞬の笑え顔がおとか、そういうので全部報われるものなのよ！」

　アリスとミンクは、同時にコトハへと迫る。

「あんたに王様やらせてあげるわ、コトハ」

「はい。一度、恋の楽しさを体験してみてください。参加するのは、シンマくんだけでいいです！」

「え、お、オレだけ？」

　どういうつもりなのか、と戸と惑まどうシンマ。

「おい、無もやるぞ！　無もシンマに命令してみたい！」

「あんたは黙だまってなさい！　メアリ！」

　アリスの命令にメアリは「御ぎよ意い」と答えて、すかさず無の首根っこを掴つかんだ。

「うわ、何するんだ！　やめろこのメイド！」

「少し大人しくしておいて下さいませ。お嬢様は恐らく、きちんと恋というものを理解した上で、対等な立場でコトハ様と戦いたいのです」

　そのまま捕とらえられ、無は動きを封ふうじられる。

「……シンマ様は宜よろしいのですか？」

「いや、オレは別に構わないけど……」

　コトハの問いかけにシンマは頷く。

「そうですか……。ですが私からシンマ様にご命令などと、そのような分不相応なことを」

　当とう惑わくするように、コトハはこちらから視線を逸らした。

「なに言ってんのよ、恋に相応も不相応もないんだから」

「そうですよ。それにシンマくんは、積極的にいかなければ何も分かってくれませんよ！」

　ミンクの台詞せりふにアリスは同意した。

「全くその通りだわ。ほんとにいつまでたっても、こっちが何をしてもスルー、スルー、スルーの連続。ここまできたら一種の芸よね！」

「ええ、本当に。わ、わたくしだって、色んなことやってるのに……！」

「やってるこっちが、馬ば鹿かみたいに思えてくるわよ！」

　二人は顔を合わせて、「ねー！」と言い合う。

「……あの、なんかごめんなさい」

　物もの凄すごい勢いで責せめられて、シンマはつい謝ってしまった。

「てかアリスもミンクも、本当は仲良いよな……？」

　前にも思ったが、どちらかが素す直なおになれば、親友にもなれる気がする。そんなことをシンマが考えていると、コトハが口を開いた。

「では、シンマ様。――一つ、お願いがあります」

「お願いじゃなくて命令、ですよ。コトハさん！」

　ノンエがそう訂てい正せいすると、彼女は頷いた。

「分かりました。それでは失礼ながら……ご命令を一つ」

「あ、ああ……なにかな？」

　ドキドキしてくる気持ちを抑おさえながら、シンマはそう尋たずねる。すると、

「行きたい場所があるのです。シンマ様をお連れしても構いませんか？」

「……え、どこに？」

「ご案内致します。ついてきて下さいませ」

　コトハは立ち上がると、部屋の出口へと歩き出だした。なんだか分からないが、要求に従うためにシンマはそれについていく。

「ちょ、ちょっと!?　なに勝手にシンマを連れ出してるのよ！」

「そ、それはさすがに想定外ですよ！　それにルール違い反はんです！」

　まさかそんな行動に出るとは思っていなかったアリスとミンクが止めに入る。が、

「貴女方はついてこないで下さい。メアリ＝シャーロット、無をお願いいたします」

　コトハは、厳然たる態度で、こう言った。

「――王様の、命令ですよ」




「いや……あの、コトハ？」

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしながら、シンマはそう呟いた。

　アルタイル社を出た後、どこかへと電話していたコトハは、それが済むとシンマの手を引いてここにやってきたのだ。

　ごくありふれたシティホテルで、巨きよ大だいなベッドが一つだけあった。それにバスルーム、トイレ、化け粧しよう台だいにテーブルと、特にこれといって特筆するべきものもない。

「一体ここでなにをするっていうんだ？」

　話があるだけならば、その辺の喫きつ茶さ店てんでも事足りるはずだ。それとも一見、なんでもないように見えるこの部屋に何かしらの意味が存在しているのだろうか。

「なあ、コトハって――うおっ!?」

　と呼びかけるために振ふり返ったシンマは、驚愕に目を見開いた。

　コトハがちょうど、スカートを脱ぬごうとしていたところだったからだ。

　既に上着の方は床ゆかに落ちており、可愛かわいらしい柄がらの下着が露あらわになっている。

「な、な、な、なに!?　どうしたんだ!?　暑いのか!?　れ、冷れい房ぼう入れる!?」

　慌ててエアコンのリモコンを探していたシンマであったが、コトハが言ってくる。

「いいえ、そうではありません、シンマ様」

「で、でも、だったらなんで……」

　必死で視線を逸らすシンマに、彼女は平然と答えた。

「書物によれば、恋こい人びととはこのような場所で性交に及およぶもののようです」

「せ、せいこう!?」

「セックスです」

「聞きたくなかった！　知ってたけど聞きたくなかった！」

　コトハはあくまでも真ま面じ目めな顔で告げてくる。

「これを体験することで私の迷いが本当に恋れん愛あいに拠よるものなのか。また、そうであるならばこの行為によりそれが解消されるのか、試ためしてみたいのです」

「いやいやいや！　無理！　無理だから！」

「ご安心下さい。私は既に準備が整っております」

「準備が出来てるから安心できないんだよ！」

　少しずつ近づいてくるコトハから、じりじりと逃げるシンマ。

「ひょんなことよりシンマ様に願いを聞き入れて頂けるという機会に恵めぐまれました。このような時がまた巡めぐってくるとは限りません。本来ならば許されぬことでありますが、何なに卒とぞ、ご容よう赦しや下さいますよう」

「ちょ……ちょっと待って、本気なのか、コトハ!?」

　尚なおも下がり続けるシンマではあったが、部屋はそう広くない。足首がベッドにぶつかり、「わっ！」と声を上げながら自らの体が倒たおれていくのを感じた。

「――はい、私は本気です」

　仰あお向むけになったシンマの上に、コトハが被さってくる。彼女の豊かな胸の感かん触しよくが、こちらに曰いわく表現し難がたい気持ちよさを与あたえてきた。

「それとも……私と性交なさるのは不ふ愉ゆ快かいですか？　シンマ様」

　微かすかについた吐と息いきと共に耳元でそうコトハから囁ささやかれ、首筋の肌はだがぞくりと粟あわ立だつ。シンマは自らの体温が、急速に上がっていくのを感じた。

「そ、そんなことはない……よ」

　このまま流れてしまっても問題はないのではないか。彼女が望んでいるのだから。

　そんな誘ゆう惑わくさえ、自分の中に頭をもたげてくる。

　間近にあるコトハの澄すんだ瞳が、形のいい唇が、ほのかに上気した頬ほおが。全すべてにおいて彼女の魅み力りよくを演出している。

　一つ屋根の下で暮らしてきた中で、コトハのことをなんとも思わなかったといえば嘘うそになる。彼女はあらゆるところが無防備で、何度もどきりとさせられたのだから。

　だがそれでも、シンマはコトハのことを過か剰じように意識しないように努めてきたつもりだった。自分の身を守る大変な役目を負った少女をそんな目で見てはならない。奈々と同様、家族と同じようにして接するべきだと。

　しかしこんな状況で、ずっと耐たえ続けるのは不可能だった。どうしても、御み守かみ紅こと刃はという人間を、一人の可愛らしい女の子として見てしまう。

（うっ……まずい。まずい、まずいぞ、オレ！）

　破は裂れつしてしまうのではないか。そう思う程、心臓が脈打ち続けている。体温が上がり続けているせいで頭がぼんやりとして、まともに物を考えられなかった。もういいんじゃないか。そう、もう一人の自分が言う。コトハが、女の子が、こうして積極的にきているのだ。応こたえてあげるのが、資格者であり、一人の男としての義務ではないのか。だから、もう、

（も、もう……。もう……ダメだ！）

　限界を超こえてしまうべきだ。そう、思った。思ってしまった。シンマは逸らしていた視線をコトハの方へと戻もどし、改めて彼女の表情を確認した。

　そして、目を見開く。そこからの行動は、速かった。シンマはコトハの肩かたを掴むと同時、そのまま逆に、彼女を押し倒す。更さらに、

「コトハ、ごめんっ！」

　そう言ってから、シンマは転がるようにしてベッドから床に落ちた。

　更に羽織っていたジャケットを脱いで放ほうり投なげ、手を上に掲げて言う。

「水よ――湧わきだせ！」

　激しい音と共に、生まれ出た水流を、シンマは頭上からまともに被った。肌を刺さすような冷たさが襲おそい、身み震ぶるいする。

「……シンマ様？」

　背後で不思議そうに訊きいてくるコトハ。シンマは濡ぬれた髪かみを掻き上あげながら、息をついた。何度か深呼吸する。どうにか、落ち着いてきた。もう大丈夫だ。

「……悪い。こうでもしないと、どうにかなっちゃいそうだったからさ」

　やがてシンマは立ち上がると、振り返った。コトハと向かい合う。

「迷いの正体を見み極きわめる。それはきっと……コトハにとって、必要なことなんだと思う」

　そして自分の上着を拾い上げると、それを彼女へと被せた。

「それを否定するつもりはないよ。でもさ、そうやって無理をするのはやめた方がいいと思う」

「私は、無理などしておりません」

　否定するコトハに、シンマは首を振った。

「コトハが自分の感情を出そうと頑がん張ばりだしてから、オレ、ほんの少しの変化でも見み逃のがさないようにしなきゃいけないって思ってさ。コトハのこと、よく見てたんだ。だから……分かるよ」

　コトハの頬に、そっと手を添え、

「さっき、コトハの顔を見て、無理をしてるって思った」

　シンマはしゃがみこむと、コトハと視線を合わせた。

「あのな。もしコトハが、その……恋をしているんだとしたら。それは、コトハが自分で育ててきた大切な感情だ。だから、そんな風に弄もてあそんじゃ、ダメだと思う」

　よく分からないのか、コトハは目をしばたたかせる。

「本に書いてあるからこうしなきゃダメだとか。誰かが言うからこういうものだとか。アドバイスを参考にするのはいいと思う。だけど言いなりになったら、勿もつ体たいないよ。コトハがコトハじゃなくなってしまう気がする。……違ちがうかな？」

「……私が、私で、なくなる」

　コトハは自分の手を見つめ、ぽつりと呟いた。彼女はじっとそのまま、何かを考えるようにして黙り込んでいる。

　シンマはコトハの上着やスカートを集めた。それを彼女へと、手て渡わたす。

「コトハは、ちょっと焦あせってるんじゃないかな。確かに一週間は短いし、何かをするのには時間が足りないかもしれない。でも、ちゃんとコトハなりのやり方で解決していこうぜ。アリスだってミンクだって、無だって。それにオレだっている。皆みんなでなんとかしよう。そうすれば、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　コトハはしばらく微び動どうだにしなかった。だがやがて、ほんのわずか、シンマの言葉を肯こう定ていするかのように顎あごを引く。そして彼女は受け取った服に、着き替がえていった。

　元の服装に戻ったところで、コトハはぽつりと言う。

「申し訳ありません。少々、我を失っていたようです」

「いや、いいよ。でも、コトハでもそんなことがあるんだな」

　そう言って少し笑ったシンマに、コトハはこう返してきた。

「はい。……私は、分からなくなったのです」

「分からなくなった？」

　ええ、と答えて。彼女は続ける。

「シンマ様、私は以前とは変わりました。道具ではなく、人として。シンマ様の使徒として生きよう。そう思ってから、少しずつ。ですが……叉道様にそれが己の【迷い】であると指し摘てきされた時。分からなくなったのです」

　シンマは、コトハの隣に座った。視線で、彼女に先を促す。

「本当にこれで良かったのかどうか。私はひょっとすれば、大きな間ま違ちがいを犯おかしたのではないか。そう思うようになって……」

「そんなこと、ないんじゃないか？　確かにコトハは、前とは随ずい分ぶんと違うようになったけど。でもオレはいいことだと思うよ」

「変わることを恐れてはいません。ですが、それに惑まどわされ、迂う闊かつな真似をするのではないか。そう、私は不安を覚えるのです」

「……海で話してたことか？」

　以前、コトハはこう言っていた。シンマの傍にいることで、些さ末まつ事に気を取られ、いつか大切なものを見失ってしまうのではないか。大命を忘れてしまうのではないか、と。

「はい。シンマ様はその時、仰おつしやいました。大切なものは絶対に失わない、と。私もそう思いました。しかしその大切なものを守るため、必要とされるものは、どうでしょうか。ひょっとしてこの手から零こぼれ落おちてしまったのではないか。……そんなことを思ったのです」

「変わることで、以前にはあったものが、自分から抜ぬけてしまったんじゃないか。……そういうことか？」

　コトハは、こくりと頷うなずいた。

「私にとって、人になろうとすること以上に、シンマ様をお守りすることは大事なことなのです。しかし、恐らく二つを両立させるためには私に何かが足りていない。叉道様はそれを見み抜ぬかれ、迷い、であると仰られた。恐らく、それを見つけてみせよ、ということなのでしょう」

　だがそれがなんなのかが、コトハには分からない。

「そんなことを考えるうち、自分の中にある霧きりがかかったかのような想おもいに気がつきました。もしやこれがそうなのではないか、そう思ったのですが……」

「それが恋だった、ってことか」

「ご迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳ありません。ですが……私は、強くなりたいのです」

　そっと拳こぶしを握にぎりしめ。コトハは言った。

「シンマ様の使徒となり、お傍で戦えば戦うほどに、自分の未熟さを知りました。故ゆえにより強い力を得て、どんなものをも守れるほどになりたい、そう思ったのです。シンマ様が安心して日々を過ごされるよう、何のためらいもなく背中を預けて下さる程に」

「……コトハ」

　彼女が、何かを悩なやんでいる、ということはなんとなく分かっていた。しかし、まさかそこまで思いつめていたとは。

「……ごめんな。オレなんかのために」

「シンマ様がお謝あやまりになられることはありません。全て私の不徳の致すところです」

　コトハは静かに腰こしを上げる。

「シンマ様の仰る通り、人に習ったところで解決できる問題ではないのかもしれません。残る時間もそうありませんが、私は私なりに考えるつもりです」

「……大丈夫か？　協力、するぞ？」

「いいえ。これは私の問題です。あらゆる選せん択たくを考え、一番有用なものを手にとる。……そのつもりです」

　一礼し、彼女は言う。

「シンマ様にはもうご迷惑をおかけ致しません。ありがとう、ございました」

　頑かたくななコトハの態度は、もはや、何者の意思も介かい入にゆうする余地もなく。

　シンマはただ、こう返した。

「分かった。……コトハが、自分にとって一番いい選択が出来ることを願ってるよ」




　その日の夕方、シンマはコトハ、無と共に帰宅した。玄げん関かんの扉とびらを開いた途と端たん、こちらに向かって影かげが飛びかかってくる。

「にいくんっ！　遅おそかったじゃないか！　奈々寂さびしかったぞ！」

「お、おお、奈々……！」

　自らの懐ふところに飛び込んできた最愛の妹に、シンマは思わず感かん激げきの涙なみだを流しそうになる。

「すまん……！　出来の悪い兄ちゃんで、すまん！　これからはもう、離さないぞ！　絶対に離さないぞ！　二十四時間ずっと一いつ緒しよにいようなああ！」

「それはにいくん、プロテインの心臓だぞー！」

「それを言うならプライバシーの侵しん害がいだ、前より間違ってるじゃないか！　もう既すでに新しい筋肉増ぞう強きよう剤ざいの商品名みたいだー！　あはは！　奈々ー！」

「あははは、にいくーん！」

　シンマはその場で奈々とぐるぐると回り続けた。日鎖家にとっては日常の風景である。

「奈々、もうそれくらいでいいだろ、無は腹が減ったぞ」

　むっとしたような声で、無がそう言って玄関に上がった。

「無、その口の利きき方かたはなんですか。シンマ様と奈々様に謝罪なさい」

　無の脱ぎ散ちらかした靴くつを揃そろえていたコトハはそう言って注意する。だが、彼女はぷいと顔を背そむけるだけだった。

「あり、無はなんかご機き嫌げんヒラメか？」

「陽気な魚じゃなくて、ご機嫌斜ななめな、奈々。だから謝ってるだろ、無……」

「ふん。別に無は怒ってない！　お菓か子し！　お菓子はどこだ！」

　そのままリビングに行くと、無は戸と棚だなをがさがさと探し始めた。

「あ、無、奈々の『うんまい棒』はとっちゃダメだからなー！」

　シンマから飛び降りると、奈々は急いで自分のお菓子を確保しにいく。二人は互たがいに、競きそうようにしてスナック菓子を取り合い始めた。

「こら、どっちにしろ晩ご飯の前だからダメだ！　後にしなさい、後に」

　シンマが怒ると、無は「シンマうるさい！　今日、無はやけ食いだ！」とそのまま二階へと上がっていってしまった。

「あー……まあ、今日はしょうがないか」

　腕うでを組み、シンマは苦く笑しようする。無はどうやら、置いてけぼりにされたことが非常に気に食わなかったらしく、ずっとあの調子であった。

「申し訳ありません、シンマ様。後で叱しかっておきますので」

「そこそこにね。オレたちだって悪いところあるんだしさ」

　コトハは、シンマの言葉にはい、と答える。

「さて、じゃあご飯にするか……。奈々、なに食べたい？」

「舟ふな盛もり」

　幼い妹から出た渋しぶいチョイスに、シンマはがくっ、ときた。たまたまテレビで美味おいしそうな刺さし身みの盛り合わせが映っていたので、それを見て言ったのだ。

「それは兄ちゃんの腕じゃ無理だな……」

「じゃあ、ハンバーグ！　コトハ、ゲームしようぜー！」

　奈々はいつものようにコトハの手を引っ張って、居間に連れて行こうとする。が、

「あ、そうだ、にいくん。今日の昼なー、にいくんの知り合いだって人がきたぞ」

「ん？　オレ？　誰？」

「いないって言ったらすぐ帰っちゃった。また夜に来るって」

　首を傾かしげながらも、シンマは「分かった、ありがとう」と伝える。奈々は「どう板前マスター」とまた間違えながら、コトハと共にリビングを後にした。

「どういたしまして、だろ……。そろそろ本格的に言葉を教えていくしかないなあ」

　困ったものだとシンマはため息をつく。そして、リクエスト通りハンバーグを作るための材料を確かめようと、冷蔵庫へと赴おもむいた。しかしそこで、

　ぴん、ぽーん。

　という、出来の悪い楽器のような音を聞いた。

「奈々の言ってたお客さんかな……」

　廊ろう下かに出て玄関まで歩き、突つっ掛けを履はいてドアの鍵かぎを開ける。

「はいはい、どなたですかー」

　開けた瞬しゆん間かん、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「やあ、少年」

　長い髪に、幼い顔つき、そして小さな体にそぐわぬ大きな胸。谷間を剥むき出しにした着流しスタイルに、羽織った半はん纏てん。

「し……叉道さん!?」

「そう、叉道さんだよ。元気してたかい？」

　微ほほ笑えみながら、着流しの袂たもとに手を入れてその少女――叉道呉葉は首を傾げた。

「ど、どうしたんですか!?　ていうか、こんな里まで下りてきて……！」

「里まで下りてって、野生の熊くまじゃないんだから。あたしだっていい歳なんだから、電車使う頭もありゃ、タクシー利用するお金だってあるんだよ」

「そ、そりゃそうですけど……どうしてわざわざここまで」

「いやぁ、君たちと会ったら久方ぶりに街に出てみたくなってねえ。ちょいとさっきまで、飲み屋をぶらついてたんだけどね」

　呉葉は眉まゆ根ねを上げて、「だけど困ったことにねえ」と言う。

「どの店に入ってもあたしに酒は出せないって言うんだよ。失礼だと思わないかい？　だから手て持もち無ぶ沙さ汰たになっちゃって、腹も減ったし、なんか食わしてもらえるかと思ってついでに寄ったんだよ。リュウガっちから家の場所は聞いてたしね」

「……いや、それはあの」

　当たり前だと思う、という台詞をシンマは飲み込んだ。どう見ても外見が中高生くらいにしか見えない少女を、しかも一人で、平気な顔で迎むかえ入いれる店などあるまい。

「ま、そういうわけで良かったら飯でも奢おごってくれないかい」

「いや、それは別に構いませんけど」

　一人分増えるくらい訳はない。しかし突とつ然ぜんすぎる来客にシンマが困惑していると、

「おや、なんだい。あ、もちろんタダで食べるつもりはないよ。あたしもこれで社会人だからねえ。その辺りの礼れい儀ぎはきちんとしているよ」

　そう言って呉葉は足元に置いていた瓶びんをとった。それをシンマへと突き出してくる。

「ほら、純米大だい吟ぎん醸じよう『紅くれない誉ほまれ』だよ。これがまた辛から口くちのいい酒なんだ。御守の家にあったのをかっぱらって……もとい、恣し意い的てきな都合で一方的に頂いてきた」

「難しく言ってますけど、要するに勝手に持ってきちゃったわけですね……。ええと。それは、ありがとうございます。でも、すみません。うち全員、未成年なんで」

　頭を掻いてシンマがそう詫わびると、呉葉は目を丸くして、

「あれ、そうだったかい？　もったいないねえ。あ、じゃあ、あたしが責任もって全部呑のむよ。うん、これで解決だ。良かったねえ。はっはっは！　じゃ、お邪じや魔ましまーす」

　そう言うと、履いていた雪せつ駄たを脱いでずかずかと上がってきた。

「……初めからそのつもりだったんじゃないか？」

　一いち抹まつの疑問を覚えつつも、シンマはそれについていく。

「叉道様？　どうなさったのですか？」

「やあ、コトハ。その後、どんな感じだい？　迷いは晴れたかい？」

　声が聞こえたのだろう。リビングまで戻ってきたコトハは、突然の呉葉の訪問にわずか驚おどろいたような表情をとった。そんな彼かの女じよに呉葉は手を上げる。

「いえ、まだ……申し訳ありません」

「そうかい。ま、ゆっくりやればいいよ。やぁ、お嬢じようちゃん、こんばんは」

　後からやってきた奈々は、呉葉に頭を撫なでられながら言った。

「あ、にいくん、この人だよ。お昼にきたの。二度目ましてー」

「……そうだったんですか？」

　シンマの問いかけに振り返かえり、呉葉は舌を出す。

「おや、しっかりしたお嬢ちゃんだ。バレたか」

「本当はついでとかじゃないんですね。何か御ご用ようだったんですか？」

「ま、そのことは後だ。まずは飯、飯」

　呉葉は笑って、シンマの下から去って行った。




「いやぁ、食べた、食べた。少年、君は料理が上う手まいねえ」

　腹を摩さすりながら、呉葉はご機嫌な調子で口笛を吹ふく。

「ありがとうございます。一応、家事担当なもので」

　シンマは、軽く頭を下げた。夏の生ぬるい風が、体をそっと撫でては通り過ぎていく。

　今、シンマは呉葉と二人きりで、近くにある公園にいた。

　夕食後、不ふ審しんがる無を適当にやり過ごしながら山ほどご飯を食べた呉葉は、コトハにシンマと一対一で話がしたいと申し出た。護衛役であるコトハはそれを拒こばんだが、シンマもわざわざ家にまで来た呉葉の目的が知りたく、少しの間だけだから、と彼女を説得した。結局、もしもの時は自分がシンマを守る、と約束した呉葉の言葉を最後にコトハは折れたのだが。

「聞いたよ。両親が亡なくなって以来、実質、一人で妹を育ててきたんだって？　偉えらいねえ」

「別に大したことじゃありませんよ。オレがやりたかったからやったんです」

「……へえ、そうかい。自分がやりたかったから、か」

　意味ありげに呟つぶやいて、呉葉はベンチに腰こし掛かけた。

「あの後も色々と君のことを聞いたよ。【夜明けの星々ロート・グランツ】と【エターナル】、両方から誘さそいをかけられてるのに、断り続けてるんだってね」

「ええ、まあ、オレはどっちにも所属するつもりはないんで……」

「それが君の強さ、かい？」

　不意に問いかけられて、シンマは呉葉の方を向く。

「日鎖心しん真ま君、君はこの上なく強固な意志を持ってるね。何が何でも平へい凡ぼんに生きたいという、意志を。それ故に、資格者の力を持ちながら、今もこうしてごく普ふ通つうに暮らしているのかい？」

「……まあ、そうですね」

「そうかい。それはすごいことだ。簡単なように見えて、実際、誰だれにでも出来ることじゃない。若者は大きな力の魅力には抗あらがえず、我を忘れて振り回まわされてしまうことが多いからね。……いや、大人だってそうさ。そういう意味じゃ、君はあたしと同じなのかもしれない」

「呉葉さんと、ですか？」

　シンマの言葉に、呉葉は微笑んだ。

「もう完成されちまってるのさ。己の在り方ってやつがね。だからどんなものが相手でも、迷うことがないんだ。その必要がないからね」

　自分はそんなに大した人間ではない。シンマはそう言おうとしたが、やめておいた。否定したところで、呉葉はとりあわないだろうと思ったからだ。それだけ、彼女の言葉には確信的な響ひびきがあった。

「しかし、そうなると――コトハが君に惹ひかれる理由も分かるねえ」

「……知ってたんですか？」

「コトハが【恋】をしているってことを、かい？」

　余りにもあからさまに尋ねられて、シンマは言葉に詰つまる。それを見て呉葉は笑った。

「若いねえ。……ま、そのことは置いておこう。あの子と出会った時ね、気付いたよ。以前まであった、恐ろしいほどに研とぎ澄まされた鋭するどさが失うせている……ってね」

「それは、その――コトハがいわゆる、道具じゃなくなってる……ってことですか」

　さすがに、平気で口にするのには躊躇ためらいがあった。そんなシンマに呉葉は頷く。

「刀で言えば刃が錆さびている……とまでは言わないけど、そうだね、ひどく曇くもっていた。そして隣となりにいる君を見て思ったよ。ああ、彼かれのせいか……ってね」

「ど、どうしてオレなんです？」

「はっきりとは分からないんだけどね。あたしには見えるんだよ。人と対した時、そいつがどういう生き方をしてきたのかが、雰ふん囲い気きでね。で、君のそれは余りに真まっ直すぐで、それ故に、他に光を与えてしまうものだ。……そう思った」

　呉葉は着物の袂に手を入れて、息をついた。

「間違いなくコトハの周りにはいない人間だ。だから、彼女が変わったとすれば君以外をおいて考えられない。そういうことだ」

「……そう、ですか」

「実を言うと、今日ここにきたのは、そのためでね」

　シンマは目をしばたたかせた。呉葉が口を開く。

「コトハの迷い。……まだ正体は見つかっていないんだろう？」

「……ええ、はい」

　嘘をついたところで仕方がないことだ。それに、なぜかシンマは呉葉の前では一いつ切さいの隠かくし事ごとが無む駄だのような気さえしていた。

「だろうと思ったよ。だから、少しヒントをあげようかと思ってね」

「ヒント……ですか？」

「リュウガっちには怒おこられるかもしれないけどね。あたしは別に、コトハだったら試練なんかなくても、刀を譲ゆずったっていいと思ってるんだ」

「それは、叉道さんがあんまりそういうことに頓とん着ちやくしないからですか？」

「それもある。けど、それ以上に……コトハ、あの子には才能があるからさ」

　呉葉は空を、仰いだ。

「今はまだ足りないところもあるけど、あの子はきっと、すぐに今以上の強さを手に入れる。――もしかしたら、あたしを大きく超えるほどのね」

　シンマは、驚きに声を失った。あれほどの腕を持つ呉葉を凌しのぐほどの才が、コトハの中に眠ねむっているというのだろうか。

「だからこそ、勿体ないと思ったのさ。このまま、もし、迷いを持ったままであたしと再試合をしても、あの子はきっと合格しない。それはとても勿体ないことだ。あたしはあの子があたしを超えるところを、この目で見てみたいんだよ」

「だから……あんなことを言ったんですか」

　その通り、と呉葉は口元を緩ゆるめる。

「だけどちょっとばかり、あの子の迷いは自分じゃ解決しにくいことだからね。せめて助言くらいは出来るかと思ったんだ」

「でも、それじゃあ、なんでオレに？　コトハに伝えた方がいいんじゃないですか」

「それじゃあちょっと甘あますぎる。だから、君に言うだけ言って、それをあの子に教えるかどうかは任せようと思ったのさ」

「そんなの、言うに決まってるじゃないですか」

　コトハの力になることであれば、躊ちゆ躇うちよなどしない。そう思って言ったのだが、呉葉は「どうかな」と呟いた。

「もしこれを聞いたら、君はひどく困ることになるだろうからね」

「……どういうことです？」

「少年。コトハは、人になろうとしているね？」

　シンマの問いには答えず呉葉はそう返してくる。一いつ瞬しゆん、黙だまったシンマであったが、しばらくしてから頷いた。

「やっぱりそうか。恐おそらくは君の影えい響きようだろうね。ただ……それは余り、あたしはお勧すすめしないな」

「ど、どうしてですか？　あなたもコトハは道具であるべきだって、そう思うんですか？」

「…………少年」

　ぽつりと。そう、呉葉は呼びかけてくる。

「人になる、ということは、どういうことか分かるかい？」

「……。オレだってそんなに長く生きているわけじゃないから、大したことは言えませんが。守るべきものを持つ強さを手に入れるってことじゃないですか」

　シンマは、そんな彼女にそう返した。

「大切な人や、失いたくないもの。それを守ろうとする強さを持つことじゃ」

「そう、その通りだ。ま、人だけに限らないけどね。自ら以外のものに情を注ぎ、それを愛いつくしもうとすること。それが生あるものの強さだ」

　だけどね、と。呉葉は続けた。

「それは同時に――弱さでも、あるんだよ」

　寒気が、走る。いつのまにかシンマの喉のど元もとに、短刀が突き付つけられていたからだ。無論、仕し掛かけてきたのは呉葉である。

「叉道さん、なにを……!?」

「もしあたしがここで、君に命令したとしよう。殺されたくなければ、コトハを元の道具のような存在に戻せと。……そうしたら、君はどうする？」

「そんなの……従えるわけ、ないじゃないですか」

「なるほど。そういう者は確かにいる。心の強い人間は、得てしてこんな脅おどしには屈くつしないものだ。あるいは少年の場合、嘘をついてこの場を逃のがれ、後でどうにかして打開策を編み出すかもしれない。でも――これが君の妹だとしたら、どうする？」

　シンマは、目を見開いた。喉のどが詰まり、言葉が出ない。

「君の妹を殺されたくなければ、こちらの言うことに従え。そうなれば君はどういう選択をする？　抗ってこちらを倒すか？　それもいいだろう。だけどもしそれが失敗したら？　現実は得てして厳しいものだ。あっさりと妹は血の海に沈しずむかもしれない。さあ、少年。これは大変だ。君は――どうするのが正しいと、自分で思うかい？」

「……それ、は」

　想像しただけでも、気分が悪くなる。もし奈々がそんなことになれば。シンマは正気を保っていられる自信がなかった。

「……そう。大切なものを持つこと。それは強さだ。時にそうでない者の何倍もの力を得ることもある。だけどそれと一緒に、最大の脆もろさも抱かかえることになるんだよ」

　短刀が引かれる。鞘さやに収めると、呉葉はそれを腰へと差した。

「御守の家が代々、護衛となる時は道具となるべし、と教えてきたのは伊達だてや酔すい狂きようじゃあない。使命を受ける内は人をやめろ。何にも捉われるな。誰も信用するな。愛するな。望むな。欲ほつするな。ただ使われるだけの刃と化せ――それはね。人でなくなる代わりに得た確かな強さだ」

「…………でも」

「コトハの剣けんに迷いがあるのは、人になろうとする過程で得たその脆さに、彼女自身が戸と惑まどっているからさ」

　シンマが何かを言う前に。腰を上げると、呉葉はふらりと歩き出だした。

　月明かりの下で、その小さな体が朧おぼろに浮うかび上がる。

「もし元の彼女のままであったら……きっと、そんなこともなかったろうねえ」

　手を上げると、呉葉はそのまま、立ち去ろうとした。

「……待って下さい、叉道さん。それなら、あなたはどうなんですか」

　足を止めた彼女の背に、シンマは問いかける。

「あなたは生き生きとしてるじゃないですか。だったら、コトハだって……！」

「そう思うかい？　嬉うれしいねえ」

　こちらを振ふり向むき、呉葉は、薄うすく笑った。

「――人を化かすのは、昔から得意でね」




　そして時は過ぎ、コトハが再び試練に挑いどむその時まで、後一日となった。

　しかし依い然ぜんとして彼女は、自らの迷いを振り切きることは出来ていないようだ。

　だがどうすればいいのか、シンマには見当もつかなかった。

「大丈夫、ですかね……」

　隣を歩くミンクがそう零す。彼女の手には買かい物もの袋ぶくろが下がっていた。

　夕飯の材料を購こう入にゆうするため、シンマはコトハと共に外へ出たが、偶ぐう然ぜん同じタイミングで隣の家からミンクが現れたのである。彼女もまた目的は同じであったため、近くのスーパーで事を済まし、帰宅している最中だった。ちなみに奈々と無は観みたいテレビ番組があるそうで、家で留守番をしている。
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「どうだろうな……。力になってやりたいけど、これ以上はどうすればいいのか、オレにも分からないんだ」

　シンマはそう言って、少し前を歩くコトハを見た。彼女の表情や態度は、いつも通りのようにも思える。が、その胸中がいかなるものかはシンマにも計りかねた。

「せめて何か、ヒントでもあればいいんですけど」

　ぽつりと呟くミンクの、その言葉にシンマはどきりした。

　ヒントなら、ある。数日前に叉道から言われたことだ。だが、

（コトハが元の自分にならなければ絶対に勝てないなんて……本当に言っていいのか？）

　せっかく彼女は、連綿と受うけ継つがれてきた宿命という名の鎖から抜け出したのだ。そして己おのれの意思で生きることを決め、少しずつではあるが、理想に近付いてきている。

　だがここで、彼女の求める強さを得るためには、それらを捨てなければならないと知ったら。今までのコトハの努力はなんだったのか。

　それを思うと、やはりシンマの口から彼女に伝えることは出来なかった。

　だが他に、何か有用な方法があるのかと自分に問うても答えは出ない。

「コトハの力になってやりたいな……」

「……シンマくん」

　自らの手を握り締しめ、シンマがそう言うと、ミンクは微笑んだ。

「そうですね。少しズレたところはありますが、彼女はずっと、一いつ生しよう懸けん命めいでした。シンマくんの傍で、どんな命令にも従って戦うその姿は、正直羨うらやましいくらいです。だからこそ……何か助力出来れば良いのですが」

「ありがとう。ミンクは優やさしいな」

　そう声をかけたところ、彼女はわずかに頬を染め、小さく首を振る。

「そ、そんなことないです。そう考えるどこかで、彼女が一番シンマくんの近くにいることが悔くやしいって、そう思う自分だっているんですから」

「……うん。いや、その」

　そればかりは、なんとも答え辛づらいところだ。シンマは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かして鼻の頭を掻かいた。

「……あ、いたいた。シンマ！」

　と、そこで思わぬ人物に出会う。アリスとノンエ、レイが手を振りながら、向こうから走り寄ってきた。

「あれ、アリス。どうしたんだ？」

「どうしたんじゃないわよ。あんたのところに行ったら、スーパーまで出かけたって言うから、追いかけてきたんじゃない」

「何か用だったか？」

「……あんたも呑のん気きねえ」

　呆あきれたようにアリスは腰に手を当て、大きくため息をつく。

「な、なんだ。なにか忘れてるか？　オレ」

　ひょっとして彼女と約束でもしていただろうか、とたじろぐシンマ。

　そんなシンマをアリスは、怒ったように睨んできた。

「あのねえ！　明日はその……あれでしょ？　こいつの試練なんでしょ？」

　と、そう言って彼女はコトハを指差す。

「あ、ああ、そうだけど……」

「あ、ああ、そうだけど……。じゃないっての！　その……だったら、こんなところでのんびり買い物なんかしてる場合じゃないんじゃないの？」

「そ、そりゃそうだけどさ。他に何かやれること、あるのか？」

「ないけど！　ないけど、その……なんかあるでしょ!?」

　ずい、と迫せまってくるアリスに圧あつ倒とうされ、シンマは一歩退く。

「どうしたんだよ、一体……」

「分からないか、シンマ。アリスは心配しているのだ」

　レイがやれやれといった感じで言ってきた。

「そうですよぅ。コトハさんの大事な試練なんでしょう？　アリス様ったら、昨日から大丈夫かしら、上手くいくかしらって、そう言っては唸ってたんですから」

　ノンエが「それなのにシンマさんってば、のんびりしてるんだから」と指を振る。

「あ、こら、あんたたち！　余計なことは言わなくていいのよ！」

　焦った様子で、アリスは手を振る。

「べ、別にそういうわけじゃないし！　ただ……その、結構、悩んでるみたいだったから、ちょっと気になっただけよ！」

　その後で彼女は紅潮した顔で、シンマとコトハの方を交こう互ごに見た。

「うちのメアリとのことが、原因みたいだったし。それで、こう、だから……ああ、もう！」

　自分でも言いたいことがまとまらなくなってきたのか、髪かみをくしゃくしゃにしてアリスは叫さけんだ。

「とにかく！　なんとかなったわけ!?　迷いだかなんだか分からないけど、それは晴れたの!?」

「ご心配ありがとうございます。ですが……未いまだ解決出来てはいません」

　ゆっくりとアリスに向かって頭を下げるコトハ。

「それでさっきも、なんとかなればいいんですがってシンマくんと話してたんですよ」

　ミンクの言葉にシンマは頷いた。

「ああ。……それにしても、アリスまでそうやって気を遣ってくれるなんて、なんかオレ嬉しいよ」

　出会った頃ころはいがみ合ってばかりであった彼女たちであったが、互いを思いやるくらいに仲が深まっているということなのだろうか。シンマは口元を綻ばせる。

「ばっ、そ、そういうことを、さらっと口にするんじゃないわよ！　違うからね!?」

「はいはい、ちょっと気になっただけなんですよね。分かりました、分かりました」

　必死で言い訳するように大声を出すアリスに、ミンクは手を叩たたいた。

「なによ、その子どもをあやすような言い方は！　馬ば鹿かにしてるわけ!?」

「してませんよー。アリスは良い子だなって褒ほめてるんじゃないですか」

「そういうのを世間じゃ馬鹿にしてるっていうのよ！　なに大人ぶってんの!?　あんたなんかねえ、未だにぬいぐるみ抱かなきゃ眠れない癖くせに！」

「な、なぜそれを知っているんですか!?」

　思わず、といった感じでそう返したミンクは、その後ではっと自らの口を手で塞いだ。

　それを不思議そうに眺ながめていたアリスであったが、やがてにやりと笑う。

「ほほーん？　なーるほど。適当にカマかけてみたけど、ひょっとして本当にそうだったのかしらー？」

「そそそ、そんなこと、なな、ないですよ！　ああ、ありえません！」

　ミンクは、言外にアリスの問いかけを肯こう定ていしているかのような、どもった口調で答えた。

「あら、そうなの？　ふうん。ま、どうせあんたのことだから趣味の悪ーい、サトクダマキモドキみたいな虫のぬいぐるみでしょうけど」

「なんですかそのいるんだかいないんだか分からない虫は！　クマさんに決まってるじゃないですか！」

　反射的に口にしてしまい、ミンクはその場で固まる。アリスは弾かれたように笑った。

「あははははははははは！　クマ！　さん！　クマさん！　さん付けー！」

　みるみるうちに下から上がってきた赤が顔を覆い、ミンクは地面に手をついて落ち込んでしまう。

「き、気にするなよ、ミンク。可愛かわいいじゃないか、な？」

　慰めようと肩かたに手を置くシンマだったが、彼女は「し、死にたい……この場で泡となって消えてしまいたい」とぶつぶつ呟くだけだった。

「ねぇ、二人とも、聞いてた？　いい歳とししてぬいぐるみ抱だいて寝ねてるんだってー！」

　そう言ってレイとノンエを振り返ったアリスだったが。

「うむ、さすがのアリスも去年でやめたというのにな！」

「でもたまに寝ぼけて部屋にあるやつ抱きしめてますけどねー。猫ねこさんだにゃー、とか言って。可愛いです！」

　二人の台詞せりふに、先ほどのミンクと同じく石像と化した。

「あ、アリスだって一緒じゃないですかー！」

　即そく座ざに復活したミンクが反撃にかかる。

「なな、なによ！　去年までだって言ってるでしょ!?　今はもうしてませんー！」

「寝ぼけて抱いてるってことは、無意識じゃやりたがってるってことじゃないですかー！」

「そ、そんなことありませんー。ミンクとは違ちがいますー」

「一緒ですー！　わ、わたくしだってそろそろやめようかなって思ってますー！」

「そ、そんなこと出来ませんー！　あんたは子どもだからですー！」

「猫さんだにゃー、とか言ってる人に子どもって言って欲しくありませんにゃ――！」

「喧けん嘩か売ってんのかあんたはー！」

　アリスが飛びかかるのに、ミンクは逃亡しつつ、「にゃーにゃー！」と言い続けた。

「……どっちも子どもじゃないのか？」

　冷静なシンマの分析を、聞く者はいなかった。

「……ともあれ、二人にも無用な心配をかけているようで面目ありません。明日までにはどうにかしなければならない、と思うのですが」

　コトハが言って、俯うつむいた。シンマは彼女に向かって、首を振る。

「焦あせっちゃダメだ。そりゃ、時間もないけど……だからと言って、気ばかり逸はやってもしょうがないよ」

「ええ……そうですね。申し訳ありません、シンマ様」

「別に謝るようなことじゃないって」

「ですが私はシンマ様に、ご面めん倒どうばかりおかけしています。せめてこのようなことくらい、容易に終わらせようと思ったのですが。……却って余計なご負担をかけているのではないでしょうか」

　コトハは顔を上げ、こう言った。

「――この間も、ホテルに連れ込むなどという真ま似ねをしてしまいましたので」

「こ、コトハさん!?」

　その台詞に、もみ合っていたアリスとミンクは、ほぼ同時にぴたりと動きを止めた。

「ほ、ホテル……？」

「シンマ、コトハとホテルなんて行ったわけ!?」

　ぎろり、とそれぞれ二人に睨にらまれて、シンマはびくりと体を竦すくませる。

「い、いや、あれはなんていうか不可抗力で。な、なあ、コトハ!?」

「はい。私がシンマ様を強ごう引いんにお連れしただけです」

　コトハは弁解するようにそう述べて。

「性行こう為いへ、及およぶために」

　火に油を注いだ。

「…………」

「…………」

　時は停止する。

「シンマくん……？　一体全体、どういうことなのですか？」

「説明してもらえるわよね……？　きっぱりはっきり詳しく、説明してくれるわよね？」

　ずい、ずい、と、アリスとミンクは寸分の違いなく、同じ歩幅でこちらに迫ってくる。

「ちょ……あの、いや、二人とも？　それは、ちょっとした誤解というやつですよ？」

　蛇に睨まれた蛙かえる。いや、ライオンを前にしたネズミとはこんな気分なのだろうか。二人の背中に、黒々としたオーラのようなものが立ち上っているのが見える気がした。

「あーら、誤解なの。それはぜひ聞きたいわねえ。どのような感じの誤解なのかしら？」

「それは本当にわたくしたちを納なつ得とくさせられるだけの誤解なのですか？　シンマくん」

　普ふ段だんならオロオロとしているミンクまで、にこやかな笑え顔がおの端はし々ばしに怒りを滲ませている。

「だから、何もしてないんだって！　す、すぐ帰ったし、なあ、コトハ!?」

「はい。私が服を脱ぎ、このような行為に及ぶのは不ふ愉ゆ快かいかと尋たずねると、シンマ様はそんなことはないとお答え下さいました。そのしばらく後、私は服を再び着用してから、シンマ様と帰宅したのです」

「コトハさん、上手い具合に大事なところが抜ぬけてないですか!?」

　それでは二人の怒りを増幅させるだけだ。

「あーら、随ずい分ぶんと可愛がっていたみたいねえ」

　アリスは微笑みを浮かべながら、ばきばきと拳こぶしの骨を鳴らした。しかしそんな彼女に対し、ミンクは天使のように愛らしい声でこう言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、わたくしは信じていますから。シンマくんのことです。そんな不埒な真似はしないはずです」
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「み、ミンク！　ありがとう！」

「だから正直に教えてください。――どこまでナニをしたんですか？」

「どこにもいってないしナニもしてないよ！　全然信じてねえ！」

　これは限りなく窮地だ。二人もきちんと説明すれば納得してくれるだろうが、今は頭に血が上っている状態でなにを言っても無駄だろう。どうすればいい、とシンマはあたふたと辺りを見回して、

「……あ、あー！　いっけねー！」

　我ながらわざとらしい声を出した。頭を自分で叩いて、

「さっきのスーパーで買うの忘れてるものがあったんだー！　あそこで買ってくる！」

　近くにあったコンビニエンスストアを指差した。

「と、いうわけでコトハ、一いつ緒しよに来てくれ！　じゃあな、二人ともー！」

「あ、待ちなさいよ、シンマ！」

「し、信じてます！　わたくし、シンマくんのこと、信じてますよ！　だから戻もどってきて一から話して下さいー！」

　二人の台詞を背に、シンマはコトハの手を引いて、コンビニへと駆け込んだ。

「……っ、はあ、はあ……！　あ、危なかった……なんだか分からないけどすげえ危なかった……！」

　曲げた膝ひざに手をつき、荒あらい息を繰くり返す。

「……あの二人は一体どうしたのでしょう？」

　きょとんとしたまま振り返るコトハ。彼女の場合、これが素なのが困るところだ。

「ま、まあ、ちょっと気持ちの行き違いがあったってことで……」

「そうですか。難しいものですね。……ところでシンマ様、ここでなにを？」

「ん、ああ、そうだな」

　勢いで入店したものの、本当は買い忘れたものなどない。かと言って、今、コンビニを出ればどんな目に遭うか分からなかった。

「奈々と無のお菓か子しでも買って帰るか……」

　シンマは適当に、店内を物色するため歩き出した。二人が好きそうなものを手にとり、値段を見比べて悩なやむ。

「無の分は購入する必要はないかと思います。彼女は少し、甘味類を取り過ぎの傾向がありますので」

「確かにそうだな。あいつ、ほっとくと延々食べてるからなあ」

　無の背では届かないような収納棚だなや、押おし入れに仕し舞まったりと対策はとっているのだが。そこはそれ、稀代の格闘家、幻狼シイ・レアンの名を継ぐだけのことはあり、彼女はそのどれもを優れた嗅覚と身体能力で手に入れてしまう。完全に能力の無駄遣いだとは思うのだが。

「まあ、でも奈々にだけ買うっていうのもなんだな……」

　と言いながら、シンマが二つのチョコ菓子を手に取りながら首を傾かしげていると、メロディが鳴なり響いた。

　振り返ると、入り口から新しい客が入ってきたところだ。入店時に音が鳴るように出来ているのだろう。

　背はシンマより低いが、同じ歳くらいの少年だった。帽子を目深に被っているためか顔ははっきりとしない。だぼっとしたシャツの上からジャケットを羽織り、着古したようなボトムズを穿はいていた。特に注目することもなく、そのままシンマは視線を逸そらして品定めを再開する。

「この辺りなら安くて手頃かな？　おまけもついてるしさ」

「奈々様ならお喜びになられるかと思います。シンマ様、どうしても無の分まで買うのであれば、お代の方は私がお出ししますので」

「いや、いいって。それくらい大した出費でもないし」

「そういうわけには参りません。彼女は少しシンマ様の好意に甘え過ぎている面がありますので、もう少し自立心を育てるために私が……」

　と、シンマがコトハと会話を交わしていたその時だった。

「……大人しくしろ！」

　鋭い声と共に、店員の悲鳴が聞こえた。何事かとそちらを向き、シンマは目を見開く。

　少年がナイフを抜き、それをレジにいる店員に突き付けていたのだ。大きめのデイバッグを放ほうり投なげる。

「この鞄にレジの金を入れろ。早く！」

　まだ声変わりがしていないのか、その高い声は見た目よりも若さを思わせる。だがそんな呑気なことを考えている場合ではなかった。

「ご、強盗……？」

　間ま違ちがいなく、そうだろう。すごい場に居合わせてしまった。どうしたものかと思案に暮れていると、少年がこちらを振り返った。ばっちりと目が合う。

「おい、そこのお前！　こっちに来い！」

「え、お、オレ!?」

「オレが出て行った後にこいつが警察呼ぶかもしれないだろうが。人質になれ！」

　少年はナイフの柄えで店員を指し、刃の切っ先を突き付けてくる。

「い、いやぁ、それはどうかなあ。そうとは限らないんじゃないかなあ……」

「ふざけんな！　お前の意見は訊きいてないんだよ！」

　全くもってその通りであった。しかし、大人しく言うことを聞くわけにもいかない。

「あ、あのさあ、強盗って結構、割に合わない犯罪だと思うんだよねえ。大体、コンビニのレジにそんな大したお金は入ってないし……それで捕まったら損するよ？」

「んだ、てめえ……オレに説教くれてるつもりかよ？」

　シンマの台詞に苛ついたのか、店員に「金を詰めてろ！」と命令して、少年がこちらへと歩み寄ってくる。

「ちょ……ま、待った、別に怒らせるつもりはなくてさ！　は、話し合いしよう！」

「うるせえ！　ぐだぐだ言ってっと二、三回刺さすぞ、コラ！」

　彼はナイフをちらつかせて、脅しをかけてくる。しかし、

「お下がり下さい、シンマ様」

　コトハが前に出る。彼女は刀の柄に手をかけたままで言った。

「シンマ様の仰おつしやる通りです。そのような愚かな行為はやめて警察へ出頭しなさい」

「……なんだてめえは。生意気な女だな」

「今ならまだ間に合うと、言っているのです。どのような事情があるかは分かりませんが、シンマ様に手を出すとタダではおきませんよ」

「……てめぇ」

　少年は帽子のつばを握り、垣間見える口元を歪ませた。

「おもしれぇ。だったら、手を出してやらあああっ！」

　一歩踏ふみ出し、彼はそのままナイフをこちらに向かって突つき出してきた。

　が、鈍にぶい音。コトハの手刀が相手の腕うでを強打し、少年が得物を取りこぼしたのだ。

「っ、い……ってぇ……！」

　顔をしかめ、彼はそのままよろめくように下がる。コトハはナイフを踏むと、それを蹴けって明後日の方向へと滑らせた。

「仕方ありませんね。取り押さえます」

「コトハ、刀は……！」

「ご安心下さいませ。この程度の輩やから、得物を使うまでもありません」

　一歩、コトハが近づく。少年は慌あわてたように尻しり餅もちをついた。

「く、来るんじゃねえ！　来るな！　来るな！」

「人に刃物を向けるということは、その報復を受ける覚かく悟ごをするということです。その重さ、身をもって知りなさい」

　コトハは手を伸ばす。しかし、少年は体を起こすと、そのまま逃げ出そうとした。

「待ちなさい！」

　追いかけようとするコトハ。その瞬しゆん間かんだった。

「来るなって……言ってんだろうがああああああ！」

　少年はジャケットの懐ふところに手を入れて、黒光りする何かを取り出した。――拳けん銃じゆうである。

「……っ！」

　さすがに予想外だったのだろう。コトハが目を見開く。

　そして、その銃じゆう口こうが彼かの女じよの額とほぼ接触したような状態になった時。

　コトハが、動きを止めた。

　それはほんのわずかな間であった。時間にすれば一秒にも満たなかったに違いない。

　だがその隙すきに、少年は前に出た。コトハの体を突き飛ばし――しかしなぜか、シンマの方へとやってくる。

「死ねええええええええ！」

「シンマ様！」

　コトハは駆かけ寄よろうとするが、後一歩で間に合わない。

「くそ、仕方ない……！」

　あまり公の場では使いたくなかったが、この際、四の五の言っていられない。

「風よ！――吹ふき飛ばせ！」

　右手を翳かざす。紋章が疼き、力が発動した。衝しよう撃げき波はが走る。

「っ……うお！」

　周りの商品を巻き込みながら、少年が吹き飛とんだ。彼は壁かべに体を打ち付けて、そのまま気を失う。

「あ、あぶねえ……」

　そう口にした後で、シンマははっとして店員の方を見た。だが、彼はレジの下で怯えるように縮こまっているだけで、こちらを見てもいない。

（……目もく撃げきされずに済んだか）

　とりあえずほっと一息つくシンマ。

「シンマ様、お怪我は!?」

　様子を確かめるようにこちらの体のあちこちを触るコトハに、シンマは苦く笑しようした。

「大丈夫だよ、なんとかなった。いや、しかしまさか、銃を持ってるとはなあ」

　ただの行きずりの強盗かと思ったが、そうではなかったのかもしれない。

「しかし、なんでさっき逃げずにオレの方に来たんだろうな」

　まるで、こちらを狙ねらったかのようだった。だがあの状態ならば、たとえ拳銃を持っていたとしても逃げ出すはずだ。その部分だけが不可解だった。

「まあ、いいか……。とりあえず警察に電話しないと」

　携帯電話を取り出しながら、シンマはコトハに話しかける。

「あの犯人がオレのこととか話すと面倒なことになるから、申し訳ないけど、後のことは店員さんに任せた方がいいかな。それともやっぱり残った方がいい……あれ、コトハ？」

　しかし、彼女からの反応がないのを訝しがってそちらの方を見た。

　コトハは顔を伏せ、ただじっと、黙り込んでいる。

「どうした？　なにかあったのか？」

　シンマが肩に手を置くと、彼女はすっとこちらの方を見て。

「……いいえ、なんでもありません」

　ただ、そうこぼした。シンマは、眉を顰ひそめる。

　コトハの表情が――ひどく落ち込んでいるように見えたからだ。

　見た目はいつものように無に等しいが、それでも何か、こちらに訴えかけてきているかのような。悲しげな色を、宿しているような気さえした。

「コトハ……？」

　問いかける。が、彼女はやはり、答えない。

「警察に電話した後で、帰りましょう、シンマ様。……奈々様と無が待っております」

　そう言い残すと、コトハは、シンマに背を向けた。




　その夜。

　夕食を食べ終え、奈々を寝かしつけたシンマは自室で本を読んでいた。

　しかし、どうにも集中することが出来ない。昼間のコトハの反応が気になっているのだ。

「……何があったんだろうな」

　考えられることと言えば、強盗に銃を向けられた時のコトハの反応だ。

　しかし、誰だれだって不意にあんなことがあったら、咄とつ嗟さに対応はとれないだろう。

　もし強盗がこちらに向かってくることなく、逃げ出していたら、すぐに捕まえられたはずだ。だから気にすることはない。そう思うのだが。

　いつもなら隣となりに居るコトハだったが、今は姿を消している。

　夕飯後、ふらりと外に出たまま、帰ってきていないのだ。

　これもまた、今までにないことだった。護衛の任を帯びているコトハは、一日中、片時も離はなれることなくシンマの傍に居たのだから。それこそ、お風ふ呂ろにまで一緒に入ってこようとするくらいに。

「もう試練は明日だっていうのに……やっぱり緊きん張ちようしてるのかな」

　だとすれば、何かフォローしてあげられることはないだろうか。そう思って、シンマはまるで内容が頭に入ってこない読書はやめた。体を起こし、コトハを捜しにいこうと立ち上がる。

　そして扉とびらを開けようとしたところで、ノックの音が響ひびいた。

「……はい？」

「お休みのところ申し訳ありません、シンマ様。お話があるのですが、少しお時間宜よろしいでしょうか？」

　コトハだ。もちろん、とシンマは言った。

「いいよ、入って」

「失礼します」

　扉が開き、コトハが現れた。彼女は刀を携えたままで、一礼する。その辺に転がっていたクッションを差し出すと、彼女は会釈してそれを受け取った。

「話って、なにかな」

「はい。実は明日のことなのですが」

　クッションの上で姿勢正しく座すわったコトハは、そう言った。

「ああ。……え、っと。オレが言うのもなんなんだけど、大丈夫そうかな？」

「分かりません。情けの無い話ではありますが、結局、私は答えを見つけることは叶いませんでした」

「……そっか」

　非常に残念なことだ。シンマは自分のことのように気落ちした。

「ご期待に添そえず、申し訳ありません。……ですが」

「ですが？」

「シンマ様。私は一つ、決意を固めました」

　その瞳ひとみの色は強く、揺ゆらぎがない。確固としたものを胸に秘めているかのように。

「……決意？」

「はい。シンマ様。もし、私が明日の戦いに負けてしまったら」

「いや、ちょっと待って。今、そういうことを考えるのはやめとこう。まずは勝つことを」

「シンマ様のお気持ちは十分に分かっているつもりです。ですが私はもう、決めたのです」

　首を振り、コトハはこう告げてきた。

「シンマ様。明日、もし叉道様に敗北したら――私は、元の自分に戻ろうと思います」

　一いつ瞬しゆん。彼女が、何を言っているのか分からなくなった。

「……なん、だって？」

「今までシンマ様のお傍で、貴方あなたの全すべてを学び、それを己に活かそうと考えていましたが。やはりそれは私にはまだ早すぎたようです」

「ちょ、ちょっと待って！　い、いいのか、本当に!?」

　思わず立ち上がって、シンマはコトハの両りよう肩かたを掴つかむ。

「ずっと頑がん張ばってきたじゃないか。そんな簡単に……！」

「簡単ではありません、シンマ様」

　声は平淡に。だが、決して軽くはなく、胃の腑に沈む程に重く聞こえるその言葉は。

「私はずっと考えていました。本当に今のままで迷いは晴れるのかと。そしてそれに対し、いつまでも答えは出ませんでした。ですが――やっと分かったのです」

　偽らざる、コトハの本音だった。

「私にとって第一はシンマ様です。貴方をお守りするのが私の役目。それが果たせぬのであれば、人になることに意味も価値も、ありはしないのです」

「果たせてるじゃないか！　コトハはずっと、オレを守ってくれた！」

「今まではかろうじてそうでした。ですがこれからは分かりません」

　必死で説得するも、コトハは尚なおも首を振るだけだった。

「な、なんでそんなこと……」

「シンマ様。昼にコンビニで強盗に遭った時、私は彼かれに銃を向けられ、動きを止めました」

「あ、ああ、だけど、あれくらいは誰だって……」

「はい。誰でもそうであるかもしれません。自らを責める程ほどではないかもしれません」

　ですが、と。コトハは言った。

「私がそのほんの一秒足らず、隙を見せたばかりにシンマ様は襲われたのです。これは致命的です」

「でも、オレはちゃんと撃げき退たい出来た！」

「それは結果論に過ぎません。シンマ様、私は貴方の護衛です。運が良かった、で事を済ますわけには参りません。もしシンマ様が何かの事情により身動き出来ない状態にあったなら？　もし、シンマ様が力を使えない状じよう況きように陥っていたら？　私のミスにより、貴方は死んでいたかもしれないのです」

「……だからって、なにも、そんな」

「シンマ様。銃を向けられた時、私が何を思ったかお分かりですか？」

　コトハの問いかけに、シンマは「……いいや」と答える。すると彼女は、

「――死にたくない。と、そう思ったのです」

　そう口にして、視線を下に向けた。

「以前の私であれば、そんなことを思う間もなく体が動いていたでしょう。御守の人間は道具です。道具は死を恐おそれない。自らが壊れることも厭わず主人のために尽くす。

　しかし……あの時の私は人でした。人としての感情が働き、一瞬、心が怯え、四肢が言うことを聞かなくなったのです」

　膝に置いた手に力を込めて、コトハは続ける。

「ここで死ねばシンマ様、貴方にもう二度と会うことが出来なくなる。お傍でその御おん身みを守ることが出来なくなる。お言葉を聞くことが出来なくなる。そのお顔を見ることが出来なくなる――そんな考えが怒涛の如く頭を巡りました。そして私は……自らの本分を、忘れたのです」

　そして彼女は立ち上がった。深々と、こちらに頭を下げて。

「貴方のおかげで私は人になるという夢を見ることが出来た。しかし……そのせいで我わが身可愛さに使命を放棄する、などという事態が起これば、私は自分を許すことが出来ません。ですから、私は明日の戦いに敗北したら……そんな自分を戒めるため、元の御守紅刃という道具に戻ろうと思います」

　踵きびすを返すと、部屋を出て行こうとする。

「もしかすれば私の迷いとは、このことであったのかもしれません。人になるべきか、それとも道具であり続けるべきか。その間で揺れ、どちらにつくこともなく来てしまったがために、膝を折ったのです。……それでは、失礼します」

「ま、待った！」

　慌てて、シンマはコトハの手を掴んだ。このまま行かせてはならない。そんな強い想おもいに捉われて。

「なあ、コトハ。もう一度、考えよう？　そんな風に一人で決めちゃダメだ」

「申し訳ありません、シンマ様。もう決断したことです」

「だけど！」

「……お願いです。そう、させて下さい」

　こちらの言葉を撥ね除け続けるコトハ。シンマは、それでも彼女になにかを言おうと口を開いた。……が。

「……コトハ？」

　その様子がおかしいことに気づき、そう問いかける。

　自分の掴んでいるコトハの手が、小刻みに震えていたのだ。いや……それだけではない。

「手をお放し下さい、シンマ様」

　コトハの淡々とした口調は、いつものもので。だけど、ただ一つ、違うことがあった。

　彼女の瞳から――一筋の雫が、流れている。

　それはコトハの頬ほおを伝い、ゆっくりと床ゆかへと落ちた。何度も、何度も、繰り返かえし。

　シンマは、そこで声を失った。余りに突とつ然ぜんすぎて。余りに、予想外のことで。

　コトハが、泣いていた。

「……シンマ様の傍で人になる。それは私が初めて得た、生きる意味でした。大切な、かけがえのない【想い】です」

　シンマに背中を向けたままで。絶対にこちらを振ふり返ることはなく。

「ですがこのままでは、私はいずれ、貴方を護ることが出来なくなる。それは……それだけは、避さけなくてはなりません」

　コトハは、ただ、自分の心の内を語った。

「シンマ様と私の心。天秤にかけるまでもなく、本当に手にするべきはどちらなのか、私には分かっています。だから……もう、決めたのです」

　扉を開け、彼女は、ぽつりと呟つぶやく。
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「人になることが、こんな弱さを抱かかえることで。それが原因で、貴方を失うことになるというのなら。――私は、己おのれを捨てた方が良い」

「あ……ま、待ってくれって！　コトハ……！」

　シンマの言葉も届かず。彼女は後ろ手に、戸を閉めた。

　無機質な音が響き、シンマとコトハとの間に、壁が出来る。

「……なんで」

　ぽつりと、己の口からそんな言葉が漏もれた。それはしばらくして、一つの感情へと繋がる。恐れでも、憎しみでも、怒いかりでもなく。

　ただ心の底から沸き起こるのは、悔しさ。

「なんでだよ……」

　やがて音が鳴るほどに、シンマは拳を握にぎりしめた。それを、壁へと叩きつける。

「……コトハ！」

　喉のど奥おくから絞しぼり出だすような自分の声は、ひどく震えていた。

　先さえ定かではないその中で。それでも、コトハは自らの道を歩き続けていた。

　それなのに、彼女はもう、微笑まないというのか。

　彼女の、ぎこちないけれど、温かなあの笑えみは、二度と見ることが出来ないのか。

「……失うものを持つことは、そんなに弱いのかよ」

　壁に背を預け、シンマは、天を仰いだ。コトハにサダメを与えた何かを恨むように。

「コトハ……お前は、それでいいのかよ」

　シンマは、そう呟く。しかし、聞く者はおらず。

　ただ――虚しさだけが、募った。







第三章　神魔と試練とコトハの答え







　その日の空は、厚い雲に覆われていた。

　嫌いやな天気だ、とシンマは思う。まるで先の未来を暗示しているかのようだった。

「――来たね」

　シンマ達たちが道場に足を踏み入いれた時、呉くれ葉はは静かな声と共に目を開けた。

　その場に居るのは、シンマとコトハだけだ。無ウーはコトハに真しん剣けん勝負の場であるからと厳しく言いつけられ、ついてくることは叶わなかった。不満そうにしながらも、コトハの言い知れぬ真剣さに気圧されたのだろう。彼女は大人しくそれに従い、奈な々なと連れ立って出かけていった。

「どうだい、迷いは晴れたかい？」

　しばらくして呉葉は組んだ足を解くと、木刀を手に取って立ち上がった。

「……いいえ」

　コトハは、首を振る。

「残念ながら、そこに至ることは出来ませんでした」

「おや、そうかい。そんなことで、試練に合格することが出来るのかな？」

「分かりません。ですが、挑いどむからには全力でやらせて頂きます」

　呉葉に向けて一礼をし、コトハは刀の柄に手をかけた。

「ふむ、いいだろう。君がやるというのなら、あたしはそれを受けるだけだ」

　口元に笑みを浮うかべ、呉葉は木刀を肩に担かついだ。

「だけど、この勝負が最後だよ。もし負けたら、君はしばらく修行のやり直しだ」

「……承知しております」

　鈴鳴りの響きと共に、コトハは刃を抜き払った。その切っ先が、電灯の明かりを鈍く照り返す。彼女はちらりと、こちらの方を見た。

「シンマ様はそこで。勝負の行く末をどうか、見届けて下さいませ」

　シンマは、コトハのその台詞には応こたえなかった。長く、息をつく。

（……もう、これしかない）

　昨日のうちに決めたことを、実行する時だ。シンマは、口を開く。

「……叉し道どうさん」

「なんだい？　少年」

　視線を傾かたむけてきた呉葉に向かい、シンマは腰こしを上げる。歩き出すと、コトハよりも前に出た。そして、深々と頭を下げる。

「お願いがあります。聞いて頂けますか？」

「……シンマ様。　どうなされたのです？」

　コトハが問いかけてくるが、シンマは呉葉を見つめるだけだった。

「……いいよ。なんだい？」

　やがて首を傾げ、呉葉がそう尋ねてくる。いよいよだ。わずかな緊張を感じながらも、落ち着くように己へ言い聞かせた。そして、

「叉道さん。――オレと、戦ってくれませんか」

　シンマは、そう持ちかける。

「……なんだって？」

　呉葉は訝しげな声を上げた。同時にコトハも驚おどろいたように少し目を見開き、シンマの真意を探るように視線を送ってくる。

「少年……どういうつもりだ？」

「どういうつもりもこういうつもりも、ありません。オレと戦って欲ほしい。ただそれだけです」

「それで勝てば刀が欲しいって？　別にあたしはそれでも構わないけど、コトハが素す直なおにそんなものを受け取るかどうか分からないよ」

「違ちがいます。というか……そんなものはもう、どうでもいいんですよ」

　そう断言して、シンマは右手を持ち上げる。紋章の刻まれた、力の宿りしその手を。

「コトハに言いたいことがある。そのために、戦いたいだけです」

「……へぇ？」

「シンマ様、おやめください。私のことなど、もう良いのです。幾いくら資格者の力を持っているとは言えど、叉道様は……！」

　コトハがシンマの腕を掴んできた。しかし、シンマはそれをゆっくりとほどく。

「悪いな、コトハ。そればかりはお前の頼みでも聞けない」

　拳を握りしめ。シンマは信念を込めた言葉を口にする。

「これは、オレが決めたことだ……！」

「……なんだか分からないが。やりたいというのなら、ちょいと相手してやろうかね」

　担いだ木刀を下ろし、代わりに呉葉は畳たたみに転がっていた【緋ひの神かみ】を手にとった。

「ただし、あたしもそんなに働き者じゃなくてね。出来ればさっさと終わらせて、惰だ眠みんを貪りたいところなんだ」

　刃を抜き、それをシンマへと向けてくる。

「……こいつで速攻をかけるよ。文句はないね？」

「構いません。やりましょう」

　シンマは頷うなずいた。呉葉の性格上、そう来るだろうと思っていたからだ。

「コトハ、下がっていてくれ。……大丈夫だから」

　尚も心配そうにこちらを見ていたコトハではあったが、シンマのその言葉に、やがて小さく顎あごを引いた。そのまま距きよ離りをとると、彼女はその場に座する。

「堂々たるもんだね。その潔さ、今のコトハにはないものだ」

　呉葉は口端を歪ませて、体を前ぜん傾けいさせた。空いた手の指を、挑発的に振る。

「それじゃあ、来な。――ちっとばかり、遊んでやる！」

「はい！」

　躊躇ためらう必要などない。そんな相手でもない。シンマはその手に、灼熱の焔ほむらを宿らせる。

「火よ――盛れええええええええっ！」

　炎ほのおの龍りゆうが生まれ、虚こ空くうを焦こがしながら、その口腔をもたげて呉葉へと牙きばを剥いた。

「陣じん風ぷうに舞まいな」

　真っ向からそれに立ち向かい、呉葉が叫さけんだ。

「魔ま劔けん、緋ひの神かみ！」

　……オォ……ン……ッ！

　獣けものがごとき唸りと共に、暴れ狂う風が轟とどろいた。呉葉が、刃を振るう。刹せつ那な、炎は跡形もなく消え去っていた。だが、それを待つまでもなくシンマは走り出している。第一の手が相手に効かないことなど、とっくに想定済みだ。まともに呉葉とやりあっても勝てはしないことくらいシンマも重々承知している。

（だったらこっちにあってあっちにないもの。それで勝機を探る！）

　即すなわちそれは、

「土よ、束縛しろ！」

　手数の、多さだ。

「そして風よ、斬り裂けッ！」

　重力支配によって呉葉の動きを止めた後、風の刃でその身を刻む。だが、

「同じ手は、二度と喰くわないよ！」

　呉葉の姿はそこにはない。彼女は右へと移動していた。

「っ！　土よ！　束縛しろ！」

　続けて重力を操作。だがそれでも呉葉は捕まらない。それは何度やっても同じことだった。次々と畳を蹴り、呉葉の体は即そく座ざに位置を変えていく。シンマが土の力によって場の重力を我が物にすると言っても、それには限りがある。半径数メートルがやっとである。

　つまり、捕まらないのではなく、彼女はシンマが領域を掌握するその前に、そこから逃のがれているだけなのだ。

　しかし理屈としては簡単でも実行するのはひどく難しい。シンマがその声と共に力を発動するまでのタイムラグは恐らくコンマ数秒にも満たないからだ。普ふ通つうの人間には到とう底てい、不可能な動きであった。

「駆けろ、緋ひの神かみ！」

　呉葉がその刃を振るう。瞬間、大気を切きり裂さき畳を刻みながら、無数の目に見えない衝撃波がシンマを襲った。

「くぅ……っ！　風と、土よ！」

　かろうじて風の力で相殺し、尚且つ、手をついて土の壁を呼び出すことでそれを防ぐ。しかしそれでも、呉葉の刃はシンマの体をいくつか切り裂いていった。

「シンマ様、今、参ります！」

「来るな、コトハ！　大だい丈じよう夫ぶだ！　オレは、一人でやれる！」

　背後からの呼びかけを断り、シンマは手を掲げる。

「水よ……立ち昇れ！」

　そのまま床に叩たたきつけた。直後、震動と共に呉葉の足もとから高らかに水が吹きあがる。

「……これは!?」

　突然の事態へ驚いたように、横手に逃れる呉葉。そこに、

「火よ、風と共に！」

　シンマは両手を合わせ、呉葉へと向けた。

「龍巻と化せ！」

　生じた疾しつ風ぷうは円となり、円は回転を増して渦うずとなる。それは焔ほむらを宿し、やがて一つの巨きよ大だいな火柱となった。道場が、肌はだを焼くほどの熱気に包まれる。それを動きを終えたばかりで隙の出来た呉葉へと、シンマは向かわせる。

「むっ……！」

　呉葉が緋ひの神かみを構えた。消し去ろうというつもりなのだろう。だが――それで終わりではない。

「水よ、守りの手を生め！」

　指を鳴らす。すると、中空に幾つも浮かぶ水球が寄り集まり、一つの姿を成した。それは一匹ぴきの不思議な色を宿す、魚にも似た生物である。シンマが指示を与えると、水の化身はその身を震ふるわせた。周囲に、次々と鋭するどい結晶のようなものが現れていく。さしずめ氷の矢といったところだ。これは水が持つ【再生】の力――己の守護神を作る術である。以前、ミンクの姉であるレイラと戦った時に会得したものだった。

「更さらに土よ！」

　更に。シンマが叫ぶと目の前に巨大な土つち塊くれが浮かび上がった。と言っても、とてつもなく頑丈で、ともすれば鉄よりも硬かたい代しろ物ものである。

「火の力でもって……！」

　最後に、シンマはその腕に焔を纏わせる。己の腕を伝うそれは、再生の力によって頑丈な手甲ガントレツトへと変貌した。

「ぶっ――飛べええええええええええええっ！」

　衝しよう撃げき。

　渾身の力で叩き込んだシンマの鉄の拳こぶしが、土塊を呉葉に向けて吹き飛ばした。

　火、風、水、土、それぞれの力が一斉に、呉葉へと向けて殺さつ到とうする。

「……っ！」

　さしもの呉葉でさえ、これには度肝を抜ぬかれたようだった。目を見開いて動きを止める。

「ど、どうだ……っ！」

　決まったか。力を連続して発動したせいで、息を切らしながらシンマは確かめる。

「大した腕だ、少年。さすがに歴代にして類を見ぬ資格者だけのことはある……！」

　呉葉はその口に笑みを浮かべ。刀を、頭上に掲げた。

「後もう少し……！」

　そして、彼女は。

「もう少し力をつけたら、君は間ま違ちがいなく、世界最強になれる！」

　刃を、振り下ろした。

　世界が嘆いているかのように、耳障りな音が鳴り響く。生じた強烈な疾風が室内を薙ぎ、あらゆるものを根こそぎ刈り取っていく。

　――砕け散った。

　炎が。疾風が。氷の矢が。土塊が。

　全てその風ふう刃じんによって、次々と雲散霧消していった。

「……その時が、楽しみだよ」

　後に残るのは、静せい寂じやくのみ。ただ、全ては無に帰していた。呉葉の放つ風には、シンマの資格者の力でさえ敵かなわなかったのだ。

「…………」

　シンマは大きく息をつく。

「残念だったね。だけど、あたしは感心したよ。君がこれほどまでにやるとは思わなかった。この前にやりあった時よりも、強くなっている気さえしたよ」

「……あの時だって全力でしたよ。だけど、本気じゃなかった」

　そのシンマの言葉に、呉葉の瞳が興味深げな色を宿した。

「ほぅ、どういうことかな？」

「本気でやるっていうのは、覚悟を決めるってことです。そう」

　一歩踏み出す。そしてシンマは、呉葉を睨みつけた。

「たとえ、命を賭かけたとしても……！」

「……冗じよう談だんでもそんなことを言うもんじゃない」

　そう答え。しかし、呉葉は肩かたを竦めた。

「本来ならそう口にするところだ。だけど少年、君の目は本気だね。たかだか、十六だか七だかで、そこまでなぜ思える」

「やらなきゃいけないと、そう思ったからです」

「何のために。君はそんなに派手な生き方を好んでいるのかい？」

　違う。シンマは首を振る。

「オレははっきり言って、平へい凡ぼんに生きられればそれでいい、そう思っているような男です。大きな成功も褒ほめ称えられるような栄誉もいらない。力も地位も金も必要ない。夢見ているのはただ、家族や周りの人と幸せに生きること、それだけだ」

「それならなぜ、その夢を裏切るような真ま似ねをするんだい？」

「裏切ってなんかない。このままじゃ幸せになんかなれないからだ」

　シンマは口にする。自らの、想いを。

「コトハが笑ってくれなきゃ――オレだって、笑えない」

「……シンマ様」

　シンマはコトハに伝えた。自らの、言葉を。

「コトハ。……さっきの見ただろ。オレ、強くなった」

「……はい。見違えるほどに、お強くなられました」

　コトハは答えた。そう、はっきりと。

「でも、まだまだだ。まだまだ、オレは強くなる」

　手の甲の紋章を触り。シンマは続けた。

「最初はこんなものいらないって思った。早くなくなって欲しいって、そう思ってた。だけど……今は違う。コトハ、お前に頼るしかない自分じゃなくなって、ほっとしてるんだ」

「……それは、どういう……」

「コトハ、たとえ、お前が弱くなったとしても。オレがその分、強くなるから」

　彼かの女じよの方は向かず。ただ背中を向けて。少しでも、それが、頼りがいのあるものに見えていることを祈りながら。

「コトハと出会った時、オレはお前が望むなら、その生き方にとやかく口出ししないってそう言った。だけど……ごめん、一つだけわがままを言わせてくれ」

　コトハの返答は、ない。それでもシンマは告げた。

「人になろうとすることを――やめないでくれ。コトハは、あの時オレに誓ったコトハの道を行ってくれ。……そして、オレの隣に、ずっといて欲しい」

　息を吸いこみ。

「オレは」

　心の中にある気持ちを、全て。

「オレは……！」

　シンマは、そこで、ぶちまけた。




「オレは、今のコトハが――大好きなんだっ！」




「……シンマ……様……」

　コトハは、そう呟いた。彼女はシンマの言ったことに、何を思っているのか。それは、分からなかった。ただ、

（伝えるべきことは、全部、伝えた……！）

　もう後こう悔かいはない。後は行動で示すだけだ。シンマは、呉葉に向かって、

「叉道さん。これで最後です。オレは全ての力であなたに対抗する」

「……だったらあたしも、相応の技わざで迎えるよ。死ぬかもしれないけど、いいんだね？」

「よくありませんよ」

　苦く笑しようして、それでもシンマは真剣な声で呉葉に答えた。

「だけど……仕方ないです。やるべきことを、やるだけですから」

「……いい男だねえ、少年。あたしが後、二十も若ければコロッといっちまってたかもしれないよ」

　刀の切っ先をこちらに向けて、呉葉は微笑む。

「それじゃあ、行くよ！」

「……はい！」

　シンマは、両手を引いた。腰だめに構えたそれを、

「――あああああああああああああああああああっ！」

　一気に解き放った。極大の焔が召喚され、呉葉へと迫せまる。

「喰らえええええええええええええええっ！」

　風の刃が。水の柱が。土の鉄槌が。連続して発動し、ほとんど間断なく、ただその威い力りよくを持って呉葉を押おさえつけにかかる。

「――っ！」

　呉葉の裂れつ帛ぱくの気合が道場の空気を震わせた。彼女はしっかと床を踏みしめ、そして、

「刻めその身を……！」

　猛々しく、咆ほう哮こうした。

「……緋ひの神かみ……ッ！」

　その刃を、無造作に振るう。一瞬の、静けさ。

　だが――、

「……っ！」

　シンマの出した技は、そのことごとくが微塵となっていった。呉葉が走る。瞬まばたきする間もなく、シンマの眼前に彼女の姿が現れた。

「少年！　命を賭けるというその言葉、嘘うそか真か確かめてやろう！」

　その手にもった刃が天を突く。シンマは息を呑んだ。己の魂たましいを奪う死神が、間近にまで這い寄ってきていた。終わった、そう、確かに思う。

（……奈々！）

　しかし妹の顔を思い浮かべ、シンマは強く奥おく歯ばを噛み締めた。諦あきらめない。目の前の現実をしっかりと捉え、ただひたすらに抗あらがってみせる。その姿が惨めであろうと、哀れであろうと構うものか。

（オレは、絶対に、諦めない……！）

　それが、シンマのやり方だ。それが、自分が手に入れたこの世界で生きる強さだ。

「負けるかァ――ッ！」

　シンマはその右手に意識を集中し、ただひたすらに願った。

（もっと力を……！　今、この瞬しゆん間かんを変える力を……！）

　強く、強く、何よりも強く。望み、願い、求めた。

　現状を打開できるだけの、濁りのない、極きわめて純粋な。

　どうしようもなく、強大な力を。

（オレに、くれええええええッ！）

　その、時。




　……どくん……！




「……っ!?」

　自分の中にある【何か】が、反応した。

　呉葉の動きが、急に不自然なほどに遅くなる。いや、それだけではない。周囲の状じよう況きよう全すべてが、そうなっていた。まるで自分だけが現実から抜け出てしまったかのような、奇き妙みような感覚。

（なんだ……？）

　シンマの疑問に答えるかの如く。不意に、どこからともなく声がした。

　……望め……！

　誰だれが発したものでもない。己の内側から響ひびくかのような不思議な声だった。

　……望め……！

　それはこう、シンマに向かって呼びかけている。

　……望め……力を……あらゆる全てに通じる力を……！

　必死に。この機会を逃してなるものかと、そう喰らいつくように。

　……破壊を……再生を……お前の望むままに……！

　シンマの右手が、疼いた。そちらを見て、目を見開く。

　闇を凝り固めたかのような黒と、太陽を溶とかしたがごとき輝く白。二つの不安定な雷のようなものが、巨大な蛇のようにしてシンマの腕うでに絡みついていた。

　……与あたえてやる……！

　声は囁く。誘さそうようにして。

　……お前が望むままに……力を……与えてやる……！

　こう、繰くり返し、こちらに呼びかけてくる。

　……望め……！

「ぐっ……く……！」

　雷は弾け、空間を埋め尽くすようにして、急激に大きさを増していく。不味まずい、と思った。自分の意思とは反対に、何かが暴走しかけている。これは資格者の力か。とてもではないが、制御しきれない。今にも爆ばく発はつしそうだ。

　シンマが咄とつ嗟さに思ったことが、この発動を促うながしたのか。だとすれば、止めなくてはならない。どうなるか、までは分からない。だがこれは、使ってはならない力だ。シンマの心の何処かが、そう感じていた。

「やめろ……！」

　シンマの叫びと共に、現実が戻もどってくる。呉葉の刀が眼前にあった。シンマの右手は、変わらずして謎の力を纏まとっている。それは止められない。このままでは呉葉を殺してしまう。なぜかシンマは、確信していた。

「やめ……ろおおおおおおっ！」

　力が、その産声を上げる――。

「……く……！」

　それは、正にその時、聞こえた。

　決して身近ではない。だけど、シンマにとっては聞き馴染んだその音が。

　鉄と鉄が互たがいに己が身を喰らい合う、耳障りな、だけど、どこか澄すんだ音色が。

「……君は」

　シンマは、目を見開いた。そして、しっかりと見た。

　自分よりも小さな、だけど、確かな強さを持つ背中を。

　無に等しき表情の中に、それでも微かな感情を窺わせる、彼女の顔を。

「……申し訳ありません、シンマ様」

　コトハは、シンマの前に立ち――自らの得物で、呉葉の刃を受け止めていた。

「初めて申し付けに背きました。望まれぬことかもしれませんが、立ち入らせて頂きます」

「こ……コトハ!?」

　シンマは、そう叫んだ後ではっとして自分の右手を見る。力は、消えていた。ギリギリのところでシンマの意志が勝ったのか、あるいはコトハの乱入により集中が途切れたのか。それは分からなかった。

「……こりゃ意外だったね」

　呉葉は目をしばたたかせると、後ろに引いて自ら距離をとる。

「一体なんのつもりだい？　コトハ」

　コトハは刀を構え、じっと佇たたずみながら、

「……分かりません」

　そう、首を振った。

「気づけば勝手に体が動いていたのです。ただ、何かに導かれるように」

　だが彼女は、「ですが……」とこう言い放つ。

「そのおかげで、答えは今、見つかった気がします」

「ほぅ、その、答えとは？」

「きっと、それでいい。そう、理屈では……ないのです」

　コトハの表情は、心なしか全すべてを悟りきったかのような清々しさに満ちているようにさえ、シンマには思えた。

「シンマ様の傍に居たい。シンマ様のために強くなりたい。道具ではなく、人としてそう在りたい。もはや、理由など不要。ただ痛烈にそう思う。それだけで充分だったのです」

　そしてコトハはいつもの彼女のように、揺ゆらぎの無い口調で。

「思うから思うのです。そして、人は己の想いから逃にげることは出来ない」

　そう、断言した。

「もしも私が人となることで弱さを抱え、それをサダメが受け入れないのだとしても」

　目の前の敵に、厳然と立ち向かいながら。

「その想いは――私が得た、新しい【強さ】です！」

　それまで使っていた刀を、鞘さやへと収めて。

「最早、我が心に一片の曇りなし。一意に専心し、断固として事を為す……！」

　コトハは、手を伸ばす。自らが望み、求める力のために。

「貴方サダメに私が選ばれるのではない。私が貴方サダメを選ぶのです！」

　そして彼女は、こう叫んだ。

「来なさい、姫ひめ神がみ。私が、貴方を――使ってあげましょう！」

　…………ィ……ン……！

　その言葉に、反応があった。

　呉葉の持ってきた桐きり箱ばこが震え始める。まるで、目覚めの悪い子が暴れるかのように。

「……まさか、本気かい？」

　振り返った呉葉が、驚いたような声を出した。

「君……コトハに従うのかい!?」

　それに、答えるかのごとく。

　――キィィィィィィィィンッ！――

　激しい寒風のごとき、悲鳴が上がった。次の瞬間、桐箱が弾け飛ぶ。

　そして中空に、一本の刀が浮かび上がった。黒塗りの鞘に赤い飾りを持つその得物は、風の膜を纏いながらこちらに向けてひた走る。

「……うわっ!?」

　思わずぶつかりそうになって仰け反ったシンマだったが、その前にコトハが刀を手に捉えていた。

「……ありがとうございます。宜よろしくお願い致いたします」

　呟き、コトハは柄つかに手をかけた。ゆっくりと……それを引き抜く。

　途と端たん、凄まじい風がコトハを軸として吹ふき荒あれた。龍巻となってそれは高く上がり、道場の天てん井じようをも吹き飛ばす。しかもそれだけでは飽き足らず、更に世界をも巻き込んで空の雲まで掻かき消してしまった。

　――そして、光が。

　一筋の陽光が、コトハを差した。それはまるで彼女の意思が、暗く立ち込めていた運命という名の闇を取り払ったかのように。

　彼女の道を、その目で指し示しているかのようにさえ、シンマには思えた。

「…………」

　不意に、沈ちん黙もくしていた呉葉から、

「……フ……」

　短く息を吐はく音が聞こえる。

「フ……フフ……ハハハハハハハハ！」

　呉葉が、笑っていた。堪らなく楽しい余興でも目にしたかのように。

「面おも白しろい……！　この展開は予想していなかったよ。実に面白い！」

　そして彼女は、左足を前に出し、前傾姿勢をとった。自らの得物を肩に担ぐ。

「コトハ、君と戦いたい。試練なんかじゃなく、ただ純粋に、あたし個人として。構わないかい!?」

「……是ぜ非ひもありません。今度こそ、貴女に打ち勝ってみせます」

　コトハは、刀を正眼に構えた。

「シンマ様、お下がり下さい。――大丈夫です。今度は、負けませんから」

「ああ。分かってる。……信じてるからな、コトハ！」

　そう声をかけて、シンマはその場から引く。自分の役目は終わった。事の成り行きを見守ること。今はそうするべきだ。

「では……叉道様」

「……ああ、コトハ」

　それまでの、どこか気だるげな様子が嘘であるかのように。呉葉は楽しげに体を揺らしていた。

「いざ、尋じん常じように……」

「勝負！」

　そして、二人の姿が掻き消える。と同時に、あちこちから刀と刀の打ち合う音が発生した。かと思えばコトハと呉葉の姿が現れ、しかし、一いつ瞬しゆんで消え去る。

　それぞれアーティファクトの力をいかんなく発揮し、人知を超こえた速度で斬り合っているのだ。最早、シンマではその動きを追うことは叶わなかった。

「はああああああああああっ！」

「あああああああああああっ！」

　光る。散る。散る。光る。絡み合っては離はなれ、離れては絡み合う。

　斬って斬って斬り続け、打って打って打ち続けた。

　ただひたすらにわずかな気の緩みも許されぬ、命と命の攻防戦。息つく間もなく繰り返され、ただ純粋に己おのれが身一つで魂をぶつけ合う。

「刻め！　緋ひの神かみ！」

「断ちなさい！　姫ひめ神がみ！」

　無風。

　コトハと呉葉、双方が同時に放った一いち撃げきが相殺される。

「すげえ……」

　天てん剣けんの使い手と称しようされるほどの腕前の持ち主と、コトハは互角に渡わたり合あっていた。

　激しい動きに耐たえ切れず、道場の畳が破は裂れつするかのように次々と千切れ飛ぶ。ただそれだけが、彼女たちの行う不可視の戦い、その軌跡であった。

「……ッ！」

「はあっ！」

　中央に姿を見せたコトハと呉葉。彼女たちは互いに斬り合った体勢でいた。

「……ちったぁやるようになったじゃないか、コトハ」

「お褒めに与り、光栄です」

　その場違いなほど丁てい寧ねいな態度に、呉葉が吹き出す。そして、

「……なあ、コトハ。そろそろ勝負を決めようじゃないか」

　その提案に、コトハは頷いた。

「……承知致しました」

　二人は、ばっと離れると、それぞれ間合いをとる。

「防ぎ切れるかい？　あたしの剣が！」

「やってみせます……必ず！」

　コトハは、右足を踏み出すと、わずかに体を前に倒した。刀を鞘に収めると、その柄に指を添そえる。

　対して、呉葉は得物を肩に担かついだまま、だらりと立つだけだった。しかし油断しているわけではなく――彼女は何度も深呼吸を繰り返かえしている。

「さあ、これで決めるよ……！」

「はい……！」

　緊きん張ちようが張りつめた。二人ともその場から微び動どうだにしない。

　ただその時を待つかのごとく、じっと佇んでいた。

　しかし、そこへ、一陣のそよ風が吹く。

　それは木の葉を拾い――コトハと呉葉、二人の間へと落とした。

　それが、契機となる。

　コトハの目が、呉葉の目が、それぞれ、見開かれた。

「御み守かみ流、秘ひ奥おう義ぎ！」

「叉道流、奥おう義ぎ！」

　刹那、二人の身から放たれる決死の一撃が吼ほえる。

「颶ぐ風ふう――」

「――招来」

　コトハの刃から生まれた神風と、呉葉の刃から発する無数の疾風が。

「韋い駄だ天てん轟ごうッ！」「鎌威絶かまいたちッ！」
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　正に、激げき突とつした。大気を打ち砕き、不可視の力同士が真っ向からぶつかり合う。その余波で、道場全体が崩くずれ落おちるかのように震動した。板いた壁かべや畳へ一瞬にして無数の傷が刻まれ、天井から下がる照明が幾つも破裂する。そして、

「…………。――ぐっ！」

　敗れたのは、コトハ。あの時よりも傷としては浅い。しかし、その体からは血が噴き出だしていた。

「コトハ……！」

　しかし。彼女は――それでも、折れることはない。

「シンマ様……！　お許しを！」

「！　あ、ああ。コトハ……ぶちかませっ！」

　倒たおれるその間際。コトハはまた大きく、一歩、踏ふみ出した。我わが道をただ、突き進むその覚かく悟ごを呉葉へ見せつけるかのように。彼女の手に刻まれた使徒の証あかし。シンマの傍にいると誓いを立てた紋章が、光り輝く。

「颶風――双撃ッ！」

　更に、もう一度。コトハは、間かん髪はついれずに必殺の技を繰り出した。

　先ほどよりも巨大な衝しよう撃げき波はが空気を一刀両断し、呉葉へと向かう。

「なに……っ!?　二連撃だって！」

　彼女もまた、その実力を出し切った直後であったらしい。対応をとろうと動くも、到底、間に合いそうにない。

「せい……やああああっ！」

　呉葉は、ただ、その刀を上段から振ふるうだけだった。

「…………」

　コトハが、膝ひざをつく。無理をし過ぎたのだろう。彼女もまた、もう動けそうにない。

「……全く、若者ってのは恐こわいもんだ」

　だが。呉葉はそう言った。

「まさか、資格者の力を借りているとは言え」

　彼女は鞘へと刀を収める。

「――このあたしを、わずかでも超えていくとはね」

　そして呉葉は、にやりと笑ってこう口にした。

「参った。……あたしの、負けだよ」

　瞬間、彼女のその身から、血ち飛沫しぶきが飛んだ。







最終章　神魔と心と繋いだその手







「そうか、無事に譲ゆずり受けたか。……見事だ、コトハ」

　コトハの父、御み守かみ竜りゆう雅がはそう自らの娘むすめを褒め称えた。

「ありがとうございます、父上。これに驕おごらず、より一層の精しよう進じんを目指す所存です」

　畳たたみに額を擦り付ける程ほどに平身低頭し、コトハが返答する。彼女の傍には二本の刀があった。一つは元から持っていたもの。そしてもう一つは、当然、魔ま劔けん【姫ひめ神がみ】である。

　試練が終わった後、しばらくの休憩を経て、シンマとコトハは再び御守家を訪おとずれていた。

「シンマ殿どのも二度もご足労頂き、ありがとうございます。娘も貴方を護るに相応ふさわしい人間となったことでしょう」

「いや、そんな。コトハは……娘さんは、初めから頼りになる存在でしたよ」

「勿体なきお言葉、まことにありがたく存じます」

　慇懃な態度で竜雅が頭を下げてくる。シンマも慌あわててそれに返した。

「して、コトハよ。無事に試練も済んだところで質問がある」

「……はい、なんでしょうか」

「お前……御守の定めに背き、道具として生きることをやめる、と申したらしいな」

　シンマは驚おどろきに身を強張らせた。一体、なぜ竜雅がそのことを知っているのか。

「あの、竜雅さん、それは……！」

　どうにかしてフォローしようと、シンマは言った。が、それよりも早く。

「そのことについて、父上、大事なお話があります」

　コトハがすっと視線を上げ、父親を見た。

「……なんだ？」

「既すでに事情はご存じのご様子。ですがここで今一度、申し上げます」

　彼女ははっきりと、こう口にする。

「私、御守紅こと刃はは使われるだけの道具ではなく――シンマ様の御傍で人として生きることを選びました」

「……いいのか？　コトハ」

　時機を見て話した方がいいのではないだろうか。そう思ってのシンマの問いかけであったが、コトハは頷うなずいた。

「いずれ明るみに出ることであるならば、今、話したところで同じことです」

「……なんと」

　竜雅は長い息をつき、目を閉じる。

「お前自身の口から聞くまでは、と思っていたが……事実であったか。なぜそう思った」

「……少し前、私の中にそれまでなかった『己』というものが生まれました」

　コトハはシンマの方をちらりと見て、また視線を戻した。

「その『己』は時を追うごとに少しずつ成長し、大きくなり、明確な形を取り始めたのです。私は一度、そのことに惑い、消し去ろうとさえ致しました。ですが」

　御守家の筆頭――即すなわち、コトハのサダメを作り上げた男を前に。

「やはり己は『己』を裏切れぬのです、父上。目を逸そらしたところで所詮は誤ご魔ま化かし。ならばいっそ、受け入れるしかない。……そう思ったのです」

　コトハは片時も目を逸らさずに、ただそう語った。

「……その『己』とやらがお前の中に生まれ、育ったのはなぜだ？」

「憧れを見たので御ご座ざいます。他人の命のために怒いかり、他人の悲しみのために立ち向かい、他人の願いのために力を使う。そんな人の背に……焦がれてしまったのです」

　竜雅が、こちらへその目を向けてくる。シンマは緊張に姿勢を正した。

「そうか……お前は取り込まれてしまったか。資格者の存在に」

「いいえ、父上。恐おそれながらそれは違ちがいます。私が取り込まれたのは、資格者などでは断じてありません」

　首を振り、コトハは言い放つ。

「日か鎖ざり心しん真ま。――世界でただ一人、私を変えた人の名です」

　そんな彼女と父親とのやりとりに、冷や冷やしていたのはシンマの方だった。

（ちょ……ちょっと、ほめ過ぎじゃないかな）

　これではまるで、自分が英雄か何かのようだ。シンマとしてはコトハに影えい響きようを与えた、などという大それた考えは持っていない。もちろん、彼女が嘘を言っていないことくらいは分かるし、わずかでも自分のやったことに意味があったのではないか、とは思っているが。それでもやはり、微妙に居い心ごこ地ちは悪かった。

（と言うか、お父さん、怒らないといいけどな……）

　ここまで堂々と家の教えに従わないと宣言したのだ。突とつ然ぜんに竜雅が堪忍袋ぶくろの緒おを切り、隠し持っていた刀か何かを抜ぬかないとも限らない。

「……コトハ。お前の答えを聞いておこう」

　竜雅が厳かに声を出す。シンマはびくりと体を竦すくませた。

「はい。何なりと」

「もし、私……いや、御守の流れを汲くむ全ての人間が、お前の言葉に対し異を唱えたとしよう。そして、もしもこちらの言うことを聞けないというのなら、斬って捨てられることも覚悟せよ。そう言ったら、お前はどうする？」

　来た。シンマは密かに右手を握った。そんなことはない、とは思う。しかし、もしかすればコトハの言い方次し第だいではこの場で本当に斬られるのかもしれなかった。そうなれば一秒でも早くコトハを連れてこの場から逃げ出す必要がある。

　そして。

「その時は全力で対抗致します。……私は私の意思を貫つらぬくだけです」

　コトハの台詞せりふを聞いた瞬間、竜雅の目が見開かれた。やはりか。もう、躊ちゆう躇ちよなどしている場合ではない。シンマは素す早ばやくコトハの手を握った。

「に、逃げるぞ、コトハ……！」

　コトハはきょとんとしてこちらを見てくる。だが事情を説明している暇ひまはなかった。シンマは急いで風の力を使って、この場から脱出しようとして。

「いいんじゃないかい？　それで」

　しかし、こちらの思ってもみない事態が、そのタイミングで起こった。

　のんびりとした声。三人が一斉にそちらを向くと、そこには縁えん側がわで茶を啜すする呉くれ葉はの姿があった。

「……叉し道どうさん」

　いつのまに来ていたのか。気配すら感じられなかったと、シンマは目をしばたたかせる。竜雅もまた驚いたのか、怪訝な顔をした。

「呉葉殿、来ておられたのですか」

「ついさっきね。ほら、コトハとシンマに道場をボロボロにされたからさ。修理費をもらおうかと思ってねぇ」

「あ、そ、その節はすみませんでした……」

　シンマが頭を下げると、コトハもまた謝罪の意を口にする。

「まあ、まあ、それはいいってことさ。普ふ段だんは使ってないんだし、あそこで試練を受けたのはあたしの方だしねえ」

　振り返ると、呉葉は「よっこらしょっと」と、外見に不似合いなことを言いながら家に上がった。

「リュウガっちよぅ、コトハは自分の道を見つけちまったんだよ」

　彼女は、シンマ達たちと竜雅の間にどっかと胡坐を掻く。

「中途半端な決意ならあたしだって認めやしないけどね。彼女のそれは本物だ。他人が言ってどうこうなるもんでもないよ」

「しかし、呉葉殿……」

「リュウガっち、こいつを見なよ」

　呉葉は自らの刀、緋ひの神かみを竜雅に向けて見せた。

「刀は確かに使われる道具に過ぎない。持ち主のために己を殺して生き、そして死ぬ。だけどね、何千、何万という刀の中には、こいつみたいに少しへそ曲がりの奴やつもいるんだ」

　口くちの端はしを、わずかに歪ませて。

「そして得てしてそういう奴ほど、使い勝手は悪いが滅法強いときてる。……いいんじゃないかい？　少しばかり、そんな変わった刀の行く末を見守ってやってもさ」

「……魔劔、ですか」

「ああ。――使い手を自分の意思で選ぶ刀だって、いるんだよ」

　竜雅はじっと、呉葉の刀を見つめていた。何も言わず、ただ深く考えるように。

「……コトハ」

　やがて彼かれは尋たずねた。低い声で、たった一言。

「後悔は、しないな」

「はい。絶対に致しません」

　ほんのわずかな躊躇もなく、コトハは答える。既に決定した、覆しようのない事実を口にするかのように。

　竜雅は再び目を閉じた。沈黙する場を取とり繕つくろうかのように、どこか遠くでししおどしの音が鳴る。

「シンマ殿」

　やがて竜雅はそう呼んだ。そして彼はゆっくりと、こちらに向けて頭を下げる。

「……不束な娘ではありますが、何なに卒とぞ、これからも宜しくお願い申し上げる」

「あ……ああ、あの、こちらこそ！」

　何やら焦あせってしまい、シンマは間ま抜ぬけな土下座のようなポーズで返礼した。

「より一層の努力を惜しまぬようにするのだぞ、コトハ」

「はい。御守の家名を汚すような真ま似ねは致しません」

　コトハの言葉を聞いて、竜雅は頷く。

（……あれ、ちょっと待て。今、なんか結けつ婚こんの挨あい拶さつみたいだったぞ？）

　今いま更さらながらに、違和感を覚えるシンマであった。

「シンマ殿、コトハはあなたに殊の外、心酔しているようだ。もはや、我が娘はあなたにしか使えぬ魔劔に同じ」

「いえ、そんな、大層な……はは」

　竜雅はそこで、ほんの少しだけ口元を緩ませた。

「これからもどうか、末永く傍に置いてやって下さい」

「も、もちろんです。娘さんのことは……えーと、オレに任せて下さい！」

　胸を叩たたきながら、シンマは、あれ？　と思った。

（いや……なんかやっぱり、結婚する流れになってるみたいなんだけど!?）

　ふと視線を感じてそちらを見ると、呉葉がにやにやと笑っている。

「し、叉道さん！　分かっててこの流れにしませんでしたか!?」

「いいやぁ、知らないねえ。なんのことだか」

　ふらりと立ち上がり、彼かの女じよはこちらに向かって手を振った。

「さて、報告も済んだし、帰るんだろ？　そこまで送ってやろう」

「……はあ。ありがとうございます」

　釈然としないものを感じつつ、シンマも腰こしを上げた。

「では父上、失礼致します」

「ああ。また来なさい。御守とは違う流れを持つお前の道のことを……いつか、また教えてくれ」

　はい、とコトハはそう答えて。最後に深々と、父親に頭を垂れた。

　シンマとコトハは、そのまま竜雅の部屋を辞する。

「やーれやれ、リュウガっちは相変わらず堅苦しい話し方をするよ」

　うーん、と体を思い切り伸のばして、呉葉はため息をつく。その姿が教師の説教からようやく解放された生徒のようで、シンマはくすりと笑ってしまった。コトハがお辞じ儀ぎをする。

「叉道様、ありがとうございます。叉道様の助言のおかげで事が上う手まく運べました」

「オレからも、ありがとうございます。いや、オレなんかもう、すっかり緊張しちゃって上手く喋れませんでしたよ……」

　シンマがそう言って頭を掻くと、呉葉が声を上げて笑った。

「妙な男だねえ、君も。あたしを相手に喧けん嘩か売るくらい度胸がある癖くせに、ああいう場所では上がっちまうのかい？」

「あ、あの時は必死だったからですよ。その……コトハの手助けがしたくて」

　だが冷静になってみると、よくもあれだけ向こう見ずなことをしたものだと我ながら思う。少しでも何かの歯車が狂っていれば、シンマはとっくに命を落としていた。どうも資格者になってからというもの、こういったやり方が続いている気がする。

「シンマ様、私のためにありがとうございます」

「いや……いいんだよ。コトハがこうして、自分で納なつ得とくのいく解決が出来たんだから」

「まったく、大したお人好しぶりだよ、君も」

　呉葉が苦く笑しようした。そのまま玄げん関かんを出ると、庭を横切る。色とりどりの花々が、シンマ達を見送っていた。

「まあ……ここだけの話、あたしはコトハがこうなるだろうってのは分かってたけどね」

「……そうなのですか？」

　コトハが首を傾かしげると、呉葉は頷いた。

「もちろん、確かだなんて思ってなかったよ。だけど……君、自分で気付いてるかい？」

　そう言ってこちらを向いた呉葉ではあったが、コトハは目をしばたたかせるだけだった。彼女はシンマの方も見てくるが、もちろん、こちらも何のことであるか分からない。呉葉はそんなこちらの反応に、やれやれといった感じで吐と息いきをついた。

「やっぱり、そうか。あのねえ、コトハ。

　君――あたしと戦う時に、【疾しつ風ぷう迅じん雷らい】を名乗らなかったんだよ」

「……あっ」

　言われて初めて、シンマはそのことに思い当たった。

「そういえば……そうですね」

　コトハとて自覚がなかったのだろう。自らの口に手を当て、わずかに驚きを見せていた。

「呉葉さんの時だけじゃありませんね。確か……無ウーと戦ってた時にはもう」

「やっぱりかい。昨日今日の話じゃなかっただろうとは思ったけどね」

　手に持った刀を肩かたに担ぎ、呉葉が口笛を吹く。

「御守を象徴する二つ名である【疾風迅雷】を、戦いの前に言わなくなっていたコトハを見た時にね。あたしはピンときたんだよ。ああ、この子はもう、御守の刀ではなくなっているんだ――ってね」

　全く気付かなかったことが、シンマはなんだか、申し訳なくなってきた。

「ごめん……コトハ」

「いえ、私とて意識していなかったことです。謝られないで下さい」

　首を振ったコトハに、呉葉は告げる。

「ま、そういうわけでさ。遅かれ早かれ、コトハは今の道を選ぶとは思ってたよ」

「……あれ、でもじゃあ、なんでオレにあんなことを？」

　そう。つじつまが合わなくなってくる。呉葉は、わざわざシンマのところにまでやってきてヒントを教えたではないか。コトハの迷いを晴らすには元の自分に戻るしかないと。

「ああ、あれかい？　いや、なに、こういうのは自分で気付かなきゃ意味がないからね。あたしがああ言えば、君のことだ。きっと別の手を考えてでも、コトハのために動くだろうって踏んだのさ」

「じゃ、じゃあ、初めからオレの行動を全部見透かしてたってことですか!?」

「そういうこと。少年、まだまだ君は若いねえ。そして青い」

　振り返ると、呉葉はこちらに向かって片目を瞑った。

「ま、そういうのもあたしは嫌きらいじゃないけどね」

「……ああ、そうですか」

　結局、この人の掌てのひらの上で踊っていたに過ぎないのか。シンマはがっくりと肩を落とした。

「シンマ様、どうかお気になさらず。実際に考え、動いたのはシンマ様に他ならないのですから」

　コトハの慰めが、身に染みる。

「そうそう。それに君があたしと戦おうとすることまでは予測していなかったからね。あれはびっくりしたよ。いやぁ、若さゆえの無鉄砲ってのはいいねえ」

　完全にからかう口調で呉葉がそう言ってきた。

「……どうも、アリガトウゴザイマス」

　シンマが片言でそう答えたところで、門の前まで来た。呉葉が「さて」と呟つぶやく。

「あたしはこの辺で失礼しようかね。久しぶりに本家へ来たんだ。飯くらい馳走になってから帰るよ」

「叉道様には大変にお世話になりました。またお会いできることを願っております」

　コトハの丁寧な礼の言葉に、彼女は手を振るだけだ。

「あんまり来るなよ。あたしはしばらく、だらだらと過ごすつもりなんだから」

「大体、だらだらと過ごしていたような……」

「少年、そういうことは聞こえないところで言うもんだ」

　びしっ、と呉葉はシンマに指し摘てきした後で、朗らかに笑った。

「それじゃ、あたしはこれで。じゃあね、お二人さん。末永く幸せに」

「し、叉道さん！　そういうノリはやめてくださいよ！」

　シンマが動どう揺ようすると、呉葉はにやにやとしながらその場から去って行った。

「……まったく、すごい人だったな」

「ええ。私が勝てたのはほんの偶ぐう然ぜんに過ぎぬのかもしれません」

　コトハは言う。まるで噛み締めるように。

「……たとえそれでもさ。オレは嬉うれしいよ」

　シンマは彼女の肩を叩いた。その存在を確かめるために。

「コトハがオレの好きなコトハのままでいてくれるから。……でも、悪いな、コトハ。なんか、すげえ勝手なこと言ってしまって」

「いいえ、それは違います、シンマ様」

　胸に手を当てて、コトハは答えた。愛しむかのごとき、響ひびきを持って。

「私は嬉しかったのです。シンマ様に、そう望まれたことが」

「……そっか」

　なんだか、恥はずかしい。シンマは視線を逸らして、鼻の頭を掻いた。

「帰りましょう、シンマ様。奈な々な様と無が待っております」

「……ああ、そうだな。帰ろう」

　コトハが手を出す。シンマは少し驚き、だけど、それを握った。

「オレの……いや、オレたちの家に」

「……はい」

　彼女は、小さく頷く。そしてシンマたちは歩き出した。

　ただ真まっ直すぐと続く。自分たちの――道を。




「ふぅん、じゃあ、土壇場でコトハが勝ったわけね」

　アリスが、ペットボトルからオレンジジュースを直接飲みながらそう言った。

　コトハの試練が終わってから、数日後――夏休みが明けての初日、シンマ達は屋上に居る。授業は午前中で終わり、生徒は昼食を食べた後に解散するのだが、コトハのことを話すために残ったのだ。尤もつとも、事前に上手くいったということだけは二人に伝えておいたので、少し詳しく語っただけだが。

「ああ。コトハもアーティファクトを手に入れたよ。これで百人力だ」

　シンマの発言が正しいことを示すように、コトハは【姫ひめ神がみ】を取り出してみせた。

「わあ、これがその刀ですか？　なんだかすごく綺麗ですね」

　ミンクが興きよう味み津しん々しん、といった感じで鞘さやに収まった刀を手にとる。

「ふうん、これがそんなにすごいモンなのね。全然、そんな風には見えないけど」

　横手から【姫ひめ神がみ】をミンクから奪ったアリスはためつすがめつした。

「普ふ通つうの日本刀ですよねえ。これならアリス様の【ヘカトンケイル】の方が強そうです」

　ノンエが一いつ緒しよに眺めながら感想を漏らした。

「だな。なんといっても我が【夜明けの星々ロート・グランツ】が持つ偉大なる遺産なのだから！」

　レイが腕うでを組み、うんうんと頷く。

「いや、本当に強力な刀なんだって。嘗めてると痛い目に遭うぞ」

「またまたー、シンマさんったら大げさなんだから」

「そんな感じでハードルを上げていると、後々オチで苦労することになるぞ？」

　シンマの言葉もレイとノンエには届かない。参ったなと思っていると、

「お前らの目は節穴か。そんなもの、無は手にする気すら起こらないぞ」

　胡坐を組んだシンマの上に座すわっていた無が、馬ば鹿かにしたように言った。

「あらなに、あんたびびってるの？　意外ねえ」

　アリスが目をしばたたかせる。

「別になんてことないわよ。それに第一、それだけ強い力を持っていたって、それが発揮されなきゃただの武器じゃない」

「そうだそうだ、その通りだー！」

「さすがアリスだ。鋭するどい意見といえよう！」

　やんややんやと喝采するレイとノンエ。ミンクが眉を顰めた。

「……無ちゃんが言うくらいなんだから、本当に危険なんじゃないですか？　あんまり調子に乗らない方がいいですよ、アリス」

「ちょ、調子に乗るなとは随ずい分ぶんな言い分じゃない。あたしがこんな鉄の塊にどうこうされるっていうわけ？」

　むっとしたアリスが、【姫ひめ神がみ】の柄つかに手をかけた。

「やめておいた方がいいですよ、アリス。姫ひめ神がみは資格無き者には容よう赦しやをしません」

「だーから大だい丈じよう夫ぶだってば。ほーら、こうやって」

　と、コトハの警告も聞かずにアリスはゆっくりと刃を抜こうとした。

「……ぬっ、あれ？　この……この！」

　しかし、全く微動だにしない。刀は鞘に収まったままだ。

「ほら、だからやめとけって、アリス！」

「う、うるさいわね！　か、刀の癖に生意気な……！　こんの……抜け……！」

　シンマの制止も振り切り、なにがなんでも、という感じでアリスは更さらに抜刀に挑戦する。そして、

「抜けなさい……よっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、涼やかな音を立てて刀身が姿を現した。

「あはは！　やった！　やったわよあたしわああああああああ!?」

　しかし彼女は、パンッ、という音と共に、そのまま突風に吹かれたかのごとくごろごろと屋上の床ゆかを転がっていく。

「わあ、あ、アリス様!?　アリス様がまるでボールのように!?」

「あ、アーリスー！」

　レイとノンエは、あたふたとアリスを追いかけて行った。その間にも彼女は、まるで何者かの意志で操あやつられているかのように、あちらこちらを転がり続けた。

「ああ、もう、だから言ったんだよ。その刀、資格の無い奴が無む理り矢や理りに抜こうとすると、そうやって風の力で弄ぶんだって！」

　言ってシンマが力を発動させると、アリスは風の膜に捉われてようやく動きを止めた。

「だから言ったのに。その刀、見るからに敵意を剥むき出しにしているぞ」

　シンマの体に背を預け、無が唇くちびるを尖らせる。シンマは尋ねた。

「分かるのか？　無」

「うむ。なんとなくだがな。コトハとシンマ以外にはまるで気を許していない。気の荒あらい猛獣みたいだ」

「……オレにも？」

　それは意外だった。きょとんとするシンマ。

「選んだ使い手が恭順を示す相手だ。その刀……姫ひめ神がみもシンマに頭を垂れている。もちろん、お前が使えるかどうかは別の話だが」

「……そういうもんか。へぇ」

　感心していると、コトハが手を差し出した。落ちていた刀は、ふわりと浮かぶと彼女の下へと戻もどってくる。

「良く出来た子です。従う者とそうでない者をきちんと見み極きわめている」

　愛おしい子を抱くようにして、コトハは魔劔を自らの腰へと差した。

「と、とんでもない目に遭ったわよ……」

　風でぼろぼろになった髪かみをレイとノンエにすいてもらいながら、アリスが戻ってくる。

「なるほど、これこそ風を操るアーティファクトですね……。でもコトハさん、これを受け取ったということは、もう全すべて用事は済んだんですね？」

　ミンクが尋ねるのに、コトハは頷いた。

「はい。貴女あなた方にもご迷めい惑わくをおかけしました。お礼を申し上げます」

「べ、別にいいですよ、そんな改まって」

「そうよ。それに……借りはこれから返してもらうしね」

　アリスが意味ありげに言った。

「今まであんたのことがあるから、何も言わなかったけど。そろそろシンマを独占するのはやめてもらわなきゃ」

　そして彼女はシンマの下に歩み寄ると、その手を握にぎる。

「というわけで、シンマ！　来週まで短縮授業で午後の授業がないから、明日、うちにきなさい！」

「へ？　え、なんかあんの？」

「メアリがケーキを焼くのよ。それはもう美味おいしい、ニューヨークチーズケーキなんだから。妹も連れてきていいわよ」

「あ、ちょっと！　なに抜け駆けしてるんですか！」

　立ち上がったミンクが、負けてなるものかと言わんばかりにこちらにやってくる。

「わ、わたくしだって我慢していたんですからね!?　シンマくん、わたくし、その……観みたい映画があるんです！　御一緒にどうですか？」

「なによ、映画なんていつでも見れるじゃない！　あんた、一人で行ってきなさいよ！　あたしに気を遣いなさい！」

「どうしてあなたにわたくしが気を遣わなくてはならないんですか！　あなたこそケーキくらい、一人で食べて下さいよ！」

「ワンホールもあるのよ!?　食べられるわけないでしょ!?」

「それくらい大丈夫でしょう！　体重が増えることを別にすれば！」

「それが致命的だっつってんのよー！」

　アリスとミンクは、変わらぬノリで言い争い始めた。

「ちょっと待て。コトハとシンマが無を置いていったことも忘れないでもらおうか。そのせいで無は奈々に格闘ゲームで負け続けたんだぞ。シンマは無にそのお詫びをするべきだ！　遊園地に連れて行け！」

「ゲームに負けたのはあんたが弱いからでしょうが！　話に無理矢理入ってくんな！」

　アリスに怒られ、無はいきり立った。

「なんだ！　無はシンマと遊園地に行くぞ！」

「いいえ、わたくしと映画に行くんです！」

「あたしの家に来るって言ってんでしょ!?」

「わたしは最近、サバゲーに興味があって！」

「私は一度、東京タワーに登ってみたいぞ！」

「い、いや、皆みんな落ち着けって！　っていうかレイとノンエはさりげなく自分の願望を口にするな！　話がややこしくなる！」

　シンマは手を振って騒さわぎを鎮静化しようとする。

「要するに、シンマがはっきりすればいいのよ。あたしの家に来るわよね!?」

　アリスが、こちらにずいと迫せまってきた。

「さ、誘さそいはありがたいんだけど、ほら、まずは皆が冷静になってから……」

「シンマくん、奈々ちゃんも観れるような平和な映画ですよ？　あの人気漫まん画がが原作なんです！」

　アリスを無理矢理にどかして、ミンクが前に出る。

「なんていうタイトルかって言うとですね……！」

「シンマー！　遊園地だ！　トリプルミラクルデッドコースターというやつに、無は乗ってみたいぞ！」

　だが最後まで言い切ることは出来ず、上から無に乗られて「むぎゃ！」と彼女はその場に突つっ伏ぷした。

「うう、無ちゃんひどいですよ……！」

「シンマがうんと言うまで無はここを動かん」

「こんな奴やつ等ら放っておいて、あたしの家に来なさいよ！」

「わたしはですねー、最近、パッチワークにも」

「高尾山というところが気になっていて……」

　再び、一斉に喋しやべり出す皆にシンマはしどろもどろになる。必死で「だからさ、皆、いっぺんに喋られても分からないって……！」と言い聞かせるのだが、まるで通じない。どうすればいいのか、と、そう思っていた時、

「――静まりなさい！」

　コトハが刀を抜き、全員の目の前に突き立てた。彼女の体からは、言い知れぬ周囲への圧迫感が発散されている。それは、以前に見たメアリにも匹敵するほどの迫はく力りよくであった。

　見事にぴたりと声が止む。

「シンマ様を困らせるのはやめてください。貴女方も使徒であるなら、その辺りを少しは配はい慮りよしてはどうです」

「無は使徒じゃないぞ」

「ですが居候でしょう！」

　一喝されて、無はシュンとなった。

「あ、ありがとう、コトハ」

　助かった。そう、シンマが礼を言うとコトハは首を振ふった。

「いいえ、お役に立てて何よりです。……それに」

　と――コトハが手を伸ばしてくる。シンマはあっという間に襟えり首くびを掴つかまれると、彼女に引き寄せられた。

「おぶっ!?」

　柔やわらかな胸の感かん触しよくに、顔が赤くなる。どぎまぎしているこちらのことを知ってか知らずか、コトハは更にシンマを抱だきしめてきた。そして、

「貴女方に申し上げておきますが。これから先、シンマ様のことをお誘いする時は私を通して下さいますよう、お願い致いたします」

「な、な、なんでよっ！」

「こ、コトハさんは護衛ですけど、シンマくんのマネージャーじゃないでしょ!?」

　アリスとミンクが抗こう議ぎしてくるのに、コトハは堂々と言い放つ。

「私はシンマ様にとっての魔劔。自らの意思を持って主人を護ります。勝手な手て出だしはせぬように」

「そんな話、ないわよ！　勝手に決めないでよ！」

「そ、そうですよ！　シンマくんがどう思っているかも分からないのに！」

「そうだぞ、コトハ、ずるいぞ！」

「シンマ様は仰いました」

　喧騒の中、それでもコトハは、我わが意を得たりとばかりに続けた。

「――今の私が、大好きだと」

　沈ちん黙もく。次の瞬間、三人が揃そろってこちらの方を見てくる。

「い、いや、あの、あれは別になんていうか、そういう意味で言ったんじゃ……」

　単純に、人として好意的に思う、ということだったのだが。どうにも、完全に違う方向の話になっている気がするシンマだった。

「そして私も当然、シンマ様と同じ気持ちです」

　そう言って顔を寄せてくるコトハ。確かに感じる体温に、シンマはどきりとする。

「私はもう、決めました。我が生涯を賭としてシンマ様をお守りすると。私はシンマ様のもので」

　もちろん、と。コトハは、はっきり言った。

「シンマ様は――私のものです」

「あ……あんた……！」

　わなわなと、アリスが震える。

「なんて清すが々すがしいほどに、は、恥ずかしげもなく……！」

　ミンクが、驚きよう愕がくするよう、その場から一歩退いた。

「こ、コトハがいつものコトハじゃないぞ……！」

　無は信じられない、という表情をしている。

「あんたねえ！　何があったか分からないけど、ちょっと変わり過ぎなのよ！」

「あ、アリス！　怒ってる場合じゃないですよ！　コトハさんが本格的にこうなってしまったということは、今、一番アドバンテージをとっているのは彼女です！」

「はっ！　それもそうね！　ど、どうしよう!?」

　アリスはミンクと顔を見合わせ、そして、再びシンマの方を向いて手を上げた。

「さ、作戦タ――イムッ!!」

　踵きびすを返して、彼女は走り出す。

「レイ、ノンエ、ちょっと話を始めるわよ！」

『委細承知！』

　レイとノンエはそれに従い、離はなれた場所で彼女たちは輪になった。

「ああ！　ちょっとそれ、わたくしも入れて下さい！」

　ミンクが初めて、それに加わる。

「無も！　なんだか分からないけど無も聞くぞ！」

　その後で、無が無理矢理に割り込んでいた。

「……なんだかなあ」

　物もの凄すごく大変なことになりつつある気がする。そんな想おもいに捉われるシンマであった。

「シンマ様、勝手を申し上げて、申し訳ありません」
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　シンマのことを離し、コトハが頭を下げてくる。

「ですが――これは偽らざる、私の『気持ち』です」

「……そっか」

　それなら、まあ、いいか。

　そんな風に、気軽に考えるシンマだった。

　何より、自らを出さず、ただ護衛役に徹していたコトハが――己おのれの心をさらけ出してくれたことが嬉しい。

「……私は、無意識下でずっとこうなることを望んでいたのかもしれません」

　ふと、コトハは呟いた。

「ですがやはりそれは、許されぬこと。そう思い、理性にてただ、殺し続けていたのでしょう。そのようなことをしたところで、幸せになどならない。……いえ、幸せなど自分には無用なのだと思って」

「……それなら、今は？」

　シンマは問う。答えなど分かっているのに。それでも訊かずにはいられなかった。

「今は――」

　コトハは、シンマの方を向いた。そして、ゆっくりと……少しだけ、微笑む。

「今は、ただ、想うがままに在りたい。そう思います」

　たとえぎこちなく、確かなものではないのだとしても。

　やっぱり、彼女の笑えみは温かい。シンマは、そう思った。

「コトハ。これからも、手を握っていてくれ。……オレの、隣となりで」

　コトハはゆっくりと、こちらへ手を差し出してきた。シンマはそれを、握り返す。

　初めて共に敵へと立ち向かった、あの時のように。

「承知しました。……シンマ様」

　コトハはそう言って、ただ、頷うなずいた。

　シンマはそんな彼女に向かって微笑む。そして、ふと、自らの手の甲こうに刻まれた紋様を見た。

（そういえば……あの時のあれは、なんだったんだろうな）

　呉葉との戦いの時、不意に己を襲った奇き妙みような現象。声の主の正体もそうだが、生まれようとしていた強大な力が気になった。もしコトハが止めてくれなければ、発動してとんでもないことになっていたかもしれない。

（オレの中には、あんなものが眠ねむってたっていうのか……？）

　考えるだに、ぞっとする。気を付けなければ、と思った。自分が過度に力を望めば、いつでも『あれ』は現れるのかもしれない。そして最悪、それに取り込まれてしまう可能性だってあるのだ。

「シンマ様？　どうなされたのですか？」

　急に黙だまり込んだことを心配したのか、コトハがこちらの顔を覗き込んでくる。シンマは我に返ると、急いで笑え顔がおを作った。

「いや、なんでもないよ。大丈夫」

　そうですか、と答える彼女の手を離し、シンマは周囲を見回した。

　アリスやミンク、無にレイやノンエ、そしてコトハ。

　奈々だけではない。いつしかシンマの周りには、大事な人たちが沢たく山さんできていた。

（……彼女たちがオレを守ってくれるように、オレも彼女たちを守りたい。そのために、力を使いこなしてみせないと。もう、あんな風になるのは二度とごめんだ）

　シンマは拳こぶしを握り、決意を固めた。

　強さを望もうとも、絶対にそれに呑まれない。

　運命を自ら選び取った、コトハのように。

　与あたえられるのではない。自らの意志で、力をもぎ取るのだと。

「……負けるかよ」

　天に向かって呟いたその言葉は、いつまでも自分の中で響いていた。







エピローグ　動き始めた者達







　長らく続く不況の煽りを受けるのは、何も人間だけとは限らない。

　様々な事情により、持ち主が手放さざるを得なくなった建物とてそうであった。

　それはそんなありふれた、どの街にも一つは存在するような廃ビル。

　そこが――【彼かれら】の住む場所だった。

「やあ、ただいま」

　【彼】は帰き還かんすると共に、そう声をかける。年の頃ころは十五、六の少年だ。使い古されたツバ付きの帽子を目深に被り、シャツの上からジャケットを羽織っている。

　彼が擦り切れたボトムズに手を突っ込みながら歩いていくと、返る声があった。

「おかえりなさいませ」

　廃ビルの一室。そこには三人の男女が居た。彼らはそれぞれ、積み上がった材木や拾ってきた椅子、机などに腰かけ、思い思いのポーズを取っている。

『――それでは次のニュースです』

　無造作に置かれた携帯テレビからは、ノイズ混じりの報道番組が流れていた。

『先日……市にあるコンビニエンスストアで起こった強盗事件ですが、逮捕された容疑者が留置所より逃亡した模様です。警察の発表によりますと、容疑者は通常ならありえないであろうと思われる方法で留置所の檻を破壊したとのことで、何らかの特殊な武器を所持している可能性もあるとのことです。警察では付近の住民に注意を促うながし、それと共に不審な人物を見かけた場合すぐに通報するようにと呼びかけています。また、容疑者の顔写真を公表しており――』

　画面には強盗事件の容疑者なる人物の写真が映し出される。

　それを眺ながめていた一人が言った。

「随分と派手にやらかしたそうじゃないか。問題はなかったのかよ？」

　灼熱を思わせるかのような色の髪を持つ女だ。その顔は息を呑のむほどに美しく、スタイルのいい肢体に、髪の色と同じドレスを纏まとっている。

「別に問題ないさ。このくらい、ボクには造作もない」

　少年は椅子に座って、足を組んだ。

「しかし、貴方あなた様自らお出でにならずとも良かったのではありませんか。私どものいずれに任せて頂けても、事は上手く運べたはずです。申し訳がない気もしますね」

　丁てい寧ねいな口調で、男がそう少年を気遣ってくる。鮮やかな銀の長髪に、穏おだやかな顔立ち。フレームレスの眼鏡が、知的さを象徴していた。ゆったりとしたローブのようなものを着ている姿は、さながら絵物語に出てくる賢者といったところか。

「まあ、ボク自身がこの目で確かめたかっただけだよ。気にしないでもいい」

「して、件くだんの男はどうであったのか。拳を交えたのだろう？」

　最後の一人が言った。三人の中では一番小こ柄がらであり、長く伸ばした髪を後ろで束ね、背中に垂らしている。紐で前を止めるタイプの黒い服と、同色の布ズボンを穿はいていた。俗にいう拳法着と呼ばれるものに似ている。その凛々しい顔つきはともすれば男性にも見えるが、体つきの柔らかさと胸のふくらみは、確かに女性のそれであった。

「拳を交えたとはまた時代錯誤だな。……いや、まあ、キミたちじゃあ仕方がないのか」

　苦笑して、少年は帽子のツバに手をかける。

「ちょっとだけ力を見せられただけさ。見事に吹ふき飛ばされたよ。確かに大したものだと思う。護衛の方もね」

「ほぅ、そのわずかな間で相手の力が見極められたというのか」

　座禅を組んで瞳ひとみを閉じたままで、拳法家然とした女が告げてきた。

「護衛の方は、単純に身体能力の高さが分かっただけだけど……『彼』の方はね。分かるんだよ。出会った時に、ボクの中で疼いたからね」

「疼いた？　どういうこった、そりゃ」

　赤い髪の女が興味を惹かれたように身を乗り出してくる。

「さあ、表現しようがないな。ただ、ほら、実力者同士は相対しただけで、互いの程度が分かるっていうだろう？」

「確かに、それはある。時に戦いを行う前に勝敗が決することすらな」

「それと同じことだよ。ああ、彼はそんじょそこらの奴やつらとは違ちがう……ってね。そう、ボクの……そうだな、心が理解した、といったところだ」

　そう言って、少年は帽子をとった。首を振ると、ロングヘアが揺れる。

　そして、少年は――【少女】となった。

「なにせ彼とボクは……同じモノ、だからね」

「ならば、同胞に迎える価値あり、ということですか？」

　男の問いかけに、少女は頷く。

「彼が味方になれば言うことはない。ボク一人でもやれないことはないが……ちょっとばかり時間がかかるからね。物事は簡単に済むに越こしたことはない」

「だったら早く行こうぜ。あたしも会ってみたいしよ」

「まあ、待ちなよ。何事も時機というものがある」

　気の急く赤髪の女に苦く笑しようして、少女は言う。

「まあ、だけど近く――そう遠くない将来、接触を図ってみよう」

「……だが、もしも、彼の者がこちらの提案を断ってきたらどうする？」

　拳法家然とした女の言葉に。少女は、息をついた。

「その時は仕方ないね。自分の愚かさを、身をもって知ってもらおう」

　手を翳かざす。すると少女の指先に、突如として火が灯った。まるで魔ま術じゆつであるかのごとく。

「――世界に、神は一人でいい」

　次いで水球が浮かび、風が吹き、土塊が生まれた。

「別々の神が、二つの考えをもって共存できるほど、この世界は広くないんだ。ボクたちにとってはね」

「……然り。相容れぬならば衝突は避さけられぬ」

　拳法家然とした女がそう口にして。

「まあ、あたしはどうだっていいよ。暴れられたらね」

　赤髪の女が笑う。男が静かに、祈いのるように手を組んだ。

「……ま、だけどそんなことにならないよう、祈っているよ。だって、せっかくこの世に生まれて選ばれたんだから、仲良くしたいじゃないか」

　少女は、深い、どこまでも深い笑みを浮うかべた。

「期待しているよ？――日か鎖ざり、心しん真まくん」




ＦＩＮ







あとがき







　どうも！　空そら埜の一かず樹きです。

「シンマと世界と嫁フラグ５」をお送り致しました。お楽しみ頂けましたでしょうか？

　この本が出る頃は恐らく春。皆様にとってはお久しぶりとなるのかもしれません。

　しかしぼくにとっては、なにやらあっという間の数か月であった気もします。

　歳をとるごとに時の流れというか、月日の感覚が早くなっているので、ぼーっとしていれば季節が変わることなど一いつ瞬しゆんに近いように思えてしまうからでしょう。

　思えば小学生の時、夏休みのなんと長かったことか。土曜日の夜の、なんとゆったりしていたことか。

　それが今や、「なんとなくなにかしていたら一日が終わっていた」というわけのわからない過ごし方をする始し末まつです。

　この「なんとなくなにかしていた」というのは本当に、そうとしか言えないもので。その時は明確な目的があって行動していたはずなのに、後から思い返せば、「なんでこんな無む駄だなことを……」と驚きよう愕がくしてしまうのです。

　歳を取るというのは、かくもそのように日々が曖あい昧まいになっていくということなのかもしれません。

　……いや、絶対に違いますね。ぼくが単にダルダルの日常を過ごしているだけです。反省します。

　さて、今回は、シンマの護ご衛えい役である御み守かみ紅こと刃はのお話でした。

　一巻から少しずつ変わってきたコトハではありますが、五巻にて彼女なりの結論を出せたようで、書き切れたこちらもほっと一安心というところであります。

　そんなコトハ、そしてシンマを導いた新キャラクター、叉し道どう呉くれ葉は。

　彼女は今まで出てきた色んなタイプの女の子の中でも、特に変わった人です。

　ですがそもそも呉葉に関しては最初、「凄すご腕うでの剣けん豪ごう」というところだけが決まっていただけでした。そこから紆う余よ曲きよく折せつあって「女侍おんなざむらい」がイメージとして固まったわけなのですが。

　それじゃあ、どんな人にすればいいのだろう、と考えまして。

「ロリ……いやもっとこう……なら、巨きよ乳にゆう……ロリ巨乳……」

　と、どんどんぼくの趣しゆ味み……もとい、キャラの魅み力りよくを追つい及きゆうしていきました。この時点でもう女侍がなにも関係なくなっているわけですが、細かいことを気にしては、これから先ついていけません。

　そもそもぼくの場合、女侍から連想される言葉が「こ、こんなところではいけません、殿との！」しかなかったわけで、そこから発展したらえらいことになってしまいます。なにを想像したのかは、残念ながら言えませんが、皆様の心に浮かんだことが答えです。多分。

　しかしロリ巨乳というだけでは、いささかに何かが足りない気がする。それならば、なにを加えればいいのか。様々な要素をつけては剥がし、つけては剥はがした、その結果。

「おばちゃんみたいな口調だけど見た目は美少女ってよくない!?」

　という結論に至りました。

　そしてここに、『ロリ巨乳熟じゆく女じよ』というなんか妙にややこしいキャラクターが生まれたわけです。

　実際にはそこから色々と発展させての呉葉なわけですが、個人的には動かしやすくて気に入っているキャラクターで、本編を読まれた方にも好きになって頂けると幸いです。

　ついでに本編中で呉葉は酒さけ呑のみであるというような描写をしているのですが、これは侍と言えば日本酒！　というぼくの偏かたよったイメージがあるのが一つ。

　そしてもう一つは、ぼくも同じく酒呑みであるということです。

　毎日呑む、というほどではないのですが、それでも気が向いた時に一人でちびちびとアルコールを摂せつ取しゆするのが好きであったりします。

　日本酒が一番ですが、他にもビールやカクテル、焼しよう酎ちゆう、チューハイ、ウィスキー、マッコリ……等々、節せつ操そうなくなんでも楽しめる非常に適当な嗜し好こうをしておりまして。

　時折、酔っぱらっては家で飼っている犬に対してセクハラ的な行動をとって楽しんでおります。お尻を撫なでまわし続けた時の犬の表情って、すごく複雑そうなのを、知っていましたか？　どうすればいいんだ、この状況は、という感じです。

　……もしかして最近、彼がぼくに対して冷たいのはもしかしたらこれが原因でしょうか。でしょうかも何も、それ以外ない気もしますが。これも反省しなければ。恥多き人生にて御座います。

　閑かん話わ休きゆう題だい。ここからは、謝しや辞じを。

　担当のＮ様。毎度、お世話になっております。ロリ巨乳熟女というややこしいキャラクターにＯＫを出して頂きまして、感謝しております。

　挿絵担当のにろ様。いつも素す晴ばらしいイラストの数々、拝見できるのを楽しみにしております。今回のコトハと、そして呉葉の予想以上のエロさに、色々と悶もだえさせて頂きました。ありがとうございます。

　ＨＰやツィッターでメッセージ等を送って下さる方々。いつも本当にありがとうございます。皆様のお言葉一つ一つを噛かみ締しめ、作品作りに邁まい進しんする次第であります。

　そしてもちろん、この作品を読んで頂いている全ての読者様へ。

　最大限の、感謝を。

　それではまた、次でお会いしましょう！





三月　ＢＧＭ『ELEMENTS』

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/






Ｐ．Ｓ　現在、同じくＨＪ文庫より「扉の魔術師の召アドヴェ喚ント契・ゲ約ート　―その少女、最強につき―」というタイトルの作品が発売中です。シンマとはまた違った雰囲気のお話となっておりますので、ぜひとも宜しくお願いいたします！　最後に宣伝でした。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

空埜一樹先生／にろ先生
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